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第 4 項 主なコレクション 

附属図書館では 図書館資料を 効率的に収集するため、 附属図書館 収 善計画を 

策定し、 研究図書、 古典・叢書類等の 費目で収集にっとめている。 

ここでは、 文部省配分予算で 受入れた大型コレクシ ， ン と合わせて、 本学館 

報の資料紹介記事をもとに 主なコレクシ。 ンを 列記する。 配列の順序は、 資料 

内容の日本十進分類 順 とした。 

0 英訳「フロイト 全集」 24 巻 

James Strachey 訳の全集で、 書名に「心理学的著作」とあ るよさに神経 

( 病理 ) 学や生物学の 論文、 書簡等は含まれていない。 

0 東寺百合文書 

京都の東寺が 旧蔵 していた同名の 古文書群の写真複製本で、 日本中世史研究 

に 欠くことができない 資料であ る。 

0 日本占領 GHQ 正史 ( 英文 )  全 55 巻 

主に 1945 年から 1951 年までの各分野における 占領政策の実施過程とその 成果 

を 記述したもので、 戦後日本研究の 基本史料として 重要なものであ る。 

0 ミラボー・コレクション 185 冊 

フランス重農学派経済学者を 父にもつミラボー 伯の著作・演説・ 意見書・ 書 

簡など主要なものを 収録している。 

0 フランス革命期官報 (Bulletin des lo 士 sS de la Republi(ques, series Ⅰ -6) 

フランス革命期に 千田子されたフランスの 法令集 0 フランス革命史研究に 必須 

の資料であ る。 

0 中国方忌叢書第 1 期、 第 2 期 3,128 冊 未 明 清 時代に刊行され、 現存する方忌を 申国の各地域ごとに 分類集 
成したものであ る。 

0 世界各国地図帳 集成 

約 160 冊の地図帳 から構成されており、 その中には、 大皇帝選挙 侯 アトラス 

のような大型地図帳 もふくまれている。 
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0 西ヨーロッパ 5 万分の 1 地形図集成 

約 5,400 枚の地形図からなるもので、 ヨーロッパの 5 万分の 1 地形図は人文 

現象を重視し 道路などは読みやすく、 一般人向けに 編集されている。 

0 新大陸関係地形図集成 

アメリカ合衆国、 カナ タ     、 オーストラリア、 ニュージー ランド、 パプアニュー 

ギニアの地形図約 10,000 枚から構成されている。 

0 国際連盟条約 集 、 国際連合条約 集 ( マイクロフィッシュ ) 

国際連盟規約 第 18 条に基づいて 登録された条約及び 国際約定と、 国際連合憲 

章第 102 条に基づいて 登録された条約及び 国際協定を収録したものであ る。 

0  Sound  Currency  l895-1906 

ニューヨークに 本拠をおいた 経済制度改革クラブ「健全通貨委員会」が 同 2 

度発行した機関紙で、 関連する著名な 人々の意見が 収録されている。 

0 アメリカ企業家に 関する「古書コレクシ ， ン 」 

アメリカ合衆国の 経済発展に大きく 寄与した人物 ( 企業家または 経済政策家 

など ) のオリジナルな 伝記を収録したコレクションであ る。 

0  Chartism  :Working-Class  Politics  in  the  Industrial  Revolution 

18 巻 21 冊 

産業革命期の 末期的 t0 年間英国本土で 活動した草の 根議会改革運動チャーティ 

ズム の諸団体の活動をうかがうことができる 資料であ る。 

0 人民の声 ( マイクロフィルム ) 

第 1 次から第 2 次世界大戦にかけて ョ 一ロ ，パ 大陸で国家の 改革に関しての 

提案、 論争を主として 担った代表的組織、 フランスの労働総同盟 (CGT) 

の月刊機関紙のマイクロフィルム 判であ る。 

0@Landolt-Boernstein:@ Numerical@ Data@ and@ Functional@ Relationships@ in 

Science@ and@ Technology ， New@ Ser ・ Group@ 1-7 

理学及び工学における 幅広い分野の 数値データ及び 図式とその出典を 網羅し 

たものであ る。 

0 高井冬二。 鹿間 時夫コレクシ " ン 

昭和時代の日本における 古生物学あ るいは 古 脊椎動物学の 中心的存在であ っ 
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た二 研究者の収蔵 資料の部分的コレクシ ， ン であ る。 

0Traite de Zoologie 全 17 巻 40 冊 

ソルボンヌ大学、 パリ自然史博物館をはじめフランス 国内の教授陣の 執筆に 

よ るもので、 構成は無脊椎動物Ⅱ 巻 22 冊、 脊椎動物 6 巻 18 冊であ る。 

021 世紀に伝える 日本建築画像大系 25 巻 ( ビデオ ) 

「 21 世紀建築のシナリオ」 ぐ 尾島俊雄編著 日本放送出版協会 昭和 60 年 2 月 ゥ 

を映像化する 形で作られたものであ る。 

0 ブリストル大学所蔵 演劇空文献にマイクロフィッシュフ 

上記コレクションの PartI と PartIV 、 即ちカラーマイクロフィッシュに 複 

製された約 2,200 件の劇場用衣装プラン 等が収録されている。 

0Nlneteenth Century Russlan Publlcls 止 s, lst Se Ⅶ es ( マイクロフィッシュ ) 

ロシア社会主義の 始祖ゲルツェン、 ロシア・マルクス 主義の父プレハーノフ 

等 19 世紀ロシアの 評論家の著作 50 タイトルを収録したものであ る。 

理工学系研究図書館廻り 階段 
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第 5 項 図書の収集システム 

勝 俣 好 次 

大学図書館は 大学における 教育や学術研究の 進歩発展にとって 、 極めて重要 

な意義をもつ。 特に、 蔵 書構成は大学図書館の 中枢といえる。 いかに良い図書 

を集めるかが 大学の運命を 握るといっても 過言ではない。 本学附属図書館 ( 以 

下 「図書館」という。 ) では、 次の 4 通りの経路により 図書を収集している。 

①教官研究費によるもの。 ②図書館資料費によるもの。 ③利用者 

( 学生 ) の要求によるもの。 ④個人。 機関からの寄贈によるもの。 

[ 収集経路 ] 

  

  ( 公用帯出 フ ( 立文芸 口 ) 

  
2  図 書 館 

図 収集冊数の 購入経費の 

上ヒ 三密 (%)  上ヒ姉葵 (%) 

圭 
( 購入希望 ) 教 官 7  2 8  7 

③ 図書館   Ⅰ 9 

利用者 
1@ 3 

て隼幸千且曽 ) 

隼彗 芋 貝 珪掌 
    

④ 個人。 機関 
平成 7 。 8 年度の平均図書収集状況 

* 平成 8 年度購入経費実績 

図書館資料費 :31,407.000 円 教官研究費 : 249.977.592 円 

① : 教官研究費で 購入される図書であ る。 図書館は教官からの 依頼に基づき、 
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発注・ 受 入し、 購入依頼者へ 公用帯出する。 公用帯出された 図書は、 使用終 

了時や退官・ 転出時等に図書館へ 返却され、 図書館の蔵 書として書架に 配 架 

されている。 

② : 従来、 文部省より配分されていた 学生用図書購入費が 昭和 50 年度より大幅 

に増額された。 図書館では、 以前はこの購入費を 一定比率でもって 各学部 

( 合図書館 ) に配分していたが、 その主旨に鑑み、 全学図書協議会 ( 以下 

「協議会」という。 ) に図ったところ、 購入費は各学部に 配分しないこととなっ 

た。 その結果、 図書館に配 架 すべき図書を 選定するため、 協議会の下部組織 

として、 附属図書館選書委員会 ( 以下「選書委員会」という。 ) を置くこと 

が決定され、 内規が昭和 50 年 9 月 23 日に制定された。 これにより、 選書委員 

会 が各学部の図書委員会等の 協力を得て選書を 行 う こととなった。 

昭和 52 年 4 月 1 日 、 選書委員会内規を 公式に学内規則とするために、 根拠 

規定であ る附属図書館運営委員会規則に 必要条項を追加し、 選書委員会内規 

を 「附属図書館図書館資料選定小委員会細則」と 名称を改め、 図書館資料の 

収集に関することを 審議する専門委員会として、 横浜国立大学附属図書館 資 

料 選定小委員会 ( 以下「小委員会」という。 ) が設置された。 

小委員会では、 年度当初に「附属図書館図書館資料 収 善計画」を策定し、 

図書館はこの 収 善計画に基づき、 図書を収集している。 

③ : 利用者 ( 学生 ) の購入希望図書に 基づき、 図書館の判断で 購入する。 

④ : 個人や機関からの 寄贈に基づき、 図書館の判断で 受入れする。 

* 公用帯出 : 教官研究費により、 学術研究用のため 購入された図書は 公用帯出 

の図書として、 研究室等に備付けることができる。 公用帯出中の 図書は、 図 

書館が必要とする 場合には、 点検を受け、 又は返納しなければならない。 又 、 

その図書に閲覧希望者があ った場合は、 学術研究に支障のない 限り、 その閲 

覧の便宜を図るものとする。 ( 横浜国立大学附属図書館利用規程 第 1 1 条 ) 

ネ 全学図書協議会 : 昭和 25 年 3 月 22 日横浜国立大学附属図書館規則 ( 以下「 図 

書館規則」という。 ) が 制定され、 全学の図書に 関する重要事項を 審議する 

全学図書協議会が 設置された。 その後、 昭和 50 年Ⅱ同 27 日図書館規則が 全面 

改正され、 附属図書館運営委員会へ 変わった。 
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類 第 2 電子図書館機能等 
益 田 義 孝 

第 1 項 電子計算機等の 機器構成。 業務。 

禾 lJ 用者システム "  ネットワーク 

平成 9 年 4 月 1 日 現在のシステム 構成は、 以下の平成 7 年 3 月から 9 年 3 月 

の間に導入された 機器からなる。 米は特に説明を 付した略語等であ る。 

1 。 業務システム 機器構成内訳 

A) データベースサーバ・データベース 管理を行う。 ヒューレットパッカ 一 

ド社 ( 以下 H  P  社 )  製 、 H  P  g000 シリーズ 800 モデル E  55  ( メモリ Hg2M  B  , 

ディスク : 14GB, フロッピ ィ ディスク装置、 遥 CD 一 ROM 装置、 米 DAT 

装置、 磁気テープ装置、 コンソール ) 、 2 号館電算 室 (1 台 ) 、 平成 7 年 12 月 設 

置 。 

米 C  D  一 R  O  M  二 Compact  Disc 一 Read  Only  Memory. : 読 出し専用の コ 

ンパクトデータベース。 

Ⅹ DAT 二 ディジタル録音再生のためのテープを 使用する大容量記憶装置 

B) アプリケーションサーバ : 主に業務用 X 端末を制御する。 HP 社製、 

HPg000 シリーズ 800 モデル E3 0 メモり : 128MB, ディスク : 2GB, CD 一 

ROM 装置、 DAT 装置、 コンソール ) 、 2 号館電算 室 C2 台 ) 、 平成 7 年 12 月 

設置。 

C) ワークステーション : 主に業務用 X 端末を制御する。 HP 社製、 HP モ 

デル 712 0 メモり : 64MB 、 ディスク : 2GB, フロッピーディスク 装置、 CD 一 

ROM 装置、 20 インチディスプレイ ) 、 2 号館電算 室 、 1 号館準備室、 理工学 

系 研究図書館に 各 1 台 、 平成 8 年 4 月設置。 

            ソナルコンピューター : 利用者用米 OPAC 検索専用機 o Aser 社 

製 、 AserMate600 (CPU : 486DX2/60MHz, メモ lJ : l6MB, 17 イン 
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チ ディスプレイ ) 、 1 号館閲覧 室 (5 台 ) 、 理工学系研究図書館 (2 台 ) 、 社会 

科学系研究図書館 (1 台 ) 、 経済学部附属貿易文献資料センター (1 台 ) 、 経営 

学部研究資料室 (1 台 ) 、 平成 7 年 f2 月設置。 

Ⅹ OPAC 二 Online Publlc Access Catalo9 : 閲覧 鰭り 用者Ⅰ 用 オンライ 

ン・カタロ ク     。 

D) パーソナルコンピューター : 利用者用 OPAC 検索専用機。 Aser 社製、 

Aser Mate800 、 t 岩舘閲覧 室 、 1 台、 平成 8 年 4 月設置。 

E) X 端末 : 業務用汎用機。 高岳製作所 製 、 XMi NT 一 CSLR2 C メモ 

リ : 16MB, 17 インチディスプレイ ) 、 2 号館事務室 (li 台 ) 、 1 号館カウンター 

(4 台 ) 、 理工学系研究図書館 (2 台 ) 、 平成 7 年 12 月設置。 

E) X 端末 : 業務用汎用機。 高岳製作所 製 、 XMi NT 一 CS LF2 0 メモ 

り : 16MB, 21 インチディスプレイ ) 、 2 号館事務室 (2 台 ) 、 平成 8 年 4 月設 

置。 

F) 高速シリアルプリンター : 会計帳 票作成用。 HP 社製、 C1202A  (333 

字Ⅰ 秒 ) 、 2 号館事務室 (2 台 ) 、 平成 7 年 12 月設置。 

F) レーザプリンター : 汎用多目的。 キャノン社製、 LBP 一 A3091 (600 

DP I, A4 二 16 頁Ⅰ 分 、 OCR 一 B フォント印刷可能、 バーコード印刷可能 ) 、 

2 号館事務室 (3 台 ) 、 1 号館 カウンター u 台 ) 、 理工学系研究図書館い 台 ) 、 

経済学部附属貿易文献資料センター (1 台 ) 、 経営学部研究資料室 (1 台 ) 、 平 

成 7 年 12 月設置。 

G) 米 OCR リーダー     閲覧業務、 図書・雑誌愛人業務用。 住友電工社製、 

MR3001 (OCR 一 B フオント読取可能、 バーコード読取可能 ) 、 2 号館事務 

室 (2 台 ) 、 1 号館 カウンター (2 台 ) 、 理工学系研究図書館 (1 台 ) 、 平成 7 

年 m2 月設置。 

Ⅹ OCR 二 Optical Character Reader: 光学的文字読み 取り装置。 

H) ハンディターミナル 二 閲覧オフライン 処理・蔵 書点検用。 シャープ社製、 

RZ 一 5550 (OCR 一 B フォント読取可能、 バーコード読取可能 ) 、 f 号館カ 

ウンター、 理工学系研究図書館に 各 1 台 。 平成 7 年から稼動。 

( 注 ) 経済学部附属貿易文献資料センタⅠ経営学部研究資料室に 設置した 
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パーソナルコンピュータⅠレーザプリンター 各 1 台は部局負担。 

2. 利用者用情報検索機器内訳 

1) パーソナルコンピュータコ 利用者用 CD 一 R0M 検索専用。 SONY 

社製、 Qua れ erL PCX 一 300 ( メモリ :640KB, プリンター、 CD 一 ROM 

装置、 15 インチディスプレイ ) 、 Ⅰ岩舘閲覧 室て Ⅰ 台コ 、 平成 7 年 3 月設置。 

1) パーソナルコンピューター : 本り 用者用 CD 一 ROM 検索専用 o NEC 社 

製 、 PC 一 980lDA  ( メモり :640KB, プリンター、 フロッピーディスク 装 

置、 CD 一 ROM 装置、 Ⅰ 5 インチディスプレイ ゥ 、 1 号館 閲覧 重 (1 台コ 、 平成 

7 年 3 月設置。 

1) パーソナルコンピュータ㍉ 利用者用 CD 一 ROM 検索専用。 富士通社 

製、 FMTOWNSDF 「 e s hES ( メモリ : 8MB, 15 インチディスプレ 

イ ) 、 1 号館 閲覧 室 (1 台 ) 、 平成 7 年 3 月設置。 

1) パーソナルコンピューター : 利用者用 CD 一 ROM 検索専用。 NEC 社 

製、 PC 一 982lXn ( メモり : 16MB, 共有プリンター、 CD 一 ROM 装置、 

電子 ブ，ク 装置、 17 インチディスプレイ ) 、 1 号館閲覧 室 (2 台 ) 、 理工学系研 

究図書館 (1 台 ) 、 平成 7 年 3 月設置。 

J) パーソナルコンピューター : 利用者用米 WWW 検索専用。 日立社製、 

皿 ora, ( メモリ : 16MB, ディスク : 600MB), 1 君館 閲覧 室 (5 台 ) 、 理工 

学系研究図書館 C2 台 ) 、 平成 9 年 2 月設置。 

( 注 ) 利用者用 WWW 検索用パーソナルコンピューターは 総合情報処理セン 

タ一 より借り受けたもの。 

Ⅹ WWW=Worlcd Wide Web : HTML 言語で作成されたハイパーテキス 

トを 効率的に閲覧する 情報表示システム。 インターネットは 蜘蛛の巣のよ 

うに張り巡らされた WWW のネットワークで、 世界中の LAN を相互に接 

続 する。 

K) パーソナルコンピュータ㍉ 入館システム 管理用。 NEC 社製、 PC 一 

980lBX3/U2/W  0 メモり : 16MB, ディスク : 2l0MB, 巧 インチディス 

プレイ ) 、 1 号館 準備室、 理工学系研究図書館に 各 1 台 、 平成 8 年 3 月設置。 
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3. CD 一 ROM サーバーⅠクライアントシステム 機器内訳 

L) 来 CD 一 ROM サーバー : CD 一 ROM 管理用。 COMPAQ 社製、 

Pr0sigia4/66CD 円 050 ( メモり :32MB, ディスク : lGB, CD 一 ROM 

装置、 15 インチディスプレイ ) 2 号館電算 室 (1 台 ) 、 平成 7 年 3 月設置。 

M) CD 一 ROM 端末 : 利用者用 CD 一 ROM 検索専用、 Digital 社製、 

VENTUR I S466 0 メモり : 8MB, ディスク : 540MB, 共有プリンタ づ 

2 号館電算 室 (7 台 ) 、 1 号館閲覧 室 (4 台 ) 、 理工学系研究図書館 (2 台 ) 、 

平成 7 年 3 月設置。 

遥 CD 一 ROM サーバ一二複数の ユーザ 一のパソコン 等に CD 一 ROM 情報 

資源を提供する 機器。 

4. 事務用電算機器内訳 

N) パーソナルコンピューター : 事務用機器管理用。 EPSON 社製、 ST 一 

620T  6202 一 2010  0 メモリ : 64M  B  ,  ディスク     2G  B  ,  17 インチディスフ。 レイ ) 、 

2 号館事務室 (t  台 ) 、 平成 9  年 3  月設置。 

0) パーソナルコンピューター : 事務用。 富士通社製、 FMV  DESKP 

OWERSE ( メモり : 32MB, ディスク : lGB, Ⅰ 7 インチディスプレイ ) 、 

2 号館事務室、 Ⅰ 号館 カウンタⅠ理工学系研究図書館に 各Ⅰ 台 、 平成 9 年 3 

月 設置。 

0) パーソナルコンピュータ 一     事務用。 富士通社製、 FMV  DESKP 

OWERS167 ( メモリ : 32MB, ディスク : lGB, Ⅰ 7 インチディスプレイⅠ、 

2 号館電算 室 (1 台 Ⅰ、 平成 9 年 3 月設置。 

0) パーソナルコンピューター : 事務用 O I BM 社製、 PS/V  Mas 七 eH 

00 ( メモリ : l5MB, 17 インチディスプレイ ) 、 2 号館事務室 (1 台 Ⅰ、 平成 9 

年 3 月設置。 

0) パーソナルコンピューター : 事務用。 NEC 社製、 P C 一 982lAP2 

( メモりⅡ 6MB, ディスク :127MB, 17 インチディスプレイ ) 、 2 号館事務 

室 (1 台 ) 、 平成 9 年 3 月設置。 

0) パーソナルコンピューター : 事務用。 I BM 社製、 PS/V  Vision 
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( メモり : 16MB, ディスク : 332MB), 2 号館電算 室 (1 台 ) 、 平成 9 年 3 月 

設置。 

ソナルコンピューター : 事務用 o NEC 社製、 P C --982 Ⅰ Xcl6/ 

M7 0 メモり : 32MB, ディスク : 2GB, 17 インチディスプレイ ) 、 2 号館事 

務室 (2 台 ) 、 平成 9 年 3 月設置。 

P) レーザープリンター : 事務用。 EPSON 社製、 LP 一 8200P S2, 2 

号 館事務室 (1 台 ) 、 平成 9 年 3 月設置。 

P) レーザープリンター : 事務用。 EPS0N 社製、 LP 一 8000S, 2 号館 

事務室 ( 「 台 ) 、 平成 9 年 3 月設置。 

Q) イメージスキャナ : 資料入力用。 HP 社製、 ScanJet4c, 2 号館事務室、 

1 台 、 平成 9 年 3 月設置。 

以上の機器構成、 ネットワーク 等の概念図は 以下の様になる。 WWW 上に ホ一 

ム ページを開設し、 平成 8 年度から、 世界に向けた 情報発信の機能を 備えると 

共に、 利用者への情報提供の 充実に力を入れている。 
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システム機器構成因 ( 平成 9 年 4 月 1 日現在 ) 
横浜国立大学附属図書館 

( 注 ) 米 Ⅰ総合情報処理センターからの 移設分 
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第 2 項 凡退 館 管理システム、 自動貸出   
返却装置、 視聴覚資料等 

1. 大過 館 管理システムはパソコンによるコントロールにより、 従来の入 退 

館者 管理業務の省力化を 図ると同時に。 入館者の I D カードによる 自由な出入 

りを実現した。 

A) 入館管理システム 二図書館利用者に 配布している I D カードを、 ゲート 

のカードリーダ 一で読み取らせ、 利用者を判断して 入館させる。 同時に ID 力一 

ドの データを読み、 各種統計データを 作成する o MACOM 社製 く ゲート、 リ 

モコンボックス、 パソコン及び 周辺機器、 パッケージソフト ) 、 中央 館 、 理工 

学 系研究図書館に 各 1 台 、 平成 8 年 3 月設置。 

B) 退縮 者 管理システム ニ BDS  (Book Detection System) は各蔵 書に 

タ トルテープを 貼り、 その特別な磁気信号をキャッチ し 、 無断帯出を防ぐ 図書 

探知システム。 3M 社製、 M 一 3802 (2 通路、 退 館 ゲート、 磁気信号消去。 再 

戎装置、 Ⅹ自動貸出。 返却装置、 テェッ ク月磁気ラベル ) 、 中央 館 、 理工学系 

研究図書館に 各 1 台、 平成 8 年 3 月設置。 

Ⅹ自動貸出。 返却装置二蔵 書のバーコードもしくは 磁気データを 読取り、 貸 

出 。 返却手続きを 利用者がセルフサービスで 行 う 装置。 中央 館 にのみ 1 台 。 

2. マイクロ資料、 視聴覚 (AV) 資料及びその 読取装置等 

A) マイクロ資料撮影機 コ ミノルタ社製、 RP606Z ( 床上型汎用機、 普通 

紙リーダープリンタⅠレンズ 倍率 : 7.5X ～ 27X, 極性切換 : ネガ。 ポジ自 

動判別、 マニュアル自動切換え、 現像方式 : 乾式現像、 複写速度 : A4, B 5 

/m0 枚 / 分 、 B 4 Ⅰ 9 枚Ⅰ 分 、 中央 館 ( Ⅰ 台 ) 、 平成 5 年 3 月設置。 

B 》ホームメディアセンタ 一二多様な AV プロバラムソースに 対応した大型 

ビデオシステム。 ソニ一社製、 システム 104G  ( プロジェクションテレビ、 

AV アンプ、 ビデオデッキ、 マルチディスクプレート、 フロントスピーカー、 

トランスミッタ 一 、 A I コンソールウ、 中央 館 (1 台 ウ 、 平成 5 年 3 月設置 0 
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3. マイクロ及び AV 資料の受入れ 状況 

・マイクロフィルム :  4, 6 4 9 リール 

・マイクロフィッシュ : 2 1, 1 9 7 枚 

・ビデオテープ     1, Ⅰ 0 2 本 

・レーザーディスク     3 5 t 枚 

・ CD 5 0 8 枚 

・カセットテープ 4 8 9 本 

中央図書館ブックディテクションシステム 
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類 集 3 図書館相互利用 
久保田 満 子 

1. 国立大学図書館間相互利用制度 

国立大学図書館協議会における 調査研究に基づく 同協議会理事会の 検討を経 

て、 昭和 56 年 6 月開催の第 28 回国立大学図書館協議会総会において「実施要項 

及び細則」が 決まった。 その後、 実施に際しての 準備作業を経て 共通閲覧 証 方 

式による相互利用制度が 昭和 57 年 t 同 15 日から実施された。 

この制度の趣旨は、 学術情報資源はそれを 所有する大学に 関わりなく研究者 

の 共有財産であ るという認識に 立って、 全国の国立大学図書館所蔵 資料の共同 

利用を図り、 学術研究の進展に 寄与しようとするものであ る。 研究者 ( 大学院 

生 等を含む ) はあ らかじめ「国立大学図書館間共通閲覧 証 」の交付を受け、 そ 

れを持参すれば 全国どこの国立大学でも、 その大学が指定した 学内図書館を 利 

用することができるよ う になった。 

図書館間相互協力としては、 文献複写、 資料の分担。 共同保存、 現物貸借、 

共同目録等があ げられる。 このうち、 文献複写については、 上記相互利用制度 

が 実施される以前からも 大きな実績を 上げていたが、 全般的には、 昭和 55 年 1 

月の学術審議会答申「今後における 学術情報システムの 在り方について」に 端 

を発して、 文部省施策の 重点課題として 整備が図られることとなった。 昭和 61 

年 4 月に創設された 学術情報センターが 中心となって 推進している 目録。 所在 

」情報データベースの 形成とその提供は、 学術情報システムにおける 主要な機能 

の 一つとして位置付げられているが、 本学附属図書館は、 昭和 63 年 3 月に全国 

で 29 番目の参加 館 として NACS I S" 一 CAT く オンライン共同分担目録シ 

ステム フ に接続した 0 以後、 自噴 官 システムへのコピーカタロ ギンクや OPAC 

にも活用するという 恩恵に浴しながら、 全国総合目録を 形成する一翼を 担って 

努力している。 

また、 平成 4 年 4 月からは、 前述の目録。 所在情報データベースを 典拠とし 

て 文献複写と現物貸借を 統合的に扱ってオンライン。 オーターができる 学術， 清 
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報 センター I LL システムが稼働した。 本学附属図書館は、 試用モニタ一に 参 

加するなど準備段階からも 協力し、 本番稼働とともに 業務 本 U 用を開始したが、 

同時にこの NACS I S 一 I LL ( オンライン図書館間相互貸借システム ) に 

対応したローカルシステムも 準備して全国に 先馬匹けてオンラインによる I LL 

業務を開始している 0 これを機会に 図書館間相互奉り 用サービスは 文献複写のみ 

ならず、 現物質 <:H も増加の一途をたどることとなり、 国立大学間に 止まらず、 

学術情報システムに 参加した国公私立大学にまで 拡大されたものとなった。 

*NACS I S は学術情報センター (National Center for Informa- 

垣 on System) の略称 

2. 神奈川県内大学図書館相互協力制度 

当 制度は、 横浜の 5 大学 ( 神奈川大学、 関東学院大学、 横浜市立大学、 横浜 

商科大学友 び 横浜国立大学 ) の社会科学系教員で 構成されている 横浜 5 大学 連 

全学会から昭和 54 年 12 月、 要望書「神奈川県における 大学図書館間の 相互利用 

体制の整備について」が 提出されたことに 始まる。 この要望に応えるため、 昭 

和 55 年 3 月 第 1 回 横浜 5 大学図書館長会議が 本学附属図書館を 会場として開催 

され、 遠藤輝明館長が 議長を つ とめ協議の結果、 相互利用制度の 基本方針の合 

意が得られた。 

昭和 55 年 6 月には「神奈川県内 ( 横浜 5) 大学図書館相互利用実施要項」が 

制定されて実施に 踏み切った。 この制度の特色は、 研究者が各大学発行の 共通 

閲覧証を持参し 受入館に提示すれば、 館内閲覧及び 文献複写の範囲内で 利用す 

ることができ、 手続きが簡便化されるとともに、 研究者はじかに 資料に接する 

ことができるということにあ る。 これは、 国立大学図書館間相互利用制度の 実 

腕 に約 1 年半先んずるものであ った。 

昭和 56 年 4 月の第 6 回横浜 5 大学図書館長会議に 於て検討の結果、 5 大学の 

制度を県内所在の 大学図書館 ( 大学校、 短大を含む ) にまで拡大・ 発展させる 

方向が確認された。 その実現のため 準備委員会が 結成され、 3 回にわたる討議 

の結果、 昭和 57 年 1 月に県内 46 大学に呼びかけを 行った。 その結果、 昭和 57 年 

5 月には賛同館 2f 館 (33 人 ) の出席を得て、 第 f 回 総会が開催され 会則が承認 
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されて「神奈川県内大学図書館相互協力協議会」が 発足した。 その後相互利用 

制度の実施にむけて 準備が進められ、 同年 m2 月の第 2 回総会で「神奈川県内大 

学図書館相互利用実施要項」が 制定された。 

一方、 当初から検討課題となっていた 目録 類 作成作業の一つは、 平成元年 7 

月年鑑頸総合目録編集委員会でワーキンググループが 発足し、 その後精力的に 

作業を積み重ね 平成 3 年 5 月『神奈川県内大学図書館年鑑 類 総合目録 ( 稿 ) 平 

成元年 3 月 31 日現在』発行の 運びとなった。 準備段階の平成元年～ 2 年は本学 

が同協議会の 会長 館 ( 藤村 淳 館長 ) を勤めていた 時期で、 担当係は日常業務を 

こなしながらの 作業であ った。 

もう一つの課題であ った相互貸借は、 平成 3 年ワーキンググループが 設立さ 

れ 平成 4 年 5 月 12 日実施要項が 制定された。 その趣旨は、 同協議会現物貸借制 

度に加入した 加盟 館 において貸出館の 現物貸借に関する 方針 ( レンディンバ。 

ポリシ づ に従って実施するというものであ る。 おりしも学術情報センター 

I LL システム稼働の 年に当たっており、 機を一にして 図書館相互利用の 進展 

がみられたわけであ る。 

平成 8 年度現在神奈川県内大学図書館相互協力協議会加盟 館は 44 館で、 慶底 

義塾大学日吉メディアセンターが 会長館を勤めている。 本学附属図書館は 連絡 

館 として他の 7 館と共に協議会の 運営に参画している。 主な事業として、 相互 

利用の推進の 他に実務担当者会を 定期的に開き、 講演会、 各館の情報交換等を 

通じて県内大学図書館職員の 柑 互 理解と資質の 向上を目指している。 ちなみに、 

平成 8 年度の実務担当者会のテーマは、 第 1 回は「 CD 一 ROM の管理と運営 

ほ ついて」、 第 2 回は「資料の 保存」であ った。 

米 本類は下記を 参考に記述した。 又 、 大石博昭参考調査係長から 助言をい 

ただいた。 

橿園大館 報 Vo1.3, No.2 『図書館相互協力の 現状』吉岡千里 

同 Vol.5, No.2 『国立大学問相互利用制度の 発足について』 

同 Vol.16, No.1 『図書館相互協力サービスの 前段階』 

神国協会報 No.125 『県内大学図書館相互協力制度確立の 経過について』 

神刹 l@ 六大学図書館相互協力協議会会報 第 18 号 他 
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第 4 類 予算 

鈴 木 正 雄 

第 1 項 概要 

平成 3 年 2 月 8 日の大学審議会答申 ( 大学教育の改善について コ の中で、 大 

学の学習環境の 整備を進めることの 重要性として、 「附属図書館の 機能の充実」 

が一層重視される 必要があ ると述べている。 

大学図書館がその 機能を充分に 発揮し、 大学教育に寄与するためには、 充分 

な予算的裏 付けがなければならない。 

ここで、 本学附属図書館の 予算について 以下、 見ることにする。 

1. 大学総経費に 占める図書館経費について 

大学図書館の 運営に関する 予算は、 図書館の使命を 遂行するために、 必要か 

っ十分な規模のものでなければならないと 言われている。 ( 大学図書館基準 

( 昭和 27 年 6 月 17 日 ) : 大学基準協会決定 ) 

本学附属図書館の 予算を考えたとき、 大学の総経費の 中で図書館経費がどの 

ような状況を 示しているかを 国立大学平均と 比較しながら 見てみたい。 ( 表 1 

参照 ) 

① 平成 7 年度は、 本学の大学総経費は 、 ¥7m 億 3 百万円、 図書館総経費は 、 

5 億 5 百万円で、 大学総経費に 占める図書館総経費の 割合は、 2.9% となっ 

ている。 

図書館総経費の 内訳では、 資料費 2 億 7 千万円、 運営費 2 億 3 千 4 百万円 

で、 大学総経費に 占める割合は、 資料費 1.6% 、 運営費 1.3% となっている。 

これについて 国立大学平均と 比較した場合、 図書館総経費の 割合において 

は 、 全国国立大学平均 2.4% 、 C 規模国立大学平均 2.6% で、 本学が 0 ． 5% ～ 0 ． 3 

胚と 僅かに上回っている。 

内訳における 資料費は、 全国国立大学平均で 1 よ拓 、 C 規模国立大学平均、 

    3%  で本学が 0 ・ 5% ～ 0 ・ 3% 上回っている。 
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運営費については、 各大学平均とも 1.3% で本学と同じであ る。 

② 過去 9 年間 ( 昭和 62 年度～平成 7 年度 ) の年度平均では、 本学の大学 総経 

費は 138 億 3 千 9 百万円、 図書館総経費 4 億 8 千 8 百万円で大学総経費に 占 

める図書館総経費の 割合は、 3.5% であ り、 全国国立大学平均 2.7% 、 C 規模 

国立大学平均の 2.9% に対して、 本学が 0 ． 8% ～ 0 ． 6% 上回っている。 

また、 内訳における 資料費 は ついては、 本学の資料費 2 億 6 千 8 百万円で 

大学総経費に 占める割合は、 1.9% であ り、 全国国立大学平均 1.3% 、 C 規模 

国立大学平均の 1.5% に対し、 本学が 0 ． 6% ～ 0 ． 4% 上回っている。 

運営費は、 本学の 2 億 2 千万円で大学総経費に 占める割合は、 1.6% であ 

り 、 全国国立大学平均、 C 規模国立大学平均とも 1.4% に対し、 本学が 0.2% 

上回っている。 

③ なお、 本学の大学総経費に 占める図書館総経費の 割合の伸び率を 見ると、 

昭和 62 年度を基準とし、 平成 7 年度では大学総経費の 伸び率は 45.6% 増であ 

るのに対し、 図書館総経費の 割合の伸び率は ム 1 %  C 資料費 ム 0.6% 。 運営 

費ム 0.4%) となっている。 

図書館経費の 割合の低下現象は、 平成 3 年度から生じてきており 大学平均 

においても、 その傾向が現われている。 このことは、 大学図書館の 使命を遂 

行するためには、 大いに問題とされるべきところであ る。 

2. 定員内職員の 給与を除いた 附属図書館経費について 

1 では、 大学の総経費の 面から図書館予算を 見てきたので、 ここでは図書館 

経費の内訳の 内容について 見ることにする。 

本学の定員内職員の 給与を除いた 附属図書館経費の 内訳別について、 表 2 を 

見ると、 

① 平成 8 年度では、 図書館経費の 総額は、 資料費 2 億 6 千 9 百万円、 運営費 

9 千万円で総額は 3 億 5 千 9 百万円であ る。 

また、 経費の出所別を 見ると、 「文部省からの 配当 額 」は、 資料費 1 千 8 

百万円、 運営費 2 千 4 百万円で合計 4 千 2 百万円であ る。 「大学からの 配当 

額 ( その他の経費からの 配当 額 ) 」は、 資料費 2 億 5 千 1 百万円、 運営費 6 

千 6 百万円、 合計 3 億 1 千 7 百万円であ る。 出所別の構成比は、 文部省から 
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の 配当 額 12% 、 大学からの配当額は 88% であ る。 大学図書館がその 機能を充 

分に発揮するためには、 大学からの配当 額 に依存せざるを 得ない。 

② 過去 10 年間 ( 昭和 62 年度～平成 8 年度 ) の年度平均では、 図書館経費の 総 

額は資料費 2 億 6 千 8 百万円、 運営費 7 千 5 百万円で、 総額は 3 億 4 千 3 百 

万円であ る。 

経費の出所 別 では、 「文部省からの 配当 額 」は資料費 2 千 2 百万円、 運営 

費 2 千 3 百万円で合計 4 千 5 百万円であ る。 「大学からの 配当 額 」は、 資料 

費 2 億 4 千 6 百万円、 運営費 5 千 2 百万円で合計 2 億 9 千 8 百万円であ る。 

その出所 月 Ⅱ構成比は、 文部省からの 配当 額 13% 、 大学からの配当額は 87% で 

あ る。 

③ 経費の内訳 

A. 資料費 

平成 8 年度の資料費の 総額は、 2 億 6 千 9 百万円となっている。 内訳は 

「図書」 1 億 2 千 2 百万円 (45.3%) 、 「雑誌」 1 億 2 千 8 百万円は 7.6%) 、 

「その他」 1 千 9 百万円 (7.1%X 、 となっている。 

過去 f0 年間の年度平均では、 資料費の総額は、 2 億 6 千 8 百万円であ り、 

内訳は「図書」 1 億 4 千 5 百万円 (53.9%) 、 「雑誌」 1 億 9 百万円 C40 ． 7 

%) 、 「その他」 t 千 4 百万円 (5.4%) となっている。 

B. 運営費 

平成 8 年度の運営費の 総額は、 9 千万円となっている。 運営費の内訳の 

中で特に経費のかかるものとしては、 「賃金・謝金」 3 千 3 百万円 (37 ユ 

%k 、 「その他」 1 千 4 百万円 (15.9%) 、 「印刷製本」 1 千 3 百万円 C14.7 

%X 、 「光熱水料」 1 千万円 (11.6%) で、 総額の 79% を占めている。 

10 年間の年度平均においても、 「賃金・謝金」 3 千万円 (40.1%) 、 「そ 

の他」 1 千万円 (14.1%) 、 「光熱水料」 1 千万円 (13.9%) 、 「賃借料」 9 

百万円 (11.8%) で、 総額の 79.9% を示し、 例年これらの 経費で運営費を 

占めている。 

なお、 「その他」は 、 主として設備の 保守 料と 建物補修費であ る。 
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第 2 項 予算の推移 

大学総経費に 占める図書館経費及び、 本学附属図書館経費の 内訳別について、 

昭和 62 年度を基準とし、 平成 8 年度 ( 大学総経費に 占める図書館経費は 7 年度 ) 

までの推移をみると、 表のとおりであ る。 

理工学系研究図書館ロビー 

一 197  一 



  

三十 

囲 
冊   

 
 

㍾
（
 蝋
 

o 0 0 ㏄の すべ 円のの 円 ㏄㏄の目のの テ のののの ト 。 の トり トめ べ 
乙目乙巳 ま目 ま目 まきき 芭旦 きき臼田お 蕊薫窯縄臼全串 まお二 % 堅 
  

    

の の ・   
      

  

  
  

。
 ゅ
総
 P
 鉛
な
コ
円
苅
鞘
寒
極
叶
 
S
 罵
辞
 ，
 
旭
始
雙
 
・
 
0
 

 
 

邸
ぐ
 Q
 細
鯉
 
・
（
（
 
駕
 ）
 

一工 98  -- 



（ 

次円   つ マ ・     o. の     宙 ・㏄         め ・。 
  

む ・。 
            

（
 
次
 ）
 如
輔
虹
汁
姉
 ㎡
Ⅱ
回
 し
 

（
 
番
 ）
 如
輔
蛆
叶
 神
ゼ
周
回
 圃
ぐ
 

（
）
 
へ
 ）
 -
W
F
M
N
W
 

（
 
レ
 月
け
回
は
ぜ
睾
 

韓
汁
姉
ゼ
月
回
し
 

蛆
 件
件
イ
科
 回
回
ゆ
 

姉
 ぺ
目
 圃
眺
胆
 

極
叶
ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

択
轡
叶
 

の
の
 

  
注目   
快の 

    

睡   

        
辞 

                  
        

一 199  一 



 
 

の
 ・
 
つ
 

こ
 。
 円
 

o
.
 
Ⅱ
 

o
 の
 円
 

o
o
 
べ
 

り
 ・
Ⅱ
 

o
 の
 べ
 

o
.
 
㏄
 

o
 つ
 り
 

り
 ・
 
べ
 

o
 の
 の
 

（
 や
へ
 
）
 

漣
理
 Q
 
瓢
襄
鰍
鯉
沖
図
ゅ
鬼
 円
目
細
 鯉
鯉
沖
イ
 

（
庄
八
皿
）
 

の
の
 

 
 

ぺ
 0
 ロ
 田
恕
 

 
 

 
 

 
 

 
 

収
経
悟
 

極
蛙
ト
 

o
o
 

 
 

一 200  一 



  
逮 q                   ㏄・。 の ・。         べ ・。 o ●。 

一 201  一 



極迂 

ト
 ・
㎡
 

ト
 ・
Ⅰ
 

㏄
・
Ⅱ
 

㏄
・
 
べ
 

Ⅰ
・
㏄
 

の
 ・
㏄
 

㏄
・
の
 

㏄
・
の
 

Ⅱ
・
 
寸
 

 
 

 
 

雛
掛
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
の
 

択
捧
叶
 

N
o
 

ロ
ト
 

辞
 

 
 

    
  きま                                   

一 202  一 



 
 

姉
 七
周
囲
 邨
胆
 

の
の
 

 
 

択
軽
叶
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

凧
迂
の
 

o
 り
の
 

o
o
 
の
 

o
 お
 

（
三
尺
 睡
 ）
 

S
 
目
蒔
 

 
 

港
 

o
o
 
（
 

o
 ㎏
Ⅱ
 

つ
つ
 
べ
 

一 203  一 



（中止 

  

  
分一） 

 
 

㏄
 蝋
 

。
か
 
%
 史
 （
 
逮
 ）
 ま
軽
糟
 ，
 
邸
叶
邸
 Q
 民
 （
）
・
の
 

。
も
 
照
 P
 邸
仁
や
 ぐ
 追
師
 
，
 
寒
坤
憲
 Q
 母
 Ⅹ
・
 0
 

 
 

 
 

一 204  一 



o
 坤
 ㏄
 

o
o
 
の
 

の
り
の
 

漣
紺
 Q 
瓢
 加
地
判
 瓢
韮
駅
 

（
庄
八
 

M
.
 

）
 

 
 

極
蛙
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
幡
 叶
 

的
の
 

へ
り
 
ロ
キ
 
畑
血
 

 
 

 
 

む
 。
 ド
 

o
 り
一
 

o
 つ
 ㏄
 

一 205  一 



  子
 
満
 
田
 
保
 
久
 

料
 
骨
貝
 

 
 

口
貝
 

職
 

類
 
5
 
第
 

第 1 項 歴代附属図書館長。 分館長 

歴 代 館 長 一 覧 

氏 名 在 任 期 間 所 属 

1  れ 渡 辺 輝 一 昭和 24.12.12 ～昭和 27. 8.31  経済学部 

2 求 阿 部 滋 弘 昭和 27. 4. 1 ～昭和 29. 7.19  工学部 
3  本 松 崎 貫 沢 昭和 29. 7.20 ～昭和 31.12.15  教育学部 

4 徳 増 栄太郎 昭和 31.12.16 ～昭和 35. 3.31  経済学部 
5  * 木 下 恭 二 昭和 35. 4.  1 ～昭和 37. 3.31  工学部 
6  % 沢 崎 九二三 昭和 37. 4. 1 ～昭和 39. 3.31.  教育学部 

7  杉 本 俊 朗 昭和 39. 4. 1 ～昭和 41. 3.31  経済学部 

8  友 成 忠 、 雄 昭和 41. 4.  1 ～昭和 43. 3.3t  工学部 
9  * 八 島 長 嘉 昭和 43, 4. 1 ～昭和 45. 3.31  教育学部 

10  遠 藤 輝 明 昭和 45. 4. 1 ～昭和 47. 3.31  経済学部 

I1  *  藤 田 忠 昭和 47. 4. 1 ～昭和 50 ． 3.31  経営学部 

12  田 口 武 一 昭和 50 ． 4.  1 ～昭和 52. 3.31  工学部 
13  * 野 村 正 七 昭和 52. 4. 1 ～昭和 54. 4.15  教育学部 

( 昭和 54. 4. 1 ～昭和 54. 4.15 事務取扱 ) 

14  遠 藤 輝 明 昭和 54. 4.16 ～昭和 57. 3.31  経済学部 

15  木藤 田 忠 、 昭和 57. 4. 1 ～昭和 60 ． 3.31  経営学部 

Ⅰ 6              昭和 60 ． 4. 1 ～昭和 63. 3.31  工学部 
17  藤 村 淳 昭和 63. 4. 1 ～平成 3, 3.31  教育学部 

18              平成 3. 4. 1 ～平成 6. 3.31  経済学部 

19  奥 村 恵 一 平成 6. 4. 1 ～平成 8. 3,31  経営学部 

20  関 口 歌 地 平成 8.  4.  1 ～ 工学部 

ネ 印 逝去 

備 考 

理学博士 

理学博モ 

工学博士 

商学博士 

工学博士 

理学博士 

再 任 

再 任 

理学博士 

経済学博士 

工学博士 
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分 館 長 一 覧 

教育学部分館長 ( 昭和 24.12.12 ～昭和 51. 3.31) 治 椀 木 賢 昭和 24.12.12 ～昭和 26.  7.31 

吉 原 俊 夫 昭和 26. 8. 1 ～昭和 29. 3,31 

松 尾 俊 郎 昭和 29. 4. 1 ～昭和 35, 5.15 

浜 田 俊 吉 昭和 35. 5 ュ 6 ～昭和 41. 4.30 治 山 崎 栄 昭和 蛆 ． 5. 1 ～昭和 43. 3.31 山 田 y 、 間 二 昭和 43. 4. 1 ～昭和 45. 3.31 
大 葉 邦 雄 昭和 45. 4. 1 ～昭和 47. 3.31 

苦   秀 昭和 47. 4. 1 ～昭和 49. 3.31 

井 田 好 浩 昭和 49. 4. 1 ～昭和 51. 3.31 

経済学部分館長 ( 昭和 24.12.26 ～昭和 51. 3.31) 

徳 増 栄太郎 昭和 24.12.26 ～昭和 25. 7.16 

武 藤 正 平 昭和 25, 7 ュ 7 ～昭和 28. 4.20 

徳 増 築太郎 昭和 0Q. 4.21 ～昭和 32. 3.31  再 任 

渡 辺 輝 一 昭和 32. 4, 1 ～昭和 34. 3.31 

武 藤 正 平 昭和 34. 4, 1 ～昭和 38. 3.31  再 任 朗 杉 本 俊 昭和 38. 4. 1 ～昭和 39. 3.31 

清 水 新 昭和 39. 4. 1 ～昭和 43. 3.31 義 宮 憤 昭和 43.  4.  1 ～昭和 43. Ⅱ． 1 

遠 藤 輝 明 昭和 43.11. 2 ～昭和 45. 3.31 

山 崎 邦 彦 昭和 45. 4. 1 ～昭和 47. 3.31 

宮 崎 義 一 昭和 47. 4.  1 ～昭和 49. 3.31  再 任 

山 崎 邦 彦 昭和 49. 4.  1 ～昭和 51. 3.31  再 任 
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任 

任 

工学部分館長 ( 昭和 24.12. 2 ～昭和 51. 3.31) 

河 村 文 一 昭和 24.12. 2 ～昭和 33. 3.31 

山 越 邦 彦 昭和 33. 4. 1 ～昭和 37. 3.31 

友 成 忠 、 雄 昭和 37. 4. 1 ～昭和 39. 3.31 

大 岡 英 昭和 39. 4,  1 ～昭和 41. 3.31 

木 下 恭 二 昭和 41. 4. 1 ～昭和 45. 3.31 

小 山 永 敏 昭和 45. 4. 1 ～昭和 49. 3.31 

入 沢 恒 昭和 49. 4.  1 ～昭和 51. 3.31 

教育学部横浜分館長 ( 昭和 28.10 ・ 1 ～昭和 46. 3.31) 

沢 崎 九二三 昭和 28.10 ・ 1 ～昭和 30 ・ 5.31 

宮 城 栄 昌 昭和 30 ・ 6. 1 ～昭和 32. 3.31 

沢 崎 九二三 昭和 32. 4. 1 ～昭和 35. 8. 4  再 

武 藤 義 夫 昭和 35. 8. 5 ～昭和 39. 5.30 

沢 崎 九二三 昭和 39. 5.31 ～昭和 蛆 ・ 4.30  百 

八 島 兵 書 昭和 41. 5.  1 ～昭和 43. 3.31 

高 野 義 郎 昭和 43. 4.  1 ～昭和 45. 3.31 

苦   秀 昭和 45. 4. 1 ～昭和 46. 3.31 
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第 2 項 職員名簿。 移動状況一覧 

1. 事務長。 事務 き Ⅸ 長 。 課長一覧 

退
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事
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事務部長 ( 昭和 51. 4. 1 ～ ) 

ホ 鷲 山 一 夫 昭和 51. 4. 1 ～昭和 56.11.30 

玉 木 卓 郎 昭和 56.12. 1 ～昭和 60 ． 3.31 

武 川 栄 一 昭和 60 ． 4. 1 ～昭和 63. 3.31 

三 上 一 朗 昭和 63. 4. 1 ～平成 5. 3.31 

杉 尾 勝 茂 平成 5. 4. 1 ～平成 7. 3.31  退 職 

中 根 宏 紀 平成 7. 4. 1 ～ 

整理課長 ( 昭和 51. 4. 1 ～昭和 63. 3.31) づ情報管理課長 ( 昭和 63. 4. 1 ～ ) 

ホ 佐々木 正 男 昭和 51. 4. 1 ～昭和 52. 3.31  退 職 

吉 岡 千 里 昭和 52. 4. 1 ～昭和 54. 3.31 

雨 森 弘 行 昭和 54, 4.  1 ～昭和 57. 3.31 

近 藤 禧提男 昭和 57. 4.  1 ～昭和 59. 3.31 

加 藤 誠之助 昭和 59. 4.  1 ～昭和 62,11.30  退 職 

石 川 誠 手 昭和 62,12. 1 ～平成 2. 3.31 

下 村 一 夫 平成 2. 4. 1 ～平成 4. 3.31 

岡 本 一 郎 平成 4. 4. 1 ～平成 7. 3.31 

川 野 茂 美 平成 7. 4. 1 ～平成 9. 3.31 

一 209 一 



閲覧課長 ( 昭和 51. 4.  1 ～昭和 63. 3.31) づ情報サービス 課長 ( 昭和 63.4. 1 ～ ) 

吉 岡 千 里 昭和 51. 4.  1 ～昭和 52. 3.31 

筒 井 英 彦 昭和 52. 4,  1 ～昭和 55.  1 ユ 5  退 職 

* 鷲 山 一 夫 昭和 55. 1 ム 6 ～昭和 55. 3.31  事務取扱 

内 田 勉 昭和 55. 4, 1 ～昭和 57. 3.31 

安 斉 哲 夫 昭和 57, 4. 1 ～昭和 63. 3.31 

絵 鳩 彰 昭和 63. 4. 1 ～平成 3. 3.31 

福 正 毅 一 平成 3. 4. 1 ～平成 6. 3.31 

由 良 信 道 平成 6. 4, 1 ～平成 8. 3.31 

小 花 洋 - 平成 8. 4. 1 ～ 

木印 逝去 
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2. 附属図書館創設時の 職員名簿 ( 昭和 25 年度 ) 

図書館老 職 名 氏 名 係 員 氏 名 

附 属 事務長 囲好 弘之 
図書館 庶務係長 桑原 久夫 

図書係長 桑原 久夫 武田信弥 永倉正子 野尻昭子 本橋房子 
( 兼 ) 海老原螺子 

学芸学部 図書係長 筒井英彦 門馬正見 黒瀬満子 佐々木 芳江境多 喜子 
分 館 門間昭子 阿部 春 

横浜分校分館 図書係長 荒井 繁 一 日 ロ野 カナェ 

経済学部分館 図書係長 今村 健太 山田みち子 矢野龍一 小笠原豊 

工学部分館 図書係長 猪瀬 博愛 余滴里江 

総 数 2 2 名 

3. 附属図書館事務部課 制 実施時の職員名簿 ( 昭和 51 年度 ) 

課 名 職 名 氏 名 係 員 氏 名 

事務部長 鷲山 一夫 

整理課 課 長 佐々木正雄 
補 佐 筒井 英彦 

  
総務係長 下川 明 武田愛子 笠原 昭 渋谷重雄 制 l@ 子 

山口マサ 枝 
愛人係長 吉岡 磐彦 藤原 令 鶴子 逸見定 之 渡辺宰相 

( 兼 % 分室担当 経済。 経 ) 
整理係長 門馬 正見 兵 水鹿子 鳥屋部 順 萩原詩大 岡部美紀 

池田美智子 和孝 利 三津子 上 谷 康子 柏崎直子 

閲覧 課 課 長 吉岡 千里 
運用係長 矢野光雄永吉春子 久保田満子 水谷 豊 大金 聡男 

( 兼 分室担当武田典子中川美和子戸田正子中川美恵子 教育 )  竹内路子片山淑子今井 純 鈴木郁子 
松田収 二 川村 払 

参考係長 檜垣 正也 松下敬子 宮崎智子 安藤夫 美代 
雑誌係長 飯塚 實 庵谷 郁子 三隅恵司 

総 数 4 5 名 ( 常勤 3 1 名 非常勤 1 4 名 ) 

一 211-- 



4. 附属図書館事務組織改組時の 職員名簿 ( 平成 7 年度 ) 

Is ,Z  l 職名   係 員 氏 名 

報
課
 
理
 

精
管
 

事務部長 中根 宏紀 

課 長 川野 茂美 
専 門 員 久保田満子 
総務係長 鈴木 正雄 

図書管理係長 勝俣 好次 

雑誌管理係長 遠藤 筆 
システム管理係長 波遅 章夫 

小田貴史 中山多香子 竹花千秋 
金子美根子 
片山取子 黒川俊治 村田 輝 柏崎直子 
加藤尚英 中島美和 
小池正利 宮澤博子 飯塚 豆 子 
桜井清美 

報
課
 
 
 

 
  
 

清
サ
 

道
男
 

信
聡
 

良
金
 

曲
人
 

長
 

長
袖
 
 
 
 
 

 
 

課
糊
 

査
 

係
長
 
力
係
長
 

調
協
 

孝
亘
 

参
相
 

大石 博昭 
藤原 令 鶴子 

兵 水鹿子 岡部美紀 吉田幸 苗 吉野道世 
田中啓司 平松識央 佐古史郎 武藤民子 
松下敬子 
池上るみ子 

総 数 3 5 名 ( 常勤 2 1 名 非常勤 1 4 名 ) 
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5. 職員異動状況一覧表 ( 昭和 25 年度～平成 8 年度 ) 

  氏 名 

雑 ( 転出 ) 阿部 香 
25 

武田信 弘 矢野龍一 
智 解職 ) 

( 転入。 採用 )  司 書 係     菅井正三 井上哲也 
学芸図書儀     新間美智子 

昭 分校図書 係 : 池尻洋子 
和 
26 

経済図書体 : 佐藤雪 子 

番 ( 転出。 辞職 )  工学図書 桑原久夫永倉正子荒井 係 鈴木浦成田鉄也 繁 一新開美智子井上哲也 
余滴里子佐々木君江成田芳 江 鈴木浦成田鉄也 
秦野カナ ェ 小笠原豊 

   
 

 
 

辞
職
 

)
 

辞
採
 

採
用
 

 
 

出
 

出
入
 

入
 

(
 
転
 

 
 

(
 
転
 

昭
和
 然
 年
度
 

昭
和
釘
年
度
 

庶 務 保     藤間 ツ ル 子 
司 書 係     檜垣正也 色川次子 矢野光雄 
学芸図書 係     山下広子 

分校図書儀     津渡達郎 竹内松雄 

経済図書 係     北見 正 五郎 小林福三郎 
工学図書 係 : 伏島 近幸 岩沢よし子 小幡佳子 石川笑子 
菅井正三 津渡達郎 竹内松雄 小幡佳子 佐藤雪 子 山下広子   
司 書 儀     山崎幸 敏 石川美恵子 
学芸図書体     山田フミ 子 

分校図書 係     吉岡 磐彦 

経済図書採     福島幸子 

工学図書儀     菅野修三 飯塚 佛 太郎 関 和子 
藤間 ツ ル 子 池尻洋子 石川美恵子 境多 喜子 関 和子   

下口 昭 ( 転入。 採用 )  庶司 移書 係 保 古屋 飯塚 治信 實 斉藤秀一 
29 学芸図書体     大野台子 新聞美智子 
年 
度 ( 転出。 辞職 )  工学図書 菅野修三田沢みち 係 : 磯部せ い子 子 ( 円山田 )  伏島 近幸 岩沢よし子 

30   

番 ( 転出・辞職 )  猪瀬博愛磯部せ い子 

  辞
 
㍼
 

(
 
転
 
:
@
3
@
 

『
 

昭
和
釘
年
度
 

樋口泰一郎 北見 正 五郎 門間昭子 石川笑子 
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和
㌍
年
度
 

   
 

  

採
辞
 

人
出
 

 
 昭

和
 舖
 年
度
 

氏 名 

学芸図書儀     三木玲子 

分校図書儀     豊田勝茂 

経済図書体     長南愛子 緒形 史子 

工学図書儀     土肥玲子 田島 口 寺岡綾子 
今村 健 本 渡部 武 小林福三郎 豊田勝 蔵 
笠井フミ 子 0l 日山田 ) 

  

司 書 係 : 暮 春子 中島 朗 
学芸図書儀 : 田上知子 
経済図書体 : 渡辺 洋男 

上原文芳 緒形 史子 田上知子 

   
 
採
用
 

入
 
(
 
転
 昭

和
田
 年
 
度 ( 転出・辞職 ) 

庶 務 係 : 上田植章 
司 書 係 : 兵 水鹿子 
経済図書儀 : 伊丹幸子 
学芸学部分館 : 金子房子 
小笠原豊 斉藤秀一 三木玲子 伊丹幸子 

昭 
千 
35 
年 
度 

   
 
採
用
 入

 
 
  
 

 
 

録
詳
 

白
貝
 

織
本
 

昭
和
明
年
度
 
( 転入・採用 ) 

昭 
和 
37 
年 
  

( 転出 ) 
( 辞職 )   

雑 ( 転入・採用 ) 
38 

妾 ( 辞職 ) 

庶 務 係 : 増渕浩正 
工学部分館 : 日高 昇 
上田 植章 古屋 治信 中島 朗 滝山田美智子 ( 旧新聞 ) 
井村螺子 ( 旧 海老原 )  飯塚 佛 太郎 寺岡綾子 日高 弁 
増渕浩正 渡辺澤男 金子房子 

庶 務 係 : 池田貞 三 辻村孝一 
司 書 係 : 高木部八 熊沢宗一   鳥屋部 順 山崎正男 

村田静夫 
経済図書 係 : 谷岡 安   
学芸学部分館 : 守屋キミ子 

分校分館 : 渋沢昌子 
工学部分館 : 檜垣良一 松村満子 渡辺晃子 
熊沢東一 
松本房子 ( 同本橋 ) 

庶 務 係 : 原 敏行 
経済図書儀 : 水谷 豊 
工学部分館 : 篤厚一三 

池田貞姉 山崎正男 
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  氏 名 

( 転入。 採用 ) 
昭 
エ小 @ 
39 
年 
度  
 
（
（
 

転
辞
 

庶 務 係 : 大入 哲甫 
司 書 儀 : 杵淵 孝司 
経済図書 係 : 天野合鶴子 松下敬子 河合総手 
工学部分館 : 萩原詩 夫 
辻村孝一 谷岡 宏 
高木部大 守屋キミ 子 渋沢昌子 

昭和 ( 転入。 採用 ) 

  
  
司 書 採     体 哲也 
工学部分館     中村 滋 

原 敏行 
豊原一三 杵淵 孝司 河合総千 杯 哲也 

   
 
採
用
 

入
 
(
 
転
 昭

和
 

辞
職
 

フ
 
(
 

蛆
 
年
度
 

庶 務 保     金子武男 

司 書 儀     体 隆夫 
経済図書体     望月邦彦 

工学部分館     渡辺宰相 

林 隆夫 

( 転入。 採用 ) 

 
 
 
 

昭
和
妙
年
度
 

経済図書儀 : 松田 収 三 大金 聡 異 
教育学部分館 : 池田和夫 
分校分館 : 中野菊天 
工学部分館 : 渡辺辰夫 

大人 哲 南 山崎幸 敏 
檜垣良一 
池田和夫 中村 滋 

( 転入。 採用 ) 

昭 
f 口 
43 
年 
度 

( 辞職 ) 

管 理 係 : 刊 ll 明 牧野義郎 
参 考 係 : 渋谷嘉彦 
経済図書 係 : 森 私道代 高橋由子 和地瑞枝 武沢 朝子 
教育学部分館 : 谷岡 安 布施和彦 
分校分館 : 鈴木郁子 
工学部分館 : 坂上光明 原 真一 菊地喜一 津田善二郎 
大野台子 高橋由子 和地瑞枝 武沢 朝子 布施和彦 

昭 
帝 
44 
年 
  

)
 

用
 
 
 

(
 

採
 

司 書 係 : 田口祥子 丸 美智子 
教育学部分館 : 田代路子 
工学部分館 : 杉山広子 
坂上光明 
森 私道代 丸 美智子 

 
 
 
 

昭
和
 蝸
 年
度
 

司 書 儀     窪田美紀 正木佐代子 
経済図書体     山田由美子 

金子 武男 中野菊大 原 真一 
正木佐代子 山田由美子 牧野義郎 杉山広子 
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  氏 名   
て採用Ⅰ 

昭 
エ十 

46 
年 
度 
( 転出 ) 
( 辞職 ) 

    
管 理 係 : 笠原 昭 

整 理 係 : 尾崎香魚子 山本美知子 榎本甲 草 仁科葉子 
運 用 係 : 窪田美紀 ( 本採用 ) 
参 考 係 : 萩生田泰徳 

教育学部分館 : 遠藤恵美子 
工学部分館 : 今井 純 佐藤良子 
節日 益康 
黒瀬満子 渡辺辰夫 望月邦彦 遠藤恵美子 佐藤良子 

 
 

 
 昭

和
 
仰
 年
度
 

  

整 理 係 : 山本美知子 松田千恵子 内海真理子 
教育学部分館 : 片山萩手 
工学部分館 : 戸田正子 
渋谷嘉彦 萩生田泰 徳 榎本甲 草 仁科葉子 阿部祥子 ( 旧 田口 ) 
津田善二郎 

( 転入・採用 ) 
昭 
木口 

48 
任 

 
 
転
出
 

 
 

度
 

整 理 係 : 端山恵美子 
参 考 係 : 工藤元 次 
経済図書儀 : 武田典子 
工学部分館 : 中山田直美 
教育学部分館 : 庵谷 郁子 片山取手 ( 本採用 )  中 Jll 美和子 
谷岡 安 菊地喜一 中山田直美 

)
 

用
 
 
 

(
 安
荏
 

昭
和
明
年
度
 

整 理 係     夏 川 君江 

参 考 採     宮崎智子 
工学部分館 : 三幅恵司 渋谷重雄 中川美恵子 大沼由美子 

松田千恵子 
端山恵美子 工藤完次 大沼由美子   

雑 ( 採用 ) 

50  ( 配置換 ) 

智 ㎝ 職 ) 

整 理 係 : 渡辺啓子 
戸田正子 渡辺晃子 高木次子 (@ 日 何の     口 ( 旧 田島 ) 
村田静夫 内海真理子 夏 川 君江 

薪 ( 転入・採用 ) 

51 
妾 ( 転出 ) 

弘
 

村
 

 
 
 
 
 
 

江
 
 
 
 
 
 
 
山
 

予
 行
 

車
 

m
l
l
 

貝
玉
 

猪
逸
 

 
 
係
係
 

務
 入
王
 
行
 
，
 

見
 

総
受
逸
 

貯 ( 転入・採用 ) 

 
 職
 

辞
 

 
 

骸
 年
度
 

総 務 係     金子 増秋 坂田和夫 
整 理 係     渡辺啓子 

運 用 係     伊藤 澤 津村良子 
緒川圭子 
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昭 ( 転入。 採用 ) 

干 
53 

年度 く ( 転出 辞職 ) ) 

昭 ( 転入。 採用 ) 

不 
54 

年度 ( ( 転出 辞職 ) ) 

( 転入。 採用 ) 

昭 
エ干 

55 
年 

度 ( 転出 ) 

( 辞職 ) 

( 転入。 採用 ) 

昭 
f 口 
56 
年 

度 ( 転出 ) 

( 辞職 ) 

( 転入。 採用 ) 

昭 
ま小 

研年 

  
く 転出 ) 
( 辞職 ) 

( 転入。 採用 ) 

昭 
ヱ小 ・ 

% 年   
て 辞職 り 

氏 名 

総 務 係 : 金子彩子 
整 理 係 : 古谷時夫 佐藤美 也 内藤幸子 
運 用 係 : 岡田 叡二 
金子 増秋 渋谷重雄 
川村 払 津村良子 

総 務 係 : 小幡智治 片山正二 

整 理 係 : 関 淳子 鴨下美恵 加藤洋子 増田 悟 
鈴木和子 

渡辺季和 利 l@ 恵子 
吉岡 磐 産 制 @@ 和子 関 淳子 鴨下美恵 加藤洋子 

総 務 係 : 石川文夫 
愛 人 傑 : 川久保直子 
整 理 係 : 酒井清彦 大塚久子 乙川 篤 千 古川まり子 
雑 誌 係 : 末木慎一 
参 考 係 : 三輪かおり 
/N 、 幡 智治 石川文夫 古谷時夫 三階恵司 
内藤幸子 増田 悟 川久保直子 

総 務 係     飯田政司 清水博史 荒井京子 
収 書 体     倉賀野 哲 宏 
愛 人 傑     高萩文江 安藤結花 
目 録 保     荒木美智子 

運 用 係     新井美智子 
学術情報 係     佐藤多賀子 大川晶子 

萩原詩夫 伊藤 澤 
金子彩子 荒井京子 佐藤美 也 高萩文江 荒木美智子 
安藤結花 大川晶子 松田収 二 片山正二 

総 務 係 : 小島景一 
収 書 係 : 林 由美子 
愛 人 傑 : 河瀬千代子 
目 録 係 : 遠藤 肇 渡漫 静子 平野 式子 
運 用 係 : 福井 伸江 
学術情報 係 : 久保田倫子 
矢野光雄 末木慎一 
庵谷 郁子 河瀬千代子 福井 伸江 三輪かおり 

愛 人 係     鳴島雄幸 大土幹子 大場恵美子 
目 録 係     高萩文江 
運 用 係     前田裕子 

参 考 係     池上彰一 

学術情報 係     渡辺 滋 子 

清 7k 博史 
倉賀野 哲宏 乙川 篤 子 平野犬子 
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  氏 名 

昭 
千 
59 
年 
度 

 
 
採
用
 入
 

・
 

 
  
 

 
 

総 務 係     山崎 裕 中島美枝子 
愛 人 傑     桜井建武 竹田美貴 
目 録 係     豊島よし子 

飯田政司 
高萩文江 渡辺 滋 子 

 
 人
出
職
 

（
（
（
 

転
転
 辞
 

昭
和
㏄
 年
 度 

吉田東男 
池上彰一 鳴島雄幸 
橋本由美子 ( 旧株 )  新井美智子 久保田倫子 前田裕子 
中島美枝子   

( 転入・採用 ) 

昭 
ま小， 
6 Ⅰ 
年   

総 務 係 : 吉岡正行 中野節子 横山秀男 
愛 人 傑 : 江波戸 登 弘子 小池正利 判金 修子 
目 録 係 : 笹川郁夫 長谷山彩子 足立恵美 
運 用 係 : 和田洋一 半澤 円 栗林久美子 山本牧子 

宮澤陽子 村中幸枝 
吉岡正彦 調金 修子 渡送 静子 足立恵美 栗林久美子 
山本牧子 宮澤陽子 村中幸枝 

   
 用
 

採
 

入
 
 
 
 
 

(
 

転
 

昭
和
㏄
年
度
 

総 務 係 : 小川保 善 
愛 人 傑 : 片野弘子 
運 用 係 : 中村晴美 柳 済 成 渡辺 朗 
吉田東男 坂田和夫 酒井清彦 
山ロマサ 枝 横山秀男 半澤 円 柳 済成 豊島よし子 
佐藤多賀子 

( 転入，採用 ) 
昭 
T 口 
CO bd 
年 
度  

 返
辞
 

 
 

総 務 係     家 永 良宏 新井富美子 
雑誌愛人傑     柿崎女子 

運 用 係     脇田清司 成瀬祐子 
学術情報孫     大石博昭 

武田愛子 
新井富美子 長谷山彩子 竹川貴志 

( 採用 ) 
平 

成一 

葎 ( 辞職 ) 

度 
( 死亡 ) 

総 務 係 : 清水道子 中山節子 
目 録 係 : 今井雅子 
運 用 係 : 村井日出 美 増田穂積 宇佐幸春 
中野節子 中山節子 柿崎安手 大塚久代 渡辺 朗 脇田清司 
村井日出 実 
桜井 延 武 

( 採用 ) 
平 
成 
  

妾 ( 転出 ) 

( 辞職 ) 

総 務 係 : 斎藤千晶 
図書受人傑 : 遠藤公子 

目 録 係 : 土川高志 
運 用 係 : 三神 尭 成 渡渇 康弘 
小川保 善 江波戸 登 弘子 
斎藤千晶 遠藤公子 上川高志 
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氏 名 

平 ( 転入。 採用 )  総 務 係 : 増田和彦 鶴田寿子 
成 図書受人傑 : 花間啓子 中島三和 
3  ( 転出Ⅰ 蒙求良宏 笹川郁夫 片野弘子 

飯塚 實 永吉春子 水谷 豊 
年度 ( ( 退職 辞職 ) ) 岡田 叡二 清水道子 存問啓子 今井雅子 成瀬祐子 増田穂積 

( 転入。 採用 ) 総 務 係 : 小泉 廣冶 北島由美子 野村寿子 
図書受人傑 : 遠山由紀 岡野直美 

平 
成 

目 録 係 : 平田義郎 前田かおり 

  
雑誌愛人 傑 : 吉野道世 

年 運 用 係 : 黒川俊治 小野妻子 
度 学術情報 係 : 渡潟 章夫 甲谷 浩世 
( 辞職 ) 鶴田寿子 北島由美子 岡野直美 五 神苑成 漢 遅 康弘 

宇佐幸春 甲谷 治 世   
( 転入。 採用 ) 

出
 
Ⅰ
 
転
 
 
 

平
成
 5
 年
度
 
( 辞職 ) 

総 務 係 : 中山多香子 金子美根子 
図書受人傑 : 杉田尚 美 
雑誌愛人傑 : 浮田菊子 
運 用 係 : 並木 忠親 平松識央 佐古史郎 
学術情報 係 : 池上るみ子 
増田和彦 遠山由紀 
野村寿子 並木恵規 小野妻子 

   
 用
 

採
 

入
 
 
 
 
 

転
転
 辞
 

 
 平

成
 6
 
年
度
 

総 務 係 : 小田貴史 竹花千秋 
運 用 係 : 吉田幸 苗 田中啓司 武藤民子 
小泉慶治 平田義郎 
前田かおり 浮田菊子 石見晴美 (l 日中村 ) 

平 ( 転入 ) 
成 
  

年度 ( ( 採用 辞職 ) ) 

( 採用 ) 

平成 

革 ( 転出 ) 

度 ( 退職 ) 
( 辞職 ) 
( 死亡 ) 

総 務 係 : 鈴木正雄 
図書管理係 : 村田 輝 
雑誌管理係 : 宮澤博子 飯塚豆子 
システム管理係 : 桜井清美 
加藤尚 美 ( 旧 杉田 )  田中啓司 佐古史郎 

総 務 係     小 佐古雅美 
図書管理係     平山和歌子 

雑誌管理係     池田美知子 

運 用 係     加瀬由加 今野順子 

小田貴史 小 佐古雅美 
久保田満子 

中山多香子 中島美和 平山和歌子 
渡遇 章夫 
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第 6 類 附属図書館主要規程 

中 根 宏 紀 

ここに、 横浜国立大学附属図書館にかかわる 主要な現行 7 規程等を転記 ( 横浜国 

正大学規則 集 より抜粋 ) した。 

0 横浜国立大学附属図書館長選考規程 

く 昭和 50 年 lf 同 27 日制定Ⅰ 

( 趣旨Ⅰ 

第 1 条 この規程は、 横浜国立大学附属図書館規程第 4 条第 3 項の規定に基づき、 

横浜国立大学附属図書館長 ( 以下「館長」という。 ) の選考に関し 必要な事項を 

定めるものとする。 

( 選考の時期 ) 
第 2 条 館長の選考は 、 次の各号の 1 に該当する場合に 行 う 。 

山 館長の任期が 満了するとき。 

(2) 館長が辞任を 申出たとき。 
(3) 館長が欠員となったとき。 

2  館長の選考は、 前項 第 1 号に該当する 場合においては 任期満了の 1 月 以前に、 

同項第 2 号又は第 3 号に該当する 場合においては 速やかに、 行 う ものとする。 

( 候補者の推薦 ) 

第 3 条 学部長は、 学部教授会において 本学の教授のうちから 館長候補者 1 人を選 

出し、 学長に推薦する。 

( 館長の選考 ) 

第 4 条 学長は、 前条の規定により 推薦された館長候補者について、 評議会の議を 

経て、 館長を選考する。 

( 任期 ) 

第 5 条 館長の任期は、 3 年とする。 

2  前項の規定にかかわらず、 館長が辞任又はその 他の理由によって 欠けた場合に 

おける後任者の 任期については、 その任命の日から 起算して 2 年を経過した 日の 

翌日の属する 年度の末日をもって 満了するものとする。 
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0 横浜国立大学附属図書館規程 

( 昭示 口 50 年ⅠⅠ ナ弓 27 日 常り定 ) 

横浜国立大学附属図書館規則 ( 昭和 25 年 3 月 22 日制定 ) の全部を改正する。 

( 趣旨 ) 

第 1 条 この規程は、 横浜国立大学学則 第 17 条の規定に基づき、 横浜国立大学附属 

図書館 ( 以下「図書館」という。 ) の管理運営に 関し必要な事項を 定めるものと 

する。 

( 目的 ) 

第 2 条 図書館は、 本学における 学術情報利用の 中心的機関として、 図書館資料を 

収集、 整理及び蓄積し、 これを職員及び 学生等の利用に 供するとともに、 その他 
学術情報利用の 円滑化に必要な 活動を行うことによって、 研究。 教育に貢献する 

ことを目的とする。 

( 構成 ) 

第 3 条 図書館は、 中央図書館 ( 教育科学。 人文科学系研究フロアーを 含む。 ) 、 社 

会科学系研究図書館及び 理工学系研究図書館からなる。 

( 館長 ) 

第 4 条 図書館に館長を 置く。 

2  館長は、 図書館に関する 事務を掌理する。 

3  館長の選考に 関し必要な事項は 、 別に定める。 

( 運営委員会 ) 

第 5 条 図書館に図書館の 運営に関する 重要な事項を 審議するため、 横浜国立大学 

附属図書館運営委員会 ( 以下「委員会」という。 ) を置く。 

2  委員会に関し 必要な事項は 、 別に定める。 

( 図書館資料 ) 

第 6 条 図書館資料は 、 次の各号に掲げる 区分により、 取扱 う ものとする。 

Ⅲ 図書 

ァ 一般図書 

ィ 指定図書 

ゥ 参考図書 

エ 特殊図書 

オ 貴重図書 

(2) 新聞、 雑誌その他逐次刊行物 
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(3) 視聴覚資料 

(4) その他の資料 

( 寄贈図書 ) 

第 7 条 図書館は、 図書の寄贈を 受けることができる 0 この場合、 図書を寄贈する 

者が特に希望するときは、 特定の「文庫」として 取扱うことができる。 

く 寄託図書 コ 

第 8 条 図書館は、 図書の寄託を 受けることができる。 

2  前項の規定により 受け入れた寄託図書は、 第 6 条に規定する 図書館資料の 区分 
により取扱 う ものとする。 

( 図書館の利用 ) 

第 9 条 図書館の利用に 関し必要な事項は 、 別に定める。 

( 文献の複写 ) 

第 10 条 図書館が受託する 文献複写に関し 必要な事項は 、 別に定める。 

( 委任規定 ) 

第 Ⅱ 集 この規程に定めるもののほか、 図書館の管理運営に 関し必要な事項は、 委 
員会の議を経て 、 別に定める。 - 
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0 横浜国立大学附属図書館運営委員会規程 

( 昭和 50 年 m1 月 27 日制定Ⅰ 

く 趣旨Ⅰ 

第 ] 集 この規程は、 横浜国立大学附属図書館規程第 5 条第 2 項の規定に基づき、 

横浜国立大学附属図書館運営委員会 ( 以下「委員会」という。 ) に関し必要な 事 

項を定めるものとする。 
く 組織Ⅰ 

第 2 条委員会は 、 次の各号に掲げる 委員をもって 組織する。 

Ⅲ 附属図書館長 

(2) 各学部から選出された 教授、 助教授又は講師各 3 人 

(3) 国際経済法学研究科及び 国際開発研究科から 選出された教授、 助教授又は講 

師 各 1 人 

(4) 環境科学研究センターから 選出された教授、 助教授又は講師 1 人 

2  専門の事項を 調査審議するため 必要があ るときは、 委員会に小委員会を 置くこ 
とができる。 

( 任期 ) 

第 3 条前条第 1 項第 2 号、 第 3 号及び第 4 号に規定する 委員の任期は 2 年とし、 
再任を妨げない。 

2  前項の委員に 欠員が生じた 場合の補欠委員の 任期は、 前任者の残任期間とする。 
( 招集及び議長 ) 

第 4 条 附属図書館長は、 委員会を招集し、 その議長となる。 

2  附属図書館長に 事故あ るときは、 あ らかじめ附属図書館長が 指名した委員がそ 

の 職務を代行する。 

( 審議事項 ) 

第 5 条 委員会は 、 次に掲げる事項を 審議する。 

Ⅲ 附属図書館に 関する規程の 制定。 改廃に関する 事項 

(2) 附属図書館の 予算に関する 事項 

(3) その他附属図書館の 運営に関する 重要な事項 
( 議事 ) 

第 6 条委員会は、 委員の過半数の 出席により議事を 開く。 ただし、 委員の過半数 
が出席しても 各学部の委員 1 人以上の出席がない 場合は、 議事を開くことができ 
ない。 
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2  委員会の議事は、 出席した委員の 過半数の同意をもって 決し、 可否同数のとき 

は、 議長の決するところによる。 

( 委員以外の者の 出席 ) 

第 7 条 議長が必要と 認める場合は、 委員以外の職員を 委員会に出席させ、 その意 

見を聴くことができる。 

( 庶務 ) 

第 8 条 委員会の庶務は、 情報管理課において 処理する。 

( 委任規定 ) 

第 9 条 この規程に定めるもののほか、 委員会の運営に 関し必要な事項は、 委員会 

の議を経て、 附属図書館長が 別に定める。 
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0 横浜国立大学附属図書館図書館資料 

選定小委員会細則 

( 昭和 52 年 4 月 1 田制定 ) 

( 趣旨 ゥ 

第 1 条 この細則は、 横浜国立大学附属図書館運営委員会規程第 2 条第 3 項の規定 
に 基づき、 横浜国立大学附属図書館図書館資料選定小委員会 ( 以下「小委員会」 
という 0) に関し必要な 事項を定めるものとする。 

く 組織Ⅰ 

第 2 条 小委員会は 、 次の各号に掲げる 委員をもって 組織する。 

Ⅲ 附属図書館長 

(2) 各学部の教授、 助教授又は講師 各 1 人 

(3) 国際経済法学研究科の 教授、 助教授又は講師 1 人 

(4) 国際開発研究科から 選出された教授、 助教授又は講師 1 人 
(5) 環境科学研究センタ 一の教授、 助教授 スは 講師 I 人 

(6) 附属図書館事務部長 
(7) 小委員会が必要と 認めた者 若 千人 

2  前項第 2 号、 第 3 号、 第 4 号及び第 5 号に規定する 委員の任期は 1 年とする。 

( 委員長 ) 

第 3 条 小委員会に委員長を 置き、 委員の互選により 定める。 

2  委員長は、 小委員会を招集し、 その議長となる。 

3  委員長に事故あ るときは、 あ らかじめ委員長が 指名した委員が、 その職務を代 

付 する。 

( 審議事項 ゥ 

第 4 条 小委員会は 、 次の各号に掲げる 事項を審議する。 

Ⅲ 図書館資料の 収集方針に関すること。 

(2) 図書館資料収集の 具体的方策に 関すること。 

(3) 図書館資料の 選定目録の作成に 関すること。 

(4) その他図書館資料の 選定に関すること。 

《庶務 ゥ 

第 5 条 小委員会に関する 庶務は、 情報管理課において 処理する。 
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0 横浜国立大学附属図書館利用規程 

( 昭和 51 年 2 月 18 日制定 ) 

( 趣旨 ) 

第 1 集 この規程は、 横浜国立大学附属図書館規程第 9 条の規定に基づき、 横浜国 

立大学附属図書館 ( 以下「図書館」という。 ) 及び図書館資料 ( 以下「図書」と 

いう。 ) の 利用について 必要な事項を 定めるものとする。 

( 利用者の範囲 ) 

第 2 条 図書館を利用することができる 者は、 次のとおりとする。 

Ⅲ 横浜国立大学 ( 以下「本学」という。 ) の職員 

(2) 本学の学生及びこれに 準ずる者 

(3) 本学の名誉教授 

(4) 本学以覚の大学又は 学術研究の機関に 所属する職員、 大学院学生及びこれに 

準ずる者で、 図書館の長 ( 以下「館長」という。 ) が指定した者 

(5) その他館長が 許可した者 

( 休館日及び開館時間 ) 

第 3 条 図書館の休館日は 、 次のとおりとする。 

Ⅲ 日曜日 

(2) 国民の祝日に 関する法律に 規定する休日 

(3) 本学の開学記俳日 

(4) 12 月 27 日から翌年 1 月 4 日 ( 第 1 号及び第 2 号に掲げる日を 除く。 ) までの 

期間 

2  図書館の開館時間は、 9 時から 17 時までとする。 ただし、 土曜日及び時間覚開 

館は ついては、 別に定める。 

3  館長は、 必要により双 2 項に規定する 休館日又は開館時間を、 変更することが 
できる。 

( 特別閲覧 証 ) 

第 4 条 本学の名誉教授には、 特別閲覧証を 交付する。 

( 入館手続 ) 

第 5 条図書館を利用しょうとする 者は、 入館するとき 学生 証 、 身分証明書、 特別 

閲覧 証 等を係員に提示しなければならない。 ただし、 自由閲覧 室は ついては、 こ 

の 限りでない。 

( 閲覧 ) 
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第 6 条 図書 ( 書庫の図書を 除く。 ) は、 自由に閲覧することができる。 
2  書庫の図書を 閲覧しようとする 者は、 図書閲覧 票 に必要な事項を 記入し、 これ 

を係員に提出しなければならない。 

3  前項の規定により 閲覧することができる 図書の冊数は、 10 冊 以内とする。 

4  図書の閲覧は、 所定の場所で 行わなければならない。 

5  閲覧が終った 図書は 、 直ちに所定の 場所へ返却しなければならない。 

( 入庫検索 ) 

第 7 条 本学の職員、 大学院学生、 名誉教授及び 第 2 条第 4 号に掲げる者は、 所定 
の手続を経て、 入庫 し 、 図書を検索することができる。 

( 帯出 ) 

第 8 条 図書の帯出は、 一般帯出及び 公用帯出とする。 
2  図書を帯出しようとする 者は、 所定の手続を 経て図書利用カードの 交付を受け 
なければならない。 

3  図書を帯出した 者は、 他人に転貸してはならない。 

4  図書を帯出した 者が、 第 2 条に規定する 資格を失ったときは、 図書利用カード 

及び帯出した 図書を直ちに 図書館へ返却しなければならない。 

5  貴重図書、 参考図書、 雑誌及び館長が 指定した図書は、 一般帯出することがで 
きない。 ただし、 館長が特に許可したものについては、 この限りではない。 

( 一般帯出 ) 

第 9 条 一般帯出ができる 者及びその者が 帯出できる冊数並びに 期間は 、 次のと お 

りとする。 

区 分 冊 数 期 間 

職員、 大学院学生及び 外国人客員研究員 15 冊以内 2 月以内 

卒業論文作成のため 指導教官が必要と 認 

めた学部学生、 研究生及び専攻科学生 
10 冊以内 1 月 以内 

学 部 学 生 5 冊以内 2 週以内 

2  前項の規定に 掲げた区分以覚の 者の帯出できる 冊数及び期間は、 館長が別に定 

める。 

3  一般帯出をした 者が、 第 1 項に規定する 返却期限 ( ただし、 返却期限が休館日 
の場合はその 翌日とする 0) までに返却しない 場合は、 遅延日数相当期間、 帯出 
を停止する。 

( 図書の予約又は 更新 ) 
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第 10 条 他の者がすでに 帯出中であ る図書の閲覧 スは 帯出を希望する 者は、 所定の 

手続により、 当該図書の閲覧又は 帯出を予約することができる。 

2  図書を帯出中の 者は、 前項に規定する 閲覧又は帯出の 予約がない場合には、 そ 

の 帯出を 1 回に限り更新することができる。 

( 公用帯出 ) 

第 Ⅱ 条 学術研究用又は 事務用のため 購入した図書は、 公用帯出の図書として、 部 

局 又は研究室等に 備付けることができる。 

2  公用帯出の図書を 備付ける部局及び 研究室 等は 、 その図書を管理する 責任者を 

定めなければならない。 

3  公用帯出中の 図書は、 図書館が必要とする 場合には、 点検を受け、 又は返納し 
なければならない。 

4  公用帯出中の 図書を管理している 責任者は、 その図書の閲覧希望者に 対し、 学 

術研究又は事務に 支障のない限り、 その閲覧の便宜を 図るものとする。 

( 参考調査 ) 

第 12 条 図書又は図書に 関連する事項の 調査、 質問等 ( 以下「参考調査」という。 ) 

を希望する者は、 所定の手続により、 参考調査を依頼することができる。 ただし、 
次の各号に掲げる 事項については、 この限りでない。 

Ⅲ 古書、 古文書、 美術品等の鑑定及び 市場価格の調査 

(2) 懸賞問題その 他これに類する 事項に関する 調査 

(3) その他館長が 不適当と認める 事項の調査 

( 貴重図書の利用 ) 

第 13 条 貴重図書を複写 スは 撮影しょうとする 者は、 貴重図書利用許可願を 館長に 

提出し、 その許可を受けなければならない。 

2  前項の規定により、 貴重図書の複写 物スは 撮影した写真を 刊行物に掲載する 場 

合には、 その資料が図書館の 所蔵 に係るものであ ることを表示するとともに、 当 

該刊行物一部を 図書館に寄贈しなければならない。 

( 視聴覚資料の 利用 ) 

第 14 条 視聴覚資料の 利用に関し必要な 事項は 、 別に定める。 

( 特別室の利用 ) 

第 15 条 図書館の特殊資料室、 視聴覚 室 (AV 室 ) 、 演習室等の利用に 関し必要な 
事項は 、 別に定める。 

( 遵守事項 ) 

第 16 条 図書館を利用する 者は、 係員の指示に 従 う とともに、 次に掲げる事項を 遵 

守しなければならない。 
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(1) 静粛を保っこと。 

(2) 飲食しないこと。 

(3) 所定の場所以外で 喫煙しないこと。 

(4) 不用な物品を 持ち込まないこと。 

(5) 印刷物その他これに 類するものを 配布し 、 又は貼付しないこと。 

(6) 会合の場所に 利用しないこと。 

(7) 図書、 備品その他施設。 設備を汚損しないこと。 

(8) その他利用者の 妨害をしないこと。 

( 弁償責任 ) 

第 17 条 図書を汚損又は 亡失した者には、 これを弁償させることができる。 

( 利用禁止 ) 

第 m8 条 館長は、 この規程に違反した 利用者に対し、 図書館の利用を 禁止すること 

ができる。 
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0 横浜国立大学事務組織規則 ( 抜粋 ) 

( ㍼ 口 42 年 l(N 同 2 日常 U 定 ) 

( 附属図書館事務部の 課 ) 

第 12 条の 2  附属図書館の 事務部に次の 2 課を置く。 

情報管理課 

情報サービス 課 

( 情報管理課 ) 

第 12 条の 3  情報管理課においては、 次の事務を っ かさどる。 

Ⅲ 附属図書館の 事務に関し連絡調整すること。 
(2) 庶務及び会計事務に 関すること。 

(3) 国有財産及び 物品管理に関すること。 
(4) 会議に関すること。 

(5) 渉外事務 ( 情報サービス 課 所管を除く。 ) に関すること。 

(6) 図書館資料の 収集計画及び 選択等に関すること。 
(7) 図書館資料の 目録情報の形成に 関すること。 
(8) 図書館資料の 装備に関すること。 
(9) システム管理に 関すること。 

㎝ その他附属図書館の 所掌事務で情報サービス 課に属しない 事務を処理するこ 

と 。 

(f 清 朝 サービス 課 ) 

第 12 条の 4  , 清朝サービス 課においては、 次の事務を っ かさどる。 

Ⅲ 図書館資料の 運用に関すること。 

(2) 他の図書館との 相互協力に関すること。 

(3) 文献の撮影及び 複写に関すること。 

(4) 参考調査事務に 関すること。 

(5) 広報及び利用案内に 関すること。 

(6) 閲覧室及び書庫の 運用に関すること。 

(7) 閲覧用目録カードに 関すること。 

(8) その他附属図書館の 利用に関すること。 
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0 横浜国立大学附属図書館事務分掌細則 

( 昭和 51 年 4 月 1 日 制定 ) 

横浜国立大学附属図書館事務分掌規則 ( 昭和 46 年 4 月 20 日制定 ) の全部を改正す 
る 。 

( 紹 窓貝 lj) 

第 1 条横浜国立大学事務組織規則第 17 条の規定に基づき、 横浜国立大学附属図書 
館 ( 以下「図書館」という。 ) の事務部の分掌事務に 関しては。 この細則の定め 
るところによる。 

( 情報管理課図書館専門員及び 番係の事務分掌 ) 

第 2 条 情報管理課に 図書館専門員並びに 総務 係 、 図書管理係、 雑誌管理係及びシ 

ステム管理係を 置く。 

2  図書館専門員は 、 次の事務を っ かさどる。 

Ⅲ 学術情報に関する 企画、 立案及び資料収集に 関すること。 
(2) 図書館資料の 収 書 、 保存及び書誌目録の 整備に関するもののうち、 極めて高 

度の専門的知識を 必要とするもの。 

3  総務 係は、 次の事務を っ かさどる。 

(1) 図書館の事務の 連絡調整に関すること。 

(2) 会議 ( 他の係の所掌に 属するものを 除く。 ) 及び行事に関すること。 
(3) 渉外事務に関すること。 

(4) 職員の出張に 関すること。 
(5) 公印の管守に 関すること。 

(6) 諸規則等の制定及び 改廃に関すること。 
(7) 文書の授受及び 発送に関すること。 

(8) 職員の任免、 給与、 分限、 懲戒及び服務に 関すること。 
(9) 職員の健康管理及び 安全保持並びに 災害補償に関すること。 

㎝ 職員の研修、 福祉及び職員団体に 関すること。 

( Ⅰ 助 予算及び決算に 関すること。 

(1 Ⅰ り 支出負担行為 く 図書館資料を 除く。 ) に関すること。 

は 9  債権 の管理及び歳入金の 徴収に関すること。 

(1 柑 俸給及び旅費等の 支給に関すること。 

(15) 物品 ( 図書館資料を 除く。 ) の管理に関すること。 

㈹ 国有財産の管理に 関すること。 
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㎝ 警備取締りに 関すること。 

㈹ 共済組合に関すること。 

(19) 所掌事務の調査、 統計及び報告に 関すること。 
佗 0  その他 他 の課及び他の 係に属しない 事務に関すること。 
4  図書管理係は 、 次の事務を っ かさどる。 

(1) 図書館資料 ( 逐次刊行物を 除く。 以下この項において 同じ。 ) の収集計画 及 
び 選択に関すること。 

(2) 図書館資料選定小委員会に 関すること。 

(3) 図書館資料の 発注、 受 入 、 登録及び除籍に 関すること。 

(4) 図書館資料の 寄贈支人に関すること。 

(5) 図書館資料の 経理に関すること。 

(6) 図書目録情報の 形成に関すること。 

(7) 図書館資料の 装備に関すること。 

(8) 所掌事務の調査、 統計及び報告に 関すること。 
(9) その他図書館資料の 管理事務に関すること。 
5  雑誌管理係は 、 次の事務を っ かさどる。 

田 逐次刊行物の 収集計画及び 選択に関すること。 

(2) 逐次刊行物の 発注及び愛人に 関すること。 

(3) 逐次刊行物の 寄贈愛人に関すること。 
(4) 逐次刊行物の 経理に関すること。 

(5) 製本の発注、 受 入 、 登録及び除籍に 関すること。 

(6) 製本の経理に 関すること。 

(7) 雑誌目録情報の 形成に関すること。 

(8) 所掌事務の調査、 統計及び報告に 関すること。 
(9) その他逐次刊行物の 管理事務に関すること。 
6  システム管理係は 、 次の事務を っ かさどる。 

Ⅲ 図書館事務用電子計算機の 利用、 運用及びシステム 開発に関すること。 
(2) 外部システムとの ネ、 ッ トワーク接続に 関すること。 

(3) 機械可読型目録の 維持管理に関すること。 

(4) 学術情報のシステム ィヒ に関すること。 

(5) 学術情報のシステムに 係る関係機関との 連絡調整に関すること。 

(6) 所掌事務の調査、 統計及び報告に 関すること。 

(7) その他図書 食 官事務に係るシステムに 関すること。 
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C 情報サービス 課 番係の事務分掌 ) 

第 3 条 情報サービス 課に資料サービス 係 、 参考調査係及び 相互協力係を 置く。 

2  資料サービス 係は 、 次の事務を っ かさどる。 

Ⅲ 図書館資料の 閲覧、 貸出及び運用に 関すること。 

(2) 図書利用 ヵ一ド 及び特別閲覧 証 等に関すること。 

(3) 図書館資料の 配架及び保存に 関すること。 

(4) 他の図書館等との 利用に係る共通閲覧 証 等の交付に関すること。 

(5) 閲覧室及び書庫の 運用に関すること。 

(6) 利用者の受付に 関すること。 

(7) 研究図書館に 係る情報サービスに 関すること。 

(8) 所掌事務の調査、 統計及び報告に 関すること。 

(9) その他図書館資料サービスに 関すること。 

3  参考調査 係は、 次の事務を っ かさどる。 

Ⅲ 参考調査用資料の 収集、 整備及び提供に 関すること。 

(2) 参考調査に係る 外部データベースの 利用に関すること。 

(3) 図書館資料の 目録の利用に 関すること。 

(4) 閲覧用目録 ヵ一ド に関すること。 

(5) 図書館資料の 撮影及び複写に 関すること。 

(6) 図書館及び図書館資料の 利用指導及び 広報に関すること。 
(7) 所掌事務の調査、 統計及び報告に 関すること。 

(8) その他参考調査事務に 関すること。 

4  相互協力係は 、 次の事務を っ かさどる。 

Ⅲ 他の図書館等との 文献複写事務に 関すること。 

(2) 他の図書館等との 現物貸借に関すること。 

(3) 資料の利用に 係る関係機関との 連絡調整に関すること。 

(4) 所掌事務の調査、 統計及び報告に 関すること。 

(5) その他関係機関との 相互協力事務に 関すること。 
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第 7 類 全学図書協議会・ 附属図書館 

運営委員会協議事項 

久保田 満 子 

全学図書協議会及び 附属図書館運営委員会協議事項要約の 

記 述 要 領 

1  議事録を基に 協議事項を記述し、 行 替えして協議事項の 要約を記述した。 

議題が記録されていない 場合は、 要約のみ記述した。 ただし、 明らかに議題 

が想定できるものは [  ] で記入した。 

2  昭和 29 年度～ 41 年度頃 までは議事録が 不完全なものが 多く、 協議事項のみ 

の記述とせざるを 得ない場合が 多かった。 

3  年度の決算報告、 予算案の審議等恒常的な 議題で、 異論なく了承されたも 

のは省いた。 この場合、 協議事項が他にない 場合は、 事項のみ記述した。 

Ⅹ 中央図書館を 中央 館 と記述している 個所が多いが、 原文のままとした。 

Ⅹ 分館名を略称 ( 例 経済分館 ) で記述しているが、 原文のままとした。 
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1 。 横浜国立大学全学図書協議会協議事項要約 

昭和 29. 6. 10 0 本 ) 
1) 附属図書館規則の 一部改正について てる 23 ） ）） 四諦 牛講 度会 特構 別成 経 員 費 に 子 館 真長 にを 力 っ 口 L 、え ま 定 案 （ 6 月 1 7 日 評 議 会 、 採 択 さ る 
昭和 29. 9. 17 ( 金 ) 
1) 昭和 29 年度図書購入費 570 ， 0OOW の配分について 
2) 文部省寄託の 逐次刊行物の 配分について 
昭和 30 ． 3. 3 ( 木 ) 
1) (M 製本貫、 設備充実費について コ 
2) 図書館事務室設計の 件 ] 
3) [ 書庫設計について ] 
4) マイクロフィルム 設備について 
昭和 31. 9. 11 ( 火 ) 
1) 本会議への係長陪席が 了承され、 各係長が陪席した。 

2) 附属図書館規則改正 本協議会の構成員として、 ( 一部 ) 講師を加えることが について 了承され、 図書館規則 11 条を改正 
することになった。 
3) 新設図書館について 
4) 図書購入費配分率 ( 専門書 ) について ] 
2W 年度に定めた 率をやめて、 百分率で配分することになった。 

昭和 32. 4. 26 ( 金 ) 
1) 図書費の配分について ] 
文部省示達の 図書費を前年度定めた 配分率により 配分することが 了承された。 

昭和 33. 5. 16 ( 金 ) 
1) 本年度図書 費 予算配分について 
本館綜合計画完成まで 従来どおりとすることになった。 

2) 鋭兵真姉善 蒜臆姦 雲影 雙峯黎泰拝 アツ夏の資料にもとづき 本協議会で評決するこ 
とになった。 
3) 附属図書館統合整備について 
昭和 33. 9. 25 ( 木 ) 

1)[ 清水 整備統合について ケ 丘に学芸学部横浜分校が ] 移転した場合について、 各学部の意向をまとめた 
上 、 更に検討することにした。 

昭和 34. 5. 21 ( 木 ) 
1) 分館統合について 
2) 教養図書賈 は ついて 
昭和 34. Ⅱ． 26 (7K) 
1) 附属図書館建物新設促進の 件 
要望書を作成し、 学長に対し申入れを 行うことになった。 
2) 横浜分校移転に 伴い、 図書職員を吸収する 件 
来年度 4 月 1 日 より本館に吸収する 方向で進めることになった。 
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3) 附属図書館に 専任傭人を置くことについて 
とりあ えず、 経済及び分校事務長に 再分担を考慮してもら ぅ よ う 申入れることを 
決議した。 

昭和 35. 2. 18 ( 木 ) 
1) 図書館建物促進の 件について 
学長への申入れ 後の対策について 協議した。 
2) 分校分館の合併の 問題について 
種々協議した。 

昭和 35. 5. 31 ( 火 ) 
1) 専門図書費の 配分について 
昨年と同様に 配分することとなった。 

2) 図書館建物促進の 件 
経済分館は昨年 4 月中央図書館に 合併したが、 横浜分館の統合問題等について 協 
議した。 
3) 図書館の組織的融合を 計るについて 
図書館の組織機関であ る 木 協議会を隔月に 招集することとした。 
4) 経済分館と本館との 陰路となっている 件について 
本館事務長と 経済分館長及び 経済図書委員等の 間で話し合いの 上、 解決していく 
ことが申し合わされた。 

昭和 35. 7. 5 ( 火 ) 
[1) 附属図書館建物建設について コ 

建設順位を優先的に 考えてもらうための 方策について 協議し、 建設促進委員会を 
作ることになった。 

昭和 35. 9. 9 ( 金 ) 
[1) 附属図書館建設促進について ] 
建物の中身等について 協議した。 

昭和 35. 12. 14 ( 水 ) 
[1) 図書館建設促進について ] 
図面をもとに 協議の後、 t 億の予算案を 作成して、 学長等の了解を 求め、 建物建 
設を促進するよう 決議した。 

昭和 36. 2. 16 ( 木 ) 
1) 附属図書館建設について 
設計図について 説明があ り、 協議の結果、 概算 1 億 5 千万円、 延 1,170 坪の線で進 
めることが了承された。 

昭和 36.  5.  31  ( 水 ) 
1) 専門図書、 教養図書費の 配分について 
配分率を学芸、 工学、 経済、 分校 各 23% 、 本館 8% とすることに 決定した。 
2) 図書館建築について 
ロックフェラー 財団への寄付願いとは 別に、 文部省に 810 坪の新宮費を 昭和 38 年 
度概算要求として 要求することにした。 
3) 附属図書館規則の 改正について 
全国国立大学図書館長会議の 決議事項 ( ① 附属図書館長を 大学評議会の 一員と 

する ② 附属図書館長の 任期を 3 年とする ) を反映し、 図書館規則の 改正を諮っ 
たが、 各学部教授会の 意見を参酌してから 取り上げることになった。 

昭和 36. 7. 4 ( 火 ) 
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1) 第 17 回関東地区国立大学附属図書館協議会に、 議題とし て 「図書館維持費の 増額 
ほ ついて」を提出することを 決定した。 

昭和 36. 9. 99 (,1.u L 金 ) 
図書館建設の 概算要求が、 文部省で削除された 等の報告があ った。 

昭和 Q6. 12. 7 C 木 ) 
本会議にアメリカ 文化センタ一のディマイヤ 一館長が臨席し、 同文化センタ 一図 
書の利用について、 本学教官に特別の 便宜を図るとの 中 出があ った。 

昭和 37. 1. 24 ( 水 ) 
1) 図書館建築について 
前 館長も交えて 意見交換があ り、 中央図書館建設の 早期実現について 協議し、 各 
協議員の協力が 要請された。 

昭和 37. 6. 7 ( 木 ) 
1) 図書館建築について 
予算要求について 承認された。 
2) 分校図書係の 統合について 
館長と分館長とが 個別に会談し、 意見の調整を 図ることに決定した。 

昭和 37. 9. 29 C 土 ) 
1) 図書館建設について 
大学統合より 先に図書館建設は 出来ないとして、 大蔵 省には出されなかったが   
要求は毎年提出することとした。 

昭和 37. 12. 18 C 火 ) 
関東地区国立大学附属図書館協議会、 全国国立大学図書館長会議の 報告があ った。 

昭和 38. 5. 16 ( 木 ) 
1) ブライアント ( ハーバート大学図書館副館長 ) の末学 は ついて 
2) 専門、 教養図書購入費の 配分について 
昭和 39. 5. 8 ( 金 ) 
1) 横浜分校分館統合問題とその 後の報告 
2) 全国国立大学図書館長会議定例委員会の 開催について 
昭和 39. 7. 7 ( 、 火 ) 
い 昭和 39 年度専門図書購入費及び 教養図書購入費配分について 
昭和 39. 12. 8 (@ 火 ) 
横浜分館統合について、 その後の経過報告があ った。 

昭和 40 。 1. 20 ( 水 ) 
1) 学芸学部火災に 対しての附属図書館としての 態度 
2) 大学図書館に 対する最近の 情勢報告 
昭和 40 ． 6. 11 ( 金 ) 
1) 指定図書購入費について 
昭和 40. 11. 26 ( 金 ) 
1) 本学図書館 朝 刊行について 
昭和 41. 6. 7 ( 火 ) 
1) 第 22 回関東地区国立大学附属図書館協議会について 
昭和 41, 7. 5 ( 火 ) 
1) 統合による附属図書館施設について 

帖木口 41. 9. 30 ( 金 ) 
1) 統合の諸問題について 
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昭和 41 年度 
第 1 君 昭和 41. 11. 15 ひわ 
1) 統合の諸問題について 
総合図書館を 作る、 部局図書室を 置く、 事務組織は一本化する 等、 意見交換が 
行われた。 

2) 大学図書館視察委員、 本学図書館の 視察について 
視察に際しての 提出資料及び 当日の諸準備等について 協議した。 

第 2 号 昭和 41. 12. 15 ( 木 ) 
1) 統合問題 
本館は学習と 総合図書館の 機能、 加えて保存図書館の 機能を果たし、 学部図書 
室は研究図書館の 構想で考える 等、 意見交換が行われた。 

第 3 号 昭和 42. 2. 7 ( 火 ) 
1) 統合企画委員会で 附属図書館の 構想取上げについて 
各学部の意見を 早急にとりまとめ、 次回協議議題にすることになった。 

第 4 号 昭和 42. 2. 24 ( 金 ) 
1) 統合に対する 意見 
各学部分館の 統合に対する 意見が確認された。 即ち 中央図書館は、 総合・ 学 
習・保存の機能。 部局図書室は、 強力な専門図書館としての 機能。 

昭和 42 年度 
第 5 号 昭和 42. 5. 9 ( 火 ) 
1) 大学図書館の 改善充実について 
文部省からの 通知 中 1 項、 3 項、 9 項、 10 項について討論した。 

第 6 号 昭和 42. 5. 31 ( 水 ) 
1) 統合企画委員会の 計画にあ る附属図書館の 面積について ( 紹介 ) 
A 案 12,780 ㎡ 5 月 9 日配布の分 ( 理想 案 ) 
B 案 8,990 ㎡ 5 月 31 日配布の分 ( 大学図書館施設研究会議答申案 ) 
C 案 4,280 ㎡ 現状での計算 分 
2) 小 統合 
小 統合について 討論した。 

3) 館長の任期と 選出方法について 
標記について、 各学部の意見を 徴した。 

第 7 号 昭和 42. 7. 4 ( 火 ) 
1) 附属図書館の 将来計画について 
標記について 協議し、 いくつかの図書館を 見学することになった。 
2) 昭和 42 年度専門及び 教養図書購入費配分 ( 案 ) について 
教育学部、 横浜分校、 経済学部、 工学部 各 23% 、 附属図書館 8% の配分を決定 
した。 
3) 経済学部分館運営費使用方法について 
経済学部が支出している 分館運営費の 使用方法等について、 附属図書館と 経済 
図書委員とが 詩合うことになった。 
4) 全学図書協議会報告 ( 第 1 6 号 ) について 
「報告」を「 同 要録」に改めることとした。 

第 8 号 昭和 42. 9. 13 ( 水 ) 
1) 建設委員会委員の 選出について 

一 238  一 



協議の結果、 教育学部山崎分館長が 選出された。 
2) 本 協議会に新しくアドバイザーを 加える案について 
本協議会のアドバイザーとして、 佐藤仁助教授を 招くことが了承された。 
3) 館長私案による 基本構想の質疑について 
標記について、 意見交換が行われた。 

第 9 号 昭和 42. 9. 27 ( 水 ) 
1) 統合の基本構想について 
標記について、 地大学の現状を 参考に討議が 行われた。 

第 10 号 昭和 42. 10 ． 11 ( 水 ) 
1) 建設委員会に 関する報告 
標記報告の後、 他大学視察のための 費用を部局長会議にて 請求することになっ 
た 、 O 

2) 「部局図書室の 面積が附属図書館の 基準面積として 考えられるかどうか」につ 
いての回答 

図書館のあ り方について、 大学図書館施設研究会議答申案を 念頭において 協議 
が 行われた。 

3) 附属図書館の 本館と各学部図書室 ( 分館 ) の所要面積算出の 検討について 
標記について 討議が行われた。 

4) 統合に伴う各部局の 要求坪数について 
工学部分館長の 要望により、 標記について 館長から報告があ った。 

第 11 号 昭和 42. 10. 18 ( 水 ) 
1) 程ケ谷 統合地における 附属図書館のあ り方について 
図書館建設計画に 関する基本構想及び 図書館の延面積について、 各学部におけ 
6 審議の結果が 報告された。 

第 12 号 昭和 42. 10. 25 ( 水 ) 
1) 程ケ 谷地区統合地における 附属図書館のあ り方について 
標記について 討議が行われた。 

2) 教官用図書の 申出より貸与に 至るまでの日数調査について 
図書館事務改善に 役立てるため、 全学の図書の 追跡調査を一定期間行うことに 
なった。 

3) 地大学図書館視察について 
視察員は 3 名にするという 程度で保留となった。 

第 13 号 昭和 42.  11.  6  ( 月 ) 
1) 程ケ 谷地区統合地における 附属図書館のあ り方について 
標記について 継続審議が行われた。 

第 14 号 昭和 42. 11. 14 ( 火 ) 
1) 程ケ 谷地区統合地における 附属図書館のあ り方について 
標記について 継続審議が行われた。 

第 15 号 昭和 42. 11. 25 ( 土 ) 
1) 学生との連絡の 会準備委員会の 選出について 
標記委員会に 1 名委員を出すことになっているが、 第 1 回は館長が出席し 、 第 
2 回以降はあ らためて本協議会で 選出することになった。 
2) 杉本館長の上記準備委員会への 出席について 
杉本館長に、 アドバイザー として出席願うこととなった。 
3) 程ケ 谷地区統合地における 附属図書館のあ り方について 
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標記について 継続審議が行われ、 Ⅱ同 28 日 ( 火 ) 分館長会議 ( 全館長 ) を開き 
最終決定をすることになった。 

第 16 号 昭和 43. 2. 9 ( 金 ) 
[ 報告 コ 
1) 図書館の建設順序について、 部局長会議において 学長提案があ った。 
①教育学部を 優先する。 ②図書館をできるだけ 早く作る。 
2) 本 協議会が審議した B 表 提案を 11 月 30 日設計委員会に 提出した。 

昭和 43 年度 
第 17 号 昭和 43. 5. 2 ( 木 ) 
1) 経済学部および 経営学部の本協議員について 
今年度から、 経営学部より 2 名の協議員を 出すことが認められた。 
2) 建設委員の委員選出について 
館長の提案により、 エ 、 経済・経営の 分館長が協議して、 人選、 順番を決める 
ことになった。 

3) 統合に関する 問題 ( 新基準による 改定案作成 ) 
標記について 協議が行われた。 

第 18 号 昭和 43. 5. 7 ( 火 ) 
1) 統合に関する 問題 ( 新基準による 改定案作成 ) 
標記について 協議が行われた。 

第 19 号 昭和 43. 6. 14 ( 金 ) 
l) A 表 B 表の取扱について 
建設委員会に 提出する「附属図書館建設計画」 ほ ついて協議するため、 本 委員 
会を隔週開催することが 確認された。 
2) 事務組織の検討 
第 20 号 昭和 43. 6. 26 ( 水 ) 
1) 統合時における 図書館のプロバラムについて 
標記について、 各学部の意見が 述べられた。 

第 21 号 昭和 43. 7. 12 ( 金 ) 
1) 各学部の図書室の 在り方について 
標記について 協議が行われた。 

2) 分科会でのデータの 取りまとめ期日 
図書館のプロバラムについて、 討議が行われた。 

3) 図書館の視察 
神戸大学、 名古屋大学、 千葉大学、 慶 底 義塾大学医学部及び 国際基督教大学に 
出かけ ろ こととし、 慶鷹 では津田良成氏の 話を聞くこととなった。 
4) m 教養図書購入費配分 案 、 図書購入費配分案について コ 
経営学部にも 配分することとし、 各学部 各 18% 、 附属図書館 10% となった。 

第 22 号 昭和 43. 7. 18 ( 木 ) 
1) 図書館の総合プロバラムについて 
文部省及び施設部の 見解を踏まえて、 総合図書館館ほついて 討議した。 

第 23 号 昭和 43. 9, 10 ( 火 ) 
1) 図書館の総合プロバラムについて 
標記について 討議した。 

第 24 号 昭和 43.  9  .  17  ( 火 ) 
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1) 図書館の総合プロバラムについて 
標記について、 継続して討議した。 

第 25 号 昭和 43. 9. 20 ( 金 ) 
1) 図書館の総合プロバラムについて 
館長から、 前回までの経過について 報告があ り   その後、 学習図書館と 研究 図 
書館との機能等について 討議した。 

第 26 号 昭和 43. 9. 25 ( 水 ) 
1) [ 図書館の総合プロバラムについて コ 

プロバラム作成の 時期については、 なるべく早くまとめることになった。 
また、 経済学部、 経営学部の特殊事情を 考えて、 プロバラムの 第 3 次案を作る 
ことになった。 

第 27 号 昭和 43. 10. 4 ( 金 ) 
l) L 図書館の総合プロバラムについて コ 

「メモ ー 第 3 次私案 ( 館長 ) 作成のための 一 」にもとづき、 ①図書館の集中 管 
理について ②図書資料配置のスペースについて 討議した。 

第 28 号 昭和 43. 10. 22 ( 火 ) 
1) [ 図書館の総合プロバラムについて コ 

館長から、 「附属図書館建設計画」第 3 次私案の説明があ った後、 各部局の意 
見 が述べられた。 

第 29 号 昭和 43. 10. 30 ( 水 ) 
1) 図書館の総合プロバラムについて ] 
設計委員会から 提出される配置 図 との関係について 協議した。 

第 30 号 昭和 43. ロ ． 13 ( 水 ) 
1) 図書館の総合プロバラムについて ] 
佐藤設計委員より 配置図の説明があ った後、 一館主義 か 分室を作るかをめぐっ 
て 討議が行われた。 

第 31 号 昭和 43. 11. 19 ( 火 ) 
1) [ 図書館の総合プロバラムについて コ 
①分室を置くことを 条件として図書館の 位置を考える   
②基準面積 外の スペースとしての 分室の規模の 原案を提出する   
の 2 点にしぼって 討議が行われた。 

第 32 号 昭和 43. 11. 26 ( 火 ) 
1) [ 図書館の総合プロバラムについて コ 

討議の結果、 
①附属図書館の 機能については、 中央館を中心として 考えることを 原則とする 
が研究図書館としての 機能を果たす 分室のあ り方については 研究体制の実態 
に応じて今後検討する。 
② 10 月 3 Ⅰ 日 建設委員会で 示された配置 図 における、 中央館の位置については 一 
応 承認する。 

を建設委員会に 提出することになった。 
第 33 号 昭和 43. 12. 13 ( 金 ) 
1) 図書館の総合プロバラムについて ] 
中央 館 および分室のあ り方について、 約 2 カ月をかけ検討することとし、 中央 
館は ついては事務長を 中心として、 分室ついては 分館長を中心として 検討するこ 
とになった。 
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昭和 44 年度 
第 1 回 ( 第 34 号 ) 昭和 44. 7. 12 ( 土 ) 
1) [ 本年度全学図書協議会および 図書館運営について コ 
①封鎖中の図書の 保全について ②貸し出し中の 図書について ③図書の購入 
上の問題について 等について協議した。 

第 2 回 ( 第 35 号 ) 昭和 44. 9. 13 ( 土 ) 
1) 庁算 審議と封鎖中における 情報交換が行われたⅡ 
第 3 回 ( 第 36 号 ) 昭和 45. 1. 8 ( 木 ) 
1) 予算配分について 
図書購入費として 参考図書賈 20 万円を計上した。 
2) 今後の協議会の 進め方について 
昭和 43 、 44 年度討議したことの 整理をして、 次年度への申し 送り事項を確認す 
ることになった。 

第 4 回 ( 第 37 号 ) 昭和 45. 2. 10 ( 火 ) 
1) [ 昭和 43 年度、 44 年度全学図書協議会の 議事総括 ( 案 ) について ] 
語句を一部補足して 承認された。 

昭和 45 年度 
第 1 国 昭和 45. 4. 24 ( 金 ) 
い 全学図書協議会の 今後の持ち方について 
①毎月 1 固定例化すること ②図書館の建設問題に 関し、 早急に決定すること 
③ 本 協議会にオブザーバーとして 設計委員 1 名 出席すること ④ 館報 発行につ 
いては、 全学の広報の 中に含めさせること 

が了承された。 
第 2 回 昭和 45. 5. 19 ( 火 ) 
1) 昭和 44 年度附属図書館予算収支決算報告について 
標記について 承認された。 

第 3 回 昭和 45. 6. 19 ( 火 ) 
1) 図書館の将来計画について 
研究図書館のあ り方、 分室と中央図書館とのあ り方について、 学部間で分担し 
て検討することになった。 

第 4 回 昭和 45. 7. 21 ( 火 ) 
1) 附属図書館の 建設計画について 
基本構想をまとめるため、 分館長会議等を 行って煮詰めることが 了承された。 

第 5 回 昭和 45. 8. 24 ( 月 ) 
1) 附属図書館の 建設計画について 
今後は、 スペースの補正等及び 中央 館 と分室との合体の 可能性について 検討す 
ることになった。 

第 6 回 昭和 45. 9. 22 ( 火 ) 
1) [ 図書館建設に 関する館長試案について コ 
各分館での協議結果が 報告された。 

第 7 回 昭和 45. 10. 6 ( 火 ) 
1) 附属図書館の 建設計画について 
協議の結果、 次のように確認された。 
①中央 館と 研究・情報図書館を 作る。 
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②工学部と経済学部。 経営学部に研究。 情報図書館を 設置する。 
③教育学部の 研究。 情報図書館は 中央 館 と合体する。 
④中央館は教育学部に 密着し、 全学の学習にできるだけ 便利な位置に 置く   
⑤それぞれの 規模については、 それぞれの機能を 検討したのち 決定する。 

第 8 回 昭和 45. 10. 31 ( 土 ) 
1) 附属図書館建設計画 
今後の課題 : 工学部および 経済。 経営学部の研究。 情報図書館の 具体像をさら 
に検討すること。 また、 教育学部の研究。 情報図書館は 中央 館 に合体した場合の 
運営について 検討すること。 

第 9 回 昭和 45. 11. Ⅰ 3 ( 金 ) 
l) W 研究。 情報図書館の 具体像 は ついて ] 
標記について 討議が行われた。 

第 ln 国 昭和 4f. 2. 23 C 火 ) 
1) 一般教育 ( タテ 割 ) 改善に伴い、 横浜分校が廃止されることに 関連して 
①附属図書館規則の 一部を改正する 規則 ( 案 ) 
②附属図書館運営委員会規則 ( 案 ) 
③一般教育図書 係 事務分掌 ( 案 ) 
が審議の結果承認された。 

第 11 回 昭和 46. 3. 12 ( 金 ) 
1) [ 一般教育図書選定委員会規則 ( 案 ) について ] 
審議の結果、 規則は設けず、 「本館運営委員会に 関する中 し 合わせ」、 「一般教 
有図書選定委員に 関する申し合わせ」とすることとした。 
2) 昭和 45 年度全学図書協議会の 議事の取りまとめについて 
① 5 項目が確認されたこと ( 第 7 回の項参照 ) 
②「附属図書館規則の 一部改正 ( 分館廃止 ) 」「本館運営委員会に 関する申し合 
わせ」および「一般教育図書選定委員に 関する申し合わせ」 

を本年度の議事の 取りまとめにすることになった。 

昭和 46 年度 
第 t 国 昭和 46, 5, 7 ( 金 ) 
1) [ 昭和 45 年度全学図書協議会の 総括について ] 
協議の結果、 「昭和 45 年度全学図書協議会の 総括と現状」に 改めることになっ 
た   

2) [ 横浜国立大学附属図書館事務分掌規則の 制定について ] 
標記規則が確認された。 
3) 一般教育図書購入費について 
審議の結果、 学生 1 人当たり 2,500 円の図書 費を 、 事務局および 一般教育運営委 
員 会に要求することが 確認された。 

第 2 回 昭和 46. 5. 28 ( 金 ) 
1) 昭和 46 年度図書購入費の 配分について 
本年度配分比率を、 本館運営委員会で 検討して決めることが 確認された。 
2) 附属図書館一般教育関係 ( 運用 係 ) 維持費について 
館長、 事務長の段階で 要求額を決定し、 事務局、 一般教育運営委員会に 提出す 
ることが確認された。 
3) 昭和 47 年度概算要求について 
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①事務機構の 整備として、 人員増および 事務長補佐の 設置 
②図書の充実として、 参考図書費の 増額等 
を要求することが 承認された。 

第 3 回 昭和 46. 6. 8 ( 火 ) 
1) 図書館建設問題について 
協議したが結論が 出ず、 やむをえず部局長会議に 一任することになった。 

第 4 回 昭和 46. 7. 9 ( 金 ) 
1) 附属図書館予算について 
①昭和 46 年度予算の収入、 支出について 
②昭和 AW 年度図書購入費および 教養図書購入費の 配分について 
承認された。 

第 5 回 昭和 46. 9. 14 ( 火 ) 
1) 図書館建設問題について 
①具体案の取りまとめについて、 各学部 a 工学部を除く ) と本館の事務部の 意 
見を本館運営委員会が 取りまとめることになった。 
②経済・経営学部大学院新設に 伴う面積の増加分を、 経済・経営学部の 研究 図 
書館に追加することになった。 

2) 指定図書について 
①指定図書の 選定に関して、 課目選定の細目については 図書館 ( 本館 ) に一任 
する。 
②指定図書の 配 架は 、 n 部は工学部分館と 経済分館、 その他は中央 館 とする。 
ことが決まった。 
3) 図書購入費について 
今回配分の 881,000 円は本館参考図書の 充実に当てることが 承認された。 

第 6 回 昭和 46. 10 ． 15 ( 金 ) 
1) 指定図書について 
Ⅱ部指定図書賈および 附属図書館留保分を 除いたものを、 一般教育担当教官に 
担当配分し選書依頼することが 決まった。 
2) 図書館建設問題について 
今後は、 本館運営委員会、 建設委員会、 附属図書館事務部および 教育学部の四 
者合同で協議することになった。 
3) 一般教育関係経費について 
標記経費のうち 一般教養費等の 一部を捻出して、 賃金の支弁を 行うことが了承 
された。 

臨 時 昭和 46. 11. 22 C 月 ) 
1) [ 図書館建設問題について ] 
教育学部の要請により 開催され、 教育学部研究情報図書館について 協議した。 

第 7 回 昭和 46. Ⅱ． 26 ( 金 ) 
1) 「図書館建設問題について ] 
図書館建設の 原則として 3 項目が確認され、 従来通り、 3 ブロック案を 推進す 
ることになった。 

第 8 回 昭和 46. 12. 21 ( 火 ) 
1) 図書館建設問題について 
前回協議会の 確認事項と事務部研究会の 経過報告がなされた。 

第 9 回 昭和 47. 8. 3 ( 金 ) 
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1) 横浜国立大学文献複写規定の 一部改正について 
改正要旨の説明があ り、 承認された。 

昭和 47 年度 
第 1 国 昭和 47. 4. 25 ( 火 ) 
1) 各種委員の選出について 
本館運営委員、 一般教育図書選定委員、 建設委員の選出について 協議した。 
2) 予算について 
昭和 47 年度附属図書館経費所要見込 額は ついて検討した。 
3) 昭和 4.7 年度附属図書館遥宮方針について 
昭和 45 。 46 年度の総括を 参考に協議した。 
4) 統合問題について 
総括的な話し 合いが行われた。 

第 2 回 昭和 47. 5. 26 ( 金 ) 
1) 中央図書館。 教育学部分室の 建設について 
両建物の「密着」の 問題と、 建設の時期について 討議した。 
2) 概算要求について 
原案のとおり 承認された。 

第 3 回 昭和 47. 6. 27 ( 火 ) 
1) 教育学部図書分室密着の 問題について 
論議の結果、 統合企画委員会で 収拾をはかることにした。 

第 4 回 昭和 47. 10. 3 ( 火 ) 
1) 図書館建設問題について 
統合後の管理。 運営に関する 問題を 4 学部 各 1 名の委員により 討議することが 
決まった。 
2) 図書購入費の 配分案について 
学生別図書購入費配分案について 協議が行われ、 教育図書費の 配分案について 
は原案のとおり 承認された。 

第 5 回 昭和 47. 11. 10 ( 金 ) 
1) 図書館の建設およびそれに 関連する問題について 
本館運営委員会とは 別に、 統合後の管理運宮を 検討する委員会を 設げることに 
なった。 

2) 学生別図書購入費配分案について 
今後の [ 参考図書の ] 充実計画について 承認された。 
3) 名誉教授への 図書特別閲覧証の 交付について ] 
標記について 承認され、 図書館規則を 改正することになった。 

第 6 回 昭和 48. 2. 9 ( 金 ) 
1) 委員会の名称変更について 
統合後の図書館の 管理運営を検討する 委員会を「図書館将来委員会」と 称する 
ことが承認 t れた。 

2) 附属図書館規則の 一部改正について 
名誉教授に終身閲覧証を 贈呈することに 伴 う 改正手続きをとることが 承認され 
た   

第 7  回 昭和 48.  3.  6  ( 火 ) 
1) 伸夫図書館の 設計について ] 
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附属図書館と 設計委員会の 間に合意が成立した 旨 報告があ り、 設計図面の概略 
案が承認された。 

第 8 回 昭和 48, 3. 20 ( 火 ) 
1) 昭和 48 年度予算案について 
次年度の適切な 予算案を出すために、 前年度中に予算方針を 決定し、 その承認 
は 新年度の協議会で 正式に決定することが 承認された。 
2) 電子計算機の 建設場所について 
全学共用の電算機センタ 一室設置場所について、 図書館に対し 要望が出された 
場合、 全般的な条件を 考慮して対応することにした。 

昭和 A8 年度 
第 1 国 昭和 48    5. 8 ( 火 ) 
1) 概算要求について 
①事務機構の 整備②マイクロフィ ッシュ ③参考図書 費 ④移転費 を要 
求 することが決定した。 

臨 時 昭和 48. 5. 28 ( 月 ) 
1) 図書館建設について 
①人事・組織・ 管理運営の一本化②中央 館 をやせほそらせないこと の 2, 点 
について協議した。 

第 2 回 昭和 48. 6. 15 ( 金 ) 
1) 設計図の確認について 

教育学部研究情報図書室増築計画に 関する要望書を、 統合企画委員会議長に 提 
出することになった。 
2) 建物新宮に伴う 設備費について 
新図書館の設備について、 各協議員への 協力 方 要望があ った。 
3) [ 図書整理の遅滞について ] 
図書館将来委員会における 検討と同時に、 絶対的人員不足解消のための 予算処 
置を、 全学的にはたらきかけることになった。 

第 3 回 昭和 48. 9. 28 ( 金 ) 
1) 図書整理費 は ついて 
未 整理図書を整理するために、 とめおき 200 万円の凍結解除を 部局長会議等に 
要請することになった。 
2) 建物新宮に伴う 設備費関係について 
標記について 協議した。 
3) [ 広報 図書館特集号について ] 
標記特集号に 盛り込むべき ，点について 協議した。 

第 4 回 昭和 48. 10. 30 ( 火 ) 
1) 図書購入費について 
語学関係図書の 充実について、 5 年計画が決まった。 また、 学生別図書購入費 
の使途について 協議した。 

2) 移転について 
総合的な移転計画のためのデータを 準備することになった。 
3) 建 親ほついて 
標記について 協議した。 

第 5  回 昭和 48.  11.  30  ( 金 ) 
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1) 移転計画について 
移転計画が諒承された。 
2) 建新は ついて 
建 新要求 品 口目について 説明があ った。 

第 6 回 昭和 48. 12. 18 ( りく ) 
1) 建物新宮 費は ついて 
冷房装置の予算要求について 協議した。 
2) 移転関係について 
協議の結果、 図書の配置については、 将来委員会で 検討することになった。 

第 7 回 昭和 49. 1. 29 ( 火 ) 
1) 建物新宮 費 冷房装置予算の 追加について 
標記予算の半額は、 図書館が持つ 方向で進むことになった。 
2) 昭和 48 年度一般教育等 ( 一年次 ) 図書館経費の 追加 分は ついて 
追加分の配分について 協議した。 

第 8 回 昭和 49. 3. 5 ( 火 ) 
1) 昭和 49 年度予算について 
館長から、 予算案作成にあ たって 、 新たに考慮すべき 点について説明があ った。 

第 9 回 昭和 49. 3. 30 ( 土 ) 
1) 昭和 49 年度予算項目について 
従来の項目のほか、 図書館の新設、 統合移転にともなう 項目について 承認され 
た   

2) 建 新対策について 
要求額が大幅にけずられたため、 その対策が審議され、 不足額を補うため「豆嚢 妻 
新援助 費 」を次回までに 決定することになった。 

昭和 49 年度 
第 1 国 昭和 49. 5, 17 ( 金 ) 
1) 昭和 49 年度予算について 
所要見込 額は ついて検討の 結果、 両分室の負担額 は ついて今後検討することに 
なった。 
2) 昭和 50 年度概算要求について 
参考業務関係を 重点的に要求することが 了承された。 
3) 図書館の移転について 
7, 8 月中に移転することが 確認された。 
4) 建 親ほついて 
標準額に対する 不足額 は ついて、 全学的見地より 考慮されるよう 要望すること 
になった。 

第 2 回 昭和 49. 6. 18 ( 火 ) 
1) 予算の学内配分について 
図書館への援助を 要望する適切な 案は ついて、 各協議員に対し 協力 方 依頼があ っ 
た   

2) 専任図書館長について 
輪番制、 各大学における 館長のあ り方、 専任館長育成の 問題等を検討する と 
になった。 
3) 整理業務の今後について 
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昭和 49 年度より件名目録を 廃止したが、 その後の課題について 協議した。 
第 3 回 昭和 49. 7. 16 ( 火 ) 
1) 附属図書館の 予算の運用について 
将来の図書館予算のあ り方を検討するために、 本協議会に予算特別委員会を 設 
げることになった。 

2) 図書館の仕事について 
貸出および整備作業の 簡略化、 図書館資料の 備品・消耗品への 区分、 図書館刊 
用手引き、 夜間開館等について 協議した。 
3) 図書分室の名称について 
館長に一任することになった。 
4) 図書館諸規則 
親附属図書館規則を 改正し、 図書館運営委員会規則、 貸出規則、 館長選出規則 
などの諸規則を 制定することとし、 その原案は事務局で 作成することになった。 
5) 附属図書館業務量と 組織のあ り方 
これからの図書館のあ り方をふまえ、 職員の配置等について 協議した。 

第 4 回 昭和 49. 9. 18 ( 水 ) 
1) 学生別図書館案内について 
開館にあ たり、 案内パンフレットを 配布することになった。 
2) 夜間開館について 
費用、 人員等の事清を 勘案し、 当面、 中央 館 で夜間開館することとした。 
3) 予算特別委員会について 
これからの図書館予算のあ り方を検討する 委員会を発足させることになった。 

第 5 回 昭和 49. 12. 10 ( 火 ) 
1) 工学部分室の 経過措置について 
常盤台で開館するまでの 工学部分室の 職員の給与の 負担は、 常勤職員は図書館、 
非常勤職員は 工学部とする。 
2) 予算特別委員会原案 
審議の範囲、 会議の持ち方などについて 話し合われた。 
3) 図書館経費 
収入金額に比し、 支出見込み額が 約 200 万円多く、 前後処置を検討することに 
なった。 

第 6 回 昭和 50 ． 1. 24 ( 金 ) 
1) 図書館の予算について 
余裕予算の配分順位が 決められた。 
2) 本学図書館の 機械化について 
電算機設置準備調査班を 設置することとし、 5 人の職員で構成することになっ 
た   

第 7  回 昭和 50 ． 2,  28  ( 金 ) 
1) 図書館予算について 
不足分の処理について 協議した。 
2) 夜間開館について 
次期館長への 引継ぎとして、 経済・経営協議員と 協議してまとめ、 これを各分 
館長に提示することになった。 
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昭和 50 年度 
第 1 回 昭和 50 ． 5.  23  ( 金 ) 
1) 図書館の組織と 管理運営について 
標記について、 評議会に提出することになった。 
2) 概算要求について 
事務部 制 設置を要求することが 承認された。 

3) 建設委員候補者の 選出について 
館長選出学部以覚の 輪番制ということで、 経営学部から 選出された。 

第 2  回 昭和 50 ． 6.  27  ( 金 ) 
1) 図書選定委員会について 
同委員会を発足させることになり、 館長、 各学部より 各 1 名 ( 協議員または 図 
書 委員 ) および図書館事務部より 1 名の委員で構成することになった。 

第 3 回 昭和 50 ． 9. 23 ひめ 
1) 昭和 50 年度 校費 配分額および 同予算 ( 案 ) について 
原案のとおり 承認された。 
2) 図書館に関する 規則の改正について 
標記について 審議した。 

第 4 回 昭和 50. 10. 17 ( 金 ) 
1) 中央図書館工学部分室の 面積について 
工学部分室の 面積は、 1,930 ㎡をもとに設計することが 承認された。 
2) 横浜国立大学附属図書館利用規則 ( 案 ) について 
10 条までの審議をした。 
3) 図書館利用規則 ( 案 ) の第 3 条の分室の件について 
庶務課に事情を 聞いた上で、 必要あ れば分館長会議に 任せることになった。 

第 5 回 昭和 50. 11. 14 ( 金 ) 
1) 横浜国立大学附属図書館利用規則 ( 案 ) について 
審議の結果何点かの 修正がなされた。 

第 6 回 昭和 50 ． 12. 9 C 金 ) 
1) 横浜国立大学附属図書館利用規則 ( 案 ) について 
前回に引き続き 審議した。 

第 7 回 昭和 51. 1. 30 ( 金 ) 
1) 横浜国立大学附属図書館利用規則 ( 案 ) について 
前回に引き続き 審議した。 
2) 厚生補導経費について 
標記経費の事項について 説明の後、 審議の結果、 選書委員で選書し 中央図書館 
で購入することになった。 

第 8 回 昭和 51. 3. 12 ( 金 ) 
1) 昭和 51 年度附属図書館予算事項 ( 案 ) について 
事項についての 説明があ った。 

2) 館 報の発行について 
発行について 検討することになった。 

-@  249  一 



2. 横浜国立大学附属図書館運営委員会協議事項要約 

W 同 51 年度 
第 1 回 昭和 51. 5. 18 ( 火 ) 
1) 昭和 51 年度特別設備費について 
音声・映像再生システム ( 中央 館 ) 除湿 器 、 マイクロフィルムキャビネ 、 ット 
( いずれも経済・ 経営分室 ) を計上した。 
2) 昭和 52 年度概算要求 
①事務機構の 整備 ( 夜間開館要員 2 名純増、 中央、 工学 )  ②リーダー・プリ 
ンター③学生別参考図書賈④テキストブックバッテリー⑤都市・ 環境科学 
研究情報コーナー 整備 の 5 件を計上した。 
3) 文献複写規程の 一部改正について 
文部省事務次官通知に 基づき改正した。 
4) 選書委員会について 
新運営委員会の 下部組織に改組するため、 5 月 18 日付で内規を 改正することに 
なった。 

第 2 回 昭和 51. 6. 25 G 金 ) 
1) 図書館報の発行について 
創刊号を、 8 頁、 1,000 部、 費用 10 万位で、 秋までに発行することになった。 
2) 工学分室の設計計画について 
1930 ㎡、 2 階建を昭和 52 年度概算要求として 提出することになった。 
3) 寄贈受入れした 故 小栗敬姉教授の 蔵 書 500 冊を、 「小栗文庫」とした。 
第 3 回 昭和 51. 7. 20 C 火 ) 
1) 昭和 51 年度附属図書館予算について 
図書貸料費以外の 予算は了承された。 (37.698.000 円 ) 

第 4 回 昭和 51. 9. 14 ( 火 ) 
1) 附属図書館予算 ( 図書資料費 19,451,600 円 ) が了承された。 
第 5 回 昭和 51. 10. 22 ( 金 ) 
い 図書館資料区分による 図書用語の定義について 

「図書館資料取扱区分」と「横浜国立大学附属図書館貴重図書選定基準」が 子 
承 された。 

第 6 回 昭和 51. 12. 7 ( 火 ) 
1) 「貴重図書・ 特殊図書の規定・ 保管及び利用に 関する内規について」 
細部を除き了承された。 
2) 学生別図書購入費の 追加配分約 400 万円を参考図書購入にあ てることになった。 
第 7  回 昭和 52.  1.  28  ( 金 ) 
1) 2 部学生自治会から 館 外貸出冊数をふやすよ う 要求があ ったが、 「特別帯出 ] 
を 弾力的に運用することになった。 
2) カード目録の 経済・経営分室への 備え付け費用について、 継続して検討するこ 
とになった。 
3) 工学分室の光熱水 費 の 立替額 70 万円を、 予算振替えすることになった。 
第 8 回 昭和 52. 2. 22 ( 火 ) 

I) 図書館運営委員会規則の 改正及び図書館資料選定小委員会規則の 制定について 
標記について、 審議の結果了承された。 
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昭和 52 年度 
第 1 回 昭和 52. 5. 20 ( 金 ) 
1) 昭和 52 年度特別設備費について 
①音声。 映像再生システム 装置②自動入館者計測装置を 要求することになっ 
た   

2) 昭示 口 53 年概算要求について 
①事務機構の 整備 ( 夜間開館要員の 増 ) ②図書館近代化設備費 ( 電子計算機に 
よる図書館業務の 近代化 ) ③参考図書購入費 を要求することになった。 

第 2 回 昭和 52. 6. 21 ( 火 ) 
1) 昭和 52 年度附属図書館予算について 
標記について 協議した。 
2) 図書館資料選定方針の 確認について 
具体的問題については「選定小委」で 協議することが 確認された。 

第 3 回 昭和 52. 7. 20 ( 水 ) 
1) 昭和 52 年度附属図書館予算について 
第 4 回 昭和 52. 9. 16 ( 金 ) 
1) AV 資料室の暫定的運用方針について 
標記について 協議した。 

2) 自然系覚国雑誌の 配分案について 
購入雑誌の配置は 中央 館 とし、 当該雑誌の選定は 図書館資料選定委員会が 行う 
こととした。 
3) 昭和 52 年度備品購入計画について 
4,800 千円が学内配分されたが、 その使途について 次回再検討することになった。 
4) 本学所蔵 図書目録作成計画について 
標記について 協議した。 

第 5 回 昭和 52. 12. 6 ( ソく ) 
1) 備品費について ( 資料 16 参照 ) 
原案の一部を 修正し、 了承した。 
2) 製本済の雑誌の 貸出について 
委員から要求があ り、 検討することになった。 

第 6 回 昭和 53. 2. 7 ( 火 ) 
1) 学生用図書購入費について 
使途について 協議した。 

2) 製本済の雑誌の 貸出について 
利用規則の改正は 行わず、 利用規則 8 条 4 項を弾力的に 運用し、 教官に限り条 
件付きで貸出すことになった。 

昭和 53 年度 
第 1 回 昭和 53. 5. 16 ( 火 ) 
1) 昭和 53 年度特別設備費について 
スタックランナー ( 可変積層書架 ) 、 館内放送及び 時報設備を要求することに 
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なった。 

2) 昭和 54 年概算要求について 
①事務機構の 整備 ( 夜間開館要員の 増 )  ②参考図書購入費 (5,05(H 千円 ) 
③外国雑誌購入費 (6,00(H 千円 )  を要求することになった。 
3) 経済・経 営 分室の保有面積の 変更について 
貿易文献資料センタ 一新設に伴い、 経済・経営分室の 保有面積のうち 187.19 ㎡ 
を経済学部に 変更した 旨 館長から報告があ り了承されたが、 今後この種の 問題は 
当委員会に諮ることとなった。 

第 2 回 昭和 53. 6. 27 ひ 0 
1) 図書館資料選定方針について 
協議の後、 各委員の意見を 参考に小委員会によって 意見の集約を 行い、 次回運 
営委員会に諮ることとなった。 

第 3 回 昭和 53. 7. 18 ( 火 ) 
1) 図書館資料選定方針について ( 資料 13 参照 ) 
協議の結果、 小委員会案が 了承された。 
2) 昭和 53 年度附属図書館予算について ( 資料 m2 参照 ) 
原案を次のとおり 修正して承認された。 「増加図書目録作成経費 0  を削除 
し 備考欄にその 経費があ れば刊行の用意があ る 旨 記入すること」 

第 4 回 昭和 53, 9. 19 ( 火 ) 
1) 図書館運営費について 
標記について 意見交換を行った。 
2) 入庫証の発行について 
入庫資格を学部学生まで 拡大したいとの 事務部案が提出されたが、 関係教官と 
協議してから 改めて提案することになった。 
3) 昭和 53 年度及び 54 年度における 外国図書の収善計画について 
各学部教官に 協力を求め、           については館長に 一任することで 了承さ 
れた。 

第 5 回 昭和 53. 10. 24 G 火 ) 
1) 図書館運営費について 
標記について 協議した。 

第 6 回 昭和 53. 11, 28 ( 火 ) 
1) 備品整備計画について 
条件付きで原案が 承認された。 
2) 図書館運営費について 
標記について 協議した。 

第 7 回 昭和 54. 1. 23 ( 火 ) 
1) 学生用図書購入費の 追加配分について 
当 予算執行について、 事務部案が提案され、 一部修正し了承された。 
2) 図書館運営費について 
これまでの検討事項等を 盛り込み、 館報 特別号に掲載することとなった。 

第 8 回 昭和 54. 2. 27 ( 火 ) 
I) 附属図書館の 現状一図書館白書一について 
3 月中に草案を 作成することになった。 
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昭和 5W 年度 
第 1 回 昭和 54. 5. 22 ( 火 ) 
1) 昭和 54 年度特別設備費要求について 
雑誌検索用端末 機 、 館内放送及び 時報設備の要求が 了承された。 
2) 昭和 55 年度概算要求 ( 国立学校。 施設整備費 ) について 
夜間開館要員 2 名純増、 参考図書賈 5,050 千円、 外国雑誌購入費 6,0(XH 千円、 図 
書館 ( 書庫 ) RC 4 2,270 ㎡ の要求が了承された。 
3) 図書館白書について 
引き続き検討を 進め、 草稿がまとまり 次第委員会で 検討することとなった。 
4) D 工学分室の夜間開館について ] 
分室の開館目 (9 月 H1 日 ) までに結論を 出すことが了承された。 

第 2 回 昭和 54. 6. 29 ( 金 ) 
1) 図書館資料選定方針について 
附属図書館資料費予算及び 同予算の運営 は ついて了承された。 
2) 附属図書館建設委員会 ( 仮称 ) について 
委員を選出した。 
3) 附属図書館分室の 運営について 
主として夜間開館について 意見交換が行われた。 

第 3 回 昭和 54. 7. 24 ( 火 ) 
1) 夜間開館について 
①全分室で夜間開館を 行 う 。 ②夜間開館要員 4 名の経費は、 図書館 2 名、 経済。 
経営 1 名、 工学部 1 名の割合で負担する。 ③夜間開館の 時期は関係部局と 協議し 
て決定することとした。 

第 4 回 昭和 54. 10. 5 ( 金 ) 
1) 附属図書館分室の 夜間開館実施について 
教育分室は中央 館 と一体 ィヒ して g 月 Hl 日から、 工学分室は H) 同 1 日から、 経済。 
経営分室は ml 月 t 日を目途に実施することが 了承された。 
2) 図書館資料費予算について 
①学生別図書購入費が 増額配分された 場合は、 各事項に割り 振る。 ②特別図書 
購入費については、 今年度は、 経済。 経営学部が選書 収 書することとなった。 
3) 附属図書館改善充実 ( 第 4 次 ) 実施計画について 
標記について、 説明及び意見交換が 行われた。 

第 5 回 昭和 54. 11. 6 ( 火 ) 
1) 附属図書館改善充実 ( 第 4 次 ) 実施計画について 
標記について、 意見交換が行われた。 

第 6 回 昭和 54. 12. 7 ( 金 ) 
1) 学術雑誌総合目録 ( 欧文綿 ) の作成について 
作成にあ たっては、 学内所蔵 のすべての学術雑誌を 収録する方針が 承認された。 
2) 附属図書館組織の 整備について 
分室の名称変更、 資料の合理的配置等について 協議が行われた。 

第 7 回 昭和 55. 1. 29 ( 火 ) 
1) 附属図書館分室の 名称変更について 
附属図書館改善充実 ( 第 4 次 ) 実施計画が了承され、 各分室の名称を 下記のと 
おり変更することが 了承された。 

教育分室 づ 教育科学。 人文科学系研究フロアー 
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経済・経営分室づ 社会科学系研究図書館 
工学分室 づ 理工学系研究図書館 

2) 昭和 56 年度概算要求について 
共同利用保存図書館の 新設、 経済・経営分室の 改造を要求することとなった。 

第 8 回 昭和 55. 3. 18 ( 火 ) 
1) 昭和 54 年度研究図書整備費について 
上記整備費について 説明があ り、 同整備費の翌年度以降のあ り方について 協議 
した。 
2) 図書館規則等の 一部改正について 
標記について 了承された。 

昭和 5W 年度 
第 1 回 昭和 55. 5. 16 ( 金 ) 
1) 昭和 56 年度 ( 施設整備 ) 概算要求について 
施設整備関係 : ①共同利用保存図書館 ②社会科学系研究図書館の 改造 
事務機構の整備関係 : ①事務部組織の 改組 ②図書館職員の 増 2 名 
について要求することが 了承された。 

2) 横浜国立大学附属図書館利用規則の 一部改正について 
相互利用を推進するための 条項を新設した 言説明があ り、 一部改正について 子 
示 された。 

3) 「図書館利用および 学術情報需要に 関するアンケート」調査について 
大学院学生以上を 対象としてアンケート 調査を実施することとなった。 

第 2 回 昭和 55. 6. 24 ( 火 ) 
1) 昭和 56 年度概算要求について 
施設関係については、 学術情報機関としての 性質を持たせる 方向でより検討す 
ることになった。 

2) 昭和 55 年度図書館資料予算案について 
研究図書整備費については、 次回検討することとし、 予算案は承認された。 

． 3) 社会科学系研究図書館の 改造について 
社会科学系研究図書館の 入口設置ついて、 経済学部案を 承認した。 

第 3 回 昭和 55. 9. 12 ( 金 ) 
1)   清 朝 サービス態勢について 
既存データ・べ ー スの利用及び 本学 独 白のデータ・べース 形成という観点から、 
整備推進して 行くことが了承された。 
2) 公用帯出について 
標記について 協議が行われた。 

3) 研究図書整備費について 
標記整備費の 制限限度額 は ついて協議が 行われた。 

第 4 回 昭和 55. 10. 21 ( 火 ) 
1) 公用帯出の事務処理について 
標記については、 公用帯出図書にはカード ( 目録カード ) 1 枚を添付し、 力一 
ド 複製の便宜を 図書館側がはかることになった。 
4) 第 2 期 収善 計画の策定について 
資料に基づき 協議し、 5 点を選定した。 

第 5 回 昭和 55. 12. 5 G 金 ) 
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1) 電気化学データベースの 連用について 
標記について、 覚書 ( 案 ) ( 資料 27) が了承された。 
2) 附属図書館新館の 構想について 
標記について、 討議された。 

第 6 回 昭和 56. 1. 27 ( 火 ) 
1) 附属図書館規則の 一部改正について 
異議なく承認された。 
2) 公用帯出の定義について 
事務部から説明があ り、 公用帯出の手続きについては、 事務部で最善の 方法を 
検討することとした。 
3) 学術雑誌の収集について 
学内における 雑誌の集中化について、 各学部の意見交換が 行われた。 
4) 附属図書館資料費予算について 
追加予算額の 割振について 了承された。 

第 7 回 昭和 56. 3, 20 ( 金 ) 
1) 附属図書館規則の 一部改正について 
全学的改正の 一環として、 附属図書館規則を「附属図書館規程」と 改正するこ 
とが承認された。 
2) 社会科学系研究図書館の 書誌目録について 
同図書館所蔵 の洋書の書誌目録作成について、 事務部で検討の 上、 次回取り上 
げることにした。 

3) 附属図書館新館について 
情報処理センター 構想の中で、 情報図書館として 構想したい旨事務部から 提案 
があ り、 討議が行われた。 

昭和 56 年度 
第 1 回 昭和 56. 4. 24 C 金 ) 
1) 研究図書館の 書誌目録について ( 継続審議事項 ) 
経費負担について 協議した。 
2) 昭和 57 年度 ( 国立学校 ) 概算要求について 
情報処理センターと 合体させた新館建設案が 承認された。 

第 2 回 昭和 56. 5. 26 ( 火 ) 
1) 昭和 57 年度 ( 国立学校 ) 概算要求について 
建物の新設及び 職員増 2 名を要求することになった。 
2) 情報処理センター 創設準備室分室の 開設について 
理工学系研究図書館の 一室を同準備室分室として 使用することが 承認された。 

第 3 回 昭和 56. 7. 3 ( 金 ) 
1) 昭和 56 年度図書館資料費 は ついて 
研究図書整備費及び 古典。 叢書類の執行方針については、 今後継続して 検討し 
ていくことになった。 

2) 附属図書館新館構想について 
概算要求の提出について 承認された。 

第 4 回 昭和 56. 9. 22 ( 火 ) 
1) 昭和 56 年度附属図書館運営費予算 ( 案 ) について 
2) 昭和 56 年度附属図書館資料費予算修正について 
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第 5 回 昭和 56. 10. 23 ( 金 ) 
1) 古典，叢書類について 
標記について 協議した。 

第 6 回 昭和 56. 11. 24 ( 火 ) 
1) 昭和 56 年度附属図書館資料費予算修正について 
各予算項目について 協議の結果、 修正 ( 案 ) が原案のとおり 了承された。 
2) 社会科学系研究図書館の 改造について 
3 ～ 4 年計画で書架を 入れることから 始めることで 了承された。 
3) 研究図書館の 運営について 
遥宮小委員会のようなものの 設立提案が委員からあ ったが、 現実的でないとの 

理由で取り上げられなかった。 
第 7 回 昭和 57. 2. 12 ( 金 ) 
1) 環境科学研究センタ 一の運営委員会への 加入について 
協議の結果、 了承された。 

昭和 57 年度 
第 1 回 昭和 57. 5. 12 ( 水 ) 
い 昭和 58 年度国立学校特別会計概算要求について 
①事務機構の 整備 ( 整理課長補佐及び 閲覧課長補佐の 新設、 自然科学系担当職 
員の増員 ) が承認された。 
②附属図書館 ( 情報図書館 ) 新宮工事については、 学内での審議が 不十分であ 
るので、 概算要求は差し 控え、 検討委員会を 設けることになった。 

第 2 回 昭和 57. 6. 29 ( 火 ) 
1) 昭和 56 年度附属図書館決算報告について 
第 3 回 昭和 57. 9. 21 ( 火 ) 
1) 昭和 57 年度附属図書館予算案について 
原案のとおり 承認された。 委員から、 参考図書購入内訳リストを 本委員会に提 
出するよう要望があ った。 
2) 昭和 58 年度自然系覚国雑誌購入費による 雑誌の購入について 
自然系覚国雑誌購入費の 大幅な減額に 対応するため、 運営委員会の 中に「特別 
委員会」 ( 仮称 ) を設置し、 具体的な審議を 委ねることとなった。 

第 4 回 昭和 58. 3. 28 ( 月 ) 
1) 昭和 59 年度国立学校特別会計概算要求について 
図書館事務部で 諸般の事情を 勘案し検討したものをもとに 協議し、 来年度さら 
に検討することとした。 

昭和 58 年度 
第 1 回 昭和 58. 4. 19 ( 火 ) 
1) 昭和 59 年度国立学校特別会計概算要求 ( 案 ) について 
附属図書館増築の 要求について 審議したが、 次回再度審議することとなった。 

第 2 回 昭和 58. 5. 10 ( 火 ) 
） 1 昭和 59 年度概算要式 ( 案 ) について 
各部局から意見が 出たが、 要求案の取扱は 館長に一任することとなった。 

第 3 回 昭和 58. 6, 24 ( 金 ) 
1) 昭和 57 年度附属図書館決算報告について 
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種々意見が取交わされた 後 了承された。 
2) 自然科学系覚国雑誌購入予算について 
昭和 58 年度標記予算については、 附属図書館の 資料費から充当することとし   
次回運営委員会で 検討することになった。 

第 4 回 昭和 58. 7. 19 ( 火 ) 
1) 昭和 58 年度附属図書館図書館貸料費 は ついて 
執行予算費目として「一般教育図書賈」が 認められた。 

第 5 回 昭和 58. 9. 16 ( 金 ) 
1) 昭和。 M8 年度附属図書館予算について 
第 6 回 昭和 58. 10. 28 ( 金 ) 
1) 昭和 59 年度自然科学系覚国雑誌について 
自然科学系覚国雑誌特別小委員会が 作成した「選定リスト」 A ランク及び B ラ 
ンク計 25 誌を購入することとなった。 昭和 60 年度の購入 誌は ついては来年度見直 
しを行い、 改めて検討することとした。 

第 7 回 昭和 59. 3. 21 ( 水 ) 
1) 学生別図書の 選書分担について 
標記についての 図書館資料選定小委員会の 審議結果が承認された。 

昭和 59 年度 
第 1 回 昭和 59    5. 11 ( 金 ) 
1) 附属図書館運営委員会の 今後のあ り方について 
同委員会の審議を 効率的にし、 資料選定小委員会との 関係を円滑にするための 
方策について 審議した。 
2) 昭和 60 年度概算要求について 
附属図書館の 増築計画案が 了承され、 概算要求を行うことが 了承された。 

第 2 回 昭和 59. 6. 29 ( 金 ) 
1) 附属図書館における 組織及び運営の 見直しについて 
標記について 協議した。 
2) 附属図書館の 増築について 
昭和 59 年度概算要求 ( 附属図書館増築 ) が認められたため、 実施設計について 
の提案、 提言の要求があ った。 

第 3 回 昭和 59. 9. 18 ( 火 ) 
1) 昭和 60 年度自然科学系覚国雑誌の 購入について 
外国雑誌購入の 取扱については、 図書館資料選定小委員会で 審議。 決定するこ 
ととした。 
2) 中央図書館一般教育図書の 選書分担について 
標記について 協議した。 

第 4 回 昭和 59. 10. 30 ( 火 ) 
1) 一般教育図書の 選書分担について 
標記について 協議した。 

第 5 回 昭和 59. 11. 26 ( 月 ) 
1) 一般教育図書の 選書分担について 
全学の合意を 得るために、 検討を続けることになった。 

第 6  回 昭和 59.  12.  14  ( 金 ) 
1) 一般教育図書の 選書分担について 
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今年度は、 図書館資料選定小委員会が 一般教育図書の 選書をすることになった。 
第 7  回 昭和 60 ． 3  .  19  ( 火 ) 
1) 寄贈図書の受 人は ついて 
寄贈図書の受九基準について 検討することとした。 

昭和 60 年度 
第 1 回 昭和 60 ． 5, 7 ( 火 ) 
1) 昭和 f6,1 年度概算要求 ( 案 ) について 
「図書館の電算機の 更新」を要求することとなった。 

第 2 回 昭和 60 ． 6, 21 G 金 ) 
1) 中央図書館の 増築、 改修工事について 
標記工事に伴う、 休館及び業務の 一時停止について 了承された。 
2) 一般教育図書の 選定について 
当分の間、 選定要項 ( 資料 10) に基づき実施することとなった。 

第 3 回 昭和 60 ． 9. 13 ( 金 ) 
1) 昭和 60 年度附属図書館予算 ( 案 ) について 
中央図書館購入の 雑誌については、 3 年毎に見直すこととし、 昭和 58 年度につ 
づき来年度見直すこととした。 

第 4 回 昭和 60. 11. 19 ( 火 ) 
1) 2 号館閲覧 室 について 
増築された 2 号館閲覧宣に 4 つのコーナーを 設けることとし、 ①世界の中の 日本 
② 21 世紀への展望 ③美術書コーナ 一については 了承されたが、 「わが大学の 研 
究コーナⅠ ほ ついては学部に 時帰り検討した 上で、 次回協議することになった。 

第 5 回 昭和 61. 3. 18 ( 火 ) 
1) 2 号館閲覧 室は ついて 
懸案だった「わが 大学の研究コーナⅠは、 単行書を配架することで 了承された。 

昭和 6W 年度 
第 1 国 昭和 61. 5. 9 ( 火 ) 
1) 昭和 62 年度概算要求について 
職員の定員増 3 名を要求することになった。 
2) 当面する図書館遥宮上の 間題 
の資料費予算の 再検討②図書館の 管理運営機構の 在り方③本学内の 学術情 
報ネットワーク 構想④一般市民への 図書館公開等について 次回以降検討してい 
くこととなった。 

第 2 回 昭和 61. 6. 26 ( 木 ) 
1) 資料費予算について 
学生用図書購入費の 他費目への配分についての 協議結果を基に、 予算案を作成 
することになった。 

第 3 回 昭和 61. 9. 18 ( 木 ) 
1) 昭和 62 年度自然系覚国雑誌の 購入予約について 
協議の結果、 現行通りとすることになった。 

第 4 回 昭和 61. ロ ． 20 C 木 ) 
1) 新システム導入について 
導入後の手続き 上の変更点について 説明があ り、 目録カード廃止等については 
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学部に持ち帰り、 引き続き協議することになった。 
2) 利用規則の一部改正について 
新システム導入に 伴う利用規則の 一部改正については、 学部に持ち帰り、 引き 
続き協議することになった。 

第 5 回 昭和 62. 1. 20 ( りの 
1) 新システム導入について 
導入に伴う手続上の 変更点について 確認された。 目録カード廃止に 伴う処置と 
しては、 希望があ ればカード形式のリストを 印刷し提供することになった。 
2) 利用規則の一部改正について 
帯出資格及び 帯出冊数を 3 段階とすることになった。 

昭和 62 年度 
第 1 国 昭和 62. 4. 21 ( 火 ) 
1) 昭和 63 年度概算要求について 
協議の結果、 昭和 63 年度の概算は 見送ることとし、 今年度は社会科学系研究 図 
書館の改善を 図るため、 小委員会を設置して 具体案を検討することになった。 
2) 当面する図書館の 諸問題について 
①図書館の公開 ②学術情報センタ 一のデータサービス 実施 ③図書館と学部 
図書委員会との 関係 ④ Audio-Video 関係資料 について討議が 行われた。 

第 2 回 昭和 62. 6. 26 ( 金 ) 
1) 社会科学系研究図書館について 
同図書館の改善に 関する小委員会の 構成について、 経済。 経営 各 2 名、 教育。 
工学名 1 名、 館長及び事務部長とすることとなった。 

第 3 回 昭和 62. 9. 18 ( 金 ) 
1) 社会科学系研究図書館の 改修について 
同図書館改善小委員会の 委員が選出された。 
2) 図書館の公開について 
10 月開催の関東地区附属図書館事務 ( 部。 課 ) 長 会議での検討結果を 見て 、 検 
討を進めることになった。 

第 4 回 昭和 62. Ⅱ． 24 C 火 ) 
1) 図書館の公開について 
本学図書館における 一般市民への 対応要項 ( 案 ) が提示されたが、 次回あ らた 
めて協議することになった。 
2) 社会科学系研究図書館の 改修について 
排水除湿、 パイプ撤去、 スペース拡張等の 営繕費を要求することとなった。 

第 5 回 昭和 63. 2. 26 ( 金 ) 
1) 図書館の公開について 
一般市民への 対応要項第 2 次 ( 案 ) が、 一部修正の上了承された。 
2) 規則改正について 
本年 4 月より、 整理課を情報管理課、 閲覧課を情報サービス 課に課 名 変更し   
収書係 、 受 入 係を図書受人傑、 雑誌愛人 係 に改組することが 了承された。 
3) 社会科学系研究図書館について 
同図書館から 中央図書館への 図書移動について、 来年度も引続き 検討していく 
ことになった。 
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昭和 63 年度 
第 1 回 昭和 63. 4. 15 ( 金 ) 
1) 昭和 f64 年度概算要求について 
今回は提出を 見送り、 1 年間図書館の 将来計画プロジェクトにつ し ) て 検討した 
上 で、 提出することになった。 

第 2 回 昭和 63. 7. 1 G 金 ) 
1) 昭和 62 年度附属図書館決算報告 
第 3 回 昭和 63. 9. 16 ( 金 ) 
1) 自然系覚国雑誌の 継続購入について 
協議の結果、 来年度も現行のとおり 購入することになった。 

第 4 回 昭和 63. 11. 22 ( 金 ) 
1) 当面の諸問題について 
ア ) 図書資料費 は ついて 

一般教育図書及び 学生別図書購入費について 協議の結果、 図書館資料選定小 
委員会で、 具体的に検討することになった。 

第 5 回 平成元． 3. 3 ( 金 ) 
け 大型コレクシ ， ンの 選定について 

協議の結果、 選定は新年度の 図書館資料選定小委員会で 行 う こととし、 同計画 
の実施要項について 図書館資料選定小委員会で 検討することになった。 
2) 資料選定について 
学生用及び一般教育図書の 選定を年 1 回とする提案があ り、 協議の結果、 実施 
方法について 次年度協議することになった。 

平成元年度 
第 1 回 平成元． 4. 21 ( 金 ) 
1) 資料選定の時期について 
従来、 学生別図書及び 一般教育図書の 選定を年 2 回行っていたが、 年 1 回にし 
たいとの提案があ り、 了承された。 
2) 平成 2 年度概算要求について 
協議の結果、 今回は見送ることになった。 

第 2 回 平成元． 6. 20 ( 、 火 ) 
1) 昭和 63 年度附属図書館決算報告 
第 3 回 平成元． 9, 22 ( 金 ) 
1) 平成 2 年度購入自然系覚国雑誌について 
協議の結果、 現行のとおり 購入することが 承認された。 

第 4 回 平成元． 11. 28 ( 金 ) 
1) 学内 LAN について 
学内 LAN のノード設置 方は ついて、 情報処理センターと 折衝することが 了承 
された。 
2) 大学院 ( 人文・社会科学系 ) 図書 収 善計画の見直しについて 
標記経費の特別図書購入費の 選書分担等については、 選定小委員会で 審議する 
ことになった。 

第 5 回 平成 2. 2. 20 ( 火 ) 
1) ブックディテクション 装置の設置について 
標記装置を、 平成 3 年度概算要求として 提出することが 了承された。 
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2) 社会科学系研究図書館の 将来について 
同図書館の将来計画を 検討するために、 小委員会を設置することが 了承された。 

平成 2 年度 
第 1 回 平成 2. 4. 17 ( 火 ) 
1) 社会科学系研究図書館将来計画検討小委員会の 継続設置ついて 
標記将来計画についてまだ 結論が出ていないので、 本年度も継続することが 了 
承された。 
2) 国際経済法学研究科からの 図書館各種委員会への 参加について 
標記については、 同研究科本予算成立及び 学部教授会の 結果を待って 改めて協 
議することになった。 

第 2 回 平成 2. 6. 26 ( 火 ) 
1) 国際経済法学研究科の 委員参加について 
運営委員会へは 1 名の参加が、 また図書館資料選定小委員会への 参加も認めら 
れた。 任期は平成 4 年 3 月 31 日までとし、 年度末までに 再度協議することになっ 
た。 

第 3 回 平成 2. 9. 21 ( 金 ) 
1) 社会科学系研究図書館の 将来計画について 
将来計画 ( 案 ) が提案され、 協議の結果各部局に 持ち帰り、 次回検討すること 
になった。 

2) 平成 3 年度購入自然系覚国雑誌について 
現行のとおり 継続することが 了承された。 

第 4 回 平成 2. 10. 30 ( 火 ) 
1) 社会科学系研究図書館の 将来計画について 
前回提案された 将来計画 ( 案 ) の基本方針を 認め、 関連部局から 提起された 問 
題は ついて、 今後協議していくことになった。 

第 5 回 平成 2. 12. 13 ( 木 ) 
1) 社会科学系研究図書館の 将来計画について 
同図書館の運用上の 諸問題等について 詰めることと 並行して、 貿易文献資料セ 
ンターと図書館事務レベルの 折衝を進めることになった。 

第 6 回 平成 3. 1. 22 ( 火 ) 
1) 社会科学系研究図書館の 将来計画について 
標記計画案が 了承された。 ただし、 書架配置 図は ついては ( 案 ) とすることに 
なった。 

2) 社会科学系研究図書館将来計画検討小委員会の 廃止について 
同計画が策定されたことに 伴い、 標記小委員会の 廃止が了承された。 

第 7 回 平成 3. 2. 19 ( 火 ) 
1) 平成 4 年度概算要求について 
平成 3 年度要求の ブッ                                             ム一式を引き 続き要求するこ 
とになった。 

平成 3 年度 
第 1 回 平成 3.  4. 23 ( 火 ) 
1) 視覚障害者対策について 
標記について 協議した。 
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第 2 回 平成 3. 6. 19 ( 水 ) 
1) 平成 2 年度附属図書館決算報告 
2) 平成 3 年度附属図書館予算 ( 案 ) について 
第 3 回 平成 3. 9. 26 ( 木 ) 
1) 平成 4 年度自然系覚国雑誌の 購入について 
原案のとおり、 了承された。 
2) 情報処理センター 電算機更新に 関わる仕様策定委員会委員の 選出について 
図書館選出委員として、 事務部長を選出した。 

第 4 回 平成 3. 12. 3 ( 火 ) 
1) 一括寄贈資料選定要項 ( 案 ) について 
図書館資料選定小委員会での 検討結果をもとに 協議の結果、 語句を修正の 上 、 
了承された。 

2) 大学院 ( 人文・社会科学系 ) 図書 収 善計画実施要項について 
国際経済法学研究科の 設置に伴う、 標記条項の改正について 了承された。 
3) 社会科学系研究図書館について 
関係部局と図書館との 意見交換のため、 ワーキング・グループ 的なものを設け 
ていくことになった。 

第 5 回 平成 4. 2. 21 ( 金 ) 
1) 平成 5 年度概算要求について 
平成 3 年度以降要求中のブック・ディテクシ ， ン 装置を要求することが 了承さ 
れた。 
2) 完全週休 2 日制の導入について 
完全週休 2 日制導入後の 土曜日開館について 意見交換を行い、 来年度本委員会 
で引き続き協議することになった。 

平成 4 年度 
第 1 回 平成 4. 4. 22 ( 水 ) 
1) 完全週休 2 日制実施に伴う 附属図書館の 対応について 
土曜日開館する 場合の経済的負担等について 協議の結果、 5 月以降土曜日を 休 
館することになった。 
2) 図書館利用規程の 改正について 
土曜日休館となったことに 伴う図書館利用規程の 改正が、 承認された。 
3) 附属図書館自己点検・ 評価について 
中間報告 ( 案 ) について協議の 結果、 語句を訂正・ 加筆して提出することになっ 
た   

第 2 回 平成 4.  6. 22 ( 月 ) 
1) 平成 3 年度附属図書館決算報告 
2) 平成 4 年度附属図書館予算 ( 案 ) について 
第 3 回 平成 4. 9. 24 ( 木 ) 
1) 平成 4 年度教育研究特別経費て 特月 Ⅱ ピデトリ の申請について 
前年度に引き 続き「図書館におけ る ニュー メ ディアの利用に 関する調査研究」 
を申請することになった。 
2) 社会科学系研究図書館の 将来計画について 
標記計画の未確定事項のうち、 書架設置に関しては 同図書館ワーキング・グルー 
プでの議論の 後、 本委員会で決定することが 了承された。 
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第 4 回 平成 4. 11. 9 ( 月 ) 
1) 社会科学系研究図書館の 将来計画について 
同図書館ワーキング。 グループでの 議論の結果策定した 書架配置 図 ( 案 ) が 、 
了承された。 
2) 自己点検。 評価について 
自己点検。 評価委員会の 位置づけ、 点検。 評価の内容等について 継続審議する 
ことになった。 

第 5 回 平成 4. 12. 15 <: 火 ) 
1) 自己点検。 評価について 
附属図書館自己点検委員会改正案について 討議の結果、 構成員、 検討事項につ 
いて確認の後、 了承された。 
2) 総合情報処理センター 電算機更新における 仕様策定委員会委員の 選出について 
図書館選出の 委員として、 事務部長が選出された。 

第 6 回 平成 5. 2. 23 ( 火 ) 
1) 平成 6 年度概算要求について 
中央図書館 3 号館 ( 新築 ) を要求項目として 提出することが 了承された。 
2) その他 
ア ) 土曜日の開館について 
来年度も土曜日休館とすることになった。 

イ ) 社会科学系研究図書館の 将来計画について 

具体的 配架 資料について 関係者と協議した 結果、 それら資料を 配架するため、 
1 階南側を学術雑誌フロアーとすることが 了承された。 
ウ ) 横浜国立大学自己点検・ 評価報告書 ( 本報告 ) について 
既に提出している 中間まとめのうち、 数字改定の要あ るものについて 数字を 
いれかえ、 字句訂正の上提出することになった。 
エ ) 附属図書館自己点検委員会について 
3 月中に委員会を 開催し、 事務部 側 との共通理解を 図ることになった。 

平成 5 年度 
第 1 回 平成 5. 5. 7 ( 金 ) 
1) 平成 6 年度概算要求 ( 追加 ) について 
図書館 入 。 退館 管理システムが 補正予算で実現することになり、 討議の結果、 
集密書架を追加要求することになった。 
2) 平成 5 年度附属図書館運営委員会の 検討課題について 
6 項目が提示され、 種々協議した。 

第 2 回 平成 5. 7. 12 ( 月 ) 
1) 平成 4 年度附属図書館決算報告について 
2) 平成 5 年度附属図書館予算 ( 案 ) について 
光熱水 費 不足分は追加配分を 充てること、 CD 一 ROM 資料継続購入は 他の予 
算を流用することで、 原案のとおり 了承された。 
3) その他 
ア ) 平成 5 年度教育研究特別経費 ( 特別 分 ) の要求について 
要求の申請が 了承された。 

イ ) 土曜開館について 
国立大学附属図書館の 土曜開館の実情に 鑑み、 本学も施行的に 10 月から中央 
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図書館 一ケ 所を土曜開館することになった。 
なお、 来年度以降の 実施方法については、 更に検討していくこととした。 

第 3 回 平成 5. 11. 18 ( 木 ) 
1) 図書館運営費の 増額について 
標記についての 各部局の状況について 委員から説明があ り、 それらを参考に 再 
度各部局長に 図書館運営費補助について 働きかけることになった。 
2) 社会科学系研究図書館将来計画について 
同図書館 1 階の保存図書館に 関連して、 重複図書の取扱いについて、 原案のと 
おり了承された。 

3) C. シャ ゥプ 博士旧蔵 書、 文書等の受入れについて 
標記蔵 書等を一括寄贈資料として 取り扱うことが 了承され、 名称は「カール   
シャ ゥプ ・コレクシ， ン 」と決定した。 

第 4 回 平成 6. 2. 22 ( 火 ) 
1) 平成 7 年度概算要求について 
3 号館新築を要求することが 了承された。 
2) 土曜日の開館について 
平成 6 年度の土曜日開館については、 予算措置が出来るまで、 本年度と同じ 体 
制 ( 常勤職員の交代勤務 ) で開館することになった。 

平成 6 年度 
第 1 回 平成 6. 5. 24 ( 火 ) 
い 附属図書館運営委員会規程の 一部改正について 
国際開発研究科設置にともない、 標記規程を改正することになった。 
2) 附属図書館図書館資料選定小委員会細則の 一部改正について 
国際開発研究科設置にともない、 標記細則を改正することになった。 
3) 平成 6 年度附属図書館運営委員会の 検討課題にっ い   
提案のとおり 了承された。 
4) 附属図書館自己点検委員会の 今後の進め方について 
自己点検委員会の 下に小委員会を 設け、 検討を進めていくことになった。 

第 2 回 平成 6. 7. 22 ( 金 ) 
1) 社会科学系研究図書館将来計画の 実施について 
同図書館業務の 経済学部への 委託に関する「覚書」が 了承された。 
2) 平成 6 年度教育研究特別経費 ( 特別 分 ) について 
前年度の研究計画を 継続することになった。 
3) 仕様策定委員会の 設定について 
CD サーバシステム 設置のための 仕様策定委員会を 設置することになり、 委員 
を選出することになった。 
4) 将来像検討委員会への 対応について 
館長が企画委員会に 参加することに 関連して、 「図書館将来像検討小委員会」 
を設置することが 了承された。 

5) 本学教官著作物の 図書館への寄贈について 
地 大学の事例を 参考に 、 申し合わせ ( 案 ) を事務部が作成し、 委員会に提示す 
ることになった。 

第 3 回 平成 6. 10. 14 ( 金 ) 
1) 横浜国立大学附属図書館利用規程の 一部改正について 
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本年 10 月から業務委託による 土曜日開館の 実現、 及び開館日数増加を ぅ けて   
標記規程を変更することが 了承された。 
2) 国立学校施設長期計画書 は ついて 
長期計画として 新 1 号館の改築を 提出することが 了承された。 
3) 附属図書館業務用電子計算機仕様策定委員会の 設置について 
平成 7 年度の電子計算機システム 更新にむ け て、 仕様策定委員会を 設置するこ 
とになり、 委員を選出することになった。 

4) その他 
ア ) 本学教官著作物の 図書館への寄贈について 
地 大学の例を参考に 申し合わせを 作成する予定であ ったが、 そのような例が 
ないので、 年度初めに館長から 各部局長に寄贈 方 依頼することになった。 

第 4 回 平成 7. 2. 21 ( 金 ) 
1) 「横浜国立大学附属図書館事務分掌細則」の 改正について 
事務合理化の 一環としての 係の再編成、 及びニューメディア 対応の係の新設に 
ついて説明があ り、 協議の結果、 了承された。 
2) 土曜日開館等に 伴 う 各種要項等の 改正について 
各種要項等の 改正が了承された。 

平成 7 年度 
第 1 回 平成 7. 4. 15 ( 金 ) 
1) 平成 7 年度附属図書館事業計画について 
5 項目について 説明があ り、 了承された。 
2) 附属図書館運営委員会の 当面する課題について 
貸料に基づき 説明があ り、 了承された。 

第 2 回 平成 7. 7. 14 ( 金 ) 
1) 平成 7 年度教育研究特別経費 ( 特別 分 ) の要求について 
実施計画調書の 提出期限が早まったため、 すでに提出した 旨 報告があ り、 了承 
された。 

第 3 回 平成 7. 12. 18 ( 金 ) 
1) 平成 9 年度附属図書館概算要求について 
中央図書館 3 号館を引き続き 要求することとし、 摘要職 1 の一部を削除して 要 
来書を提出することが 了承された。 

平成 8 年度 同 第 1 平成 8.  6.  6  ( 木 ) 
1) 横浜国立大学附属図書館運営委員会規程の 一部改正について 
運営委員会委員の 任命手続きの 省略等により、 標記規程の一部改正が 了承され 
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2) 平成 8 年度附属図書館事業計画について 
次のとおり承認された。 
①平成 8 年度教育研究特別経費 ( 特別 分 ) の要求 
②附属図書館 WWW ホームページ 開設 
③学術雑誌目次速報データベース 形成事業への 参加 
3) 1996 年度 ( 平成 8 年度 ) 附属図書館運営委員会への 検討依頼事項について 
今回は意見交換にとどめ、 次回以降続けて 検討していくことになった。 
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4) その他 
ア ) 国際経済法学研究科が 図書館長の推薦学部になる 件については、 本委員会の 
検討事項ではないこと、 運営委員の増員については、 次回検討することが 了承 
された。 

第 2 回 平成 8. 7, 16 ( 火 ) 
1) 国際経済法学研究科から 選出される附属図書館運営委員の 増員について 
審議の結果、 再度審議することとした。 
2) 1996 年度 ( 平成 8 年度 ) 附属図書館運営委員会への 検討依頼事項について 
検討項目について 審議し、 更に継続審議することとした。 

第 3 回 平成 8. 10. 24 ( 木 ) 
1) 1996 年度 ( 平成 8 年度 ) 附属図書館運営委員会への 検討依頼事項について 
検討項目について 審議し、 更に継続審議することとした。 

第 4 回 平成 8. 12. 6 ( 金 ) 
1) 1996 年度 ( 平成 8 年度 ) 附属図書館運営委員会への 検討依頼事項について 
種々審議した 結果、 館長一任として 学長に答申することとした。 

第 5 回 平成 9. 8. 7 ( 金 ) 
1) 横浜国立大学附属図書館図書館資料選定小委員会細則の 一部改正について 
原案のとおり、 承認された。 
2) 附属図書館将来計画検討委員会要項について 
審議の結果、 図書館で再検討することとなった。 
3) 利用者サービスの 拡張について 
理工学系研究図書館の 土曜日開館を、 予算措置があ れば本年 10 月 1 日を目途に 
実施することが 了承された。 
4) 経済学部研究棟入口の 管理について 
標記研究棟の 管理強化のため、 入口を磁気力 一ド 化することが、 社会科学系研 
究 図書館の時間外利用にさしさわりないようにすることで、 承認された。 
5) その他 
ア ) 附属図書館運営委員会への 委員以外の者の 出席について 
平成 9 年度から、 運営委員会規程にもとづき、 総合情報処理センターからの 
本委員会への 出席を認めることとした。 
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第 8 類 統合前の附属 書館回想 ( 職員 ) 

私と創設期の 横浜国立大学附属図書館 

岡 野 弘 之 

私は横浜国立大学創設期の 昭和 24 年 6 月から大学が 保土ケ谷キャンパスに 統 

合する直前の 昭和 48 年 3 月までの 24 年間、 一貫して附属図書館事務長を 務めた。 

明治何年生の 私は鎌倉 竜 宝寺に育ち、 湘南中学校をへて、 駒沢大学予科、 上 

野の文部省五図書館職員養成所 ( 当時男女共学 ) を 6 年に終了、 7 年横須賀 海 

重工廠総務部に 入り、 小栗上野介時代の 資料から、 工廠の資料を 整理した。 10 

年駒沢大学仏教学部に 戻り、 同大学図書館の 夜間主任を勤め、 13 年卒業、 たま 

たま 北 支那方面軍の 宣撫 官 要員 募召に 応募して 3 月 渡支 、 宣撫 官 。 新民会。 天 

津特別 市 教育局長を歴任。 敗戦により 23 年 ml 月末帰国した。 

前年帰国した 神奈川師範男子部長松崎英次先生 ( 北京にて大東亜省勤務中和 

りあ った ) が 、 新制大学になると 図書館の専門職員が 必要と思い、 上野帝国図 

書館の岡田 温 先生を尋ね司書職者の 推薦を頼んだところ、 私を推薦され、 その 

年の大晦日に 私の家を訪ねた。 23 年 1 同 31 日 鎌倉で松崎先生に 会い、 即日則ち 

31 日付で採用された。 

当時の師範男子部の 図書室は教務係の 一部で、 担当は私を入れて 2 名、 翌年 

新制大学の横浜国立大学学芸学部となった。 私は新制大学としての 図書館の構 

想を纏めて全学評議会に 提案した。 教育学部評議員中央アジア 史の小林高四郎 

教授の推薦で、 この案が採用され 事務長となり、 初代館長渡辺輝一教授。 第 3 

代館長松崎実玖教授。 前記の小林教授の 万々と図書館の 充実に力を尽した。 

教育学部は鎌倉、 経済学部は清水 ケ丘 、 工学部は腔明寺と 分散キャンパスに 

適合する図書館は 中央 館と 3 分館とした。 構成校の図書室は 図書館としては 不 

充分なので、 目録は和漢書は 日本目録規則、 洋書は ALA の洋書目録規則、 分 

類 表は日本十進分類表に 拠った。 閲覧目録カードは 著者名目録。 書名目録でな 

く辞書体目録とし、 配列は和洋 混配 、 その為に日本式ローマ 字法によって 和漢 
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書は読みをローマ 字化した。 この辞書体目録で 中央 館 で全学の図書の 所在がわ 

かるようにした。 

新着図書は中央館は 司書事務、 分館は購入。 閲覧を担当する。 則ち分館で購 

入手続の終った 図書はファイバー 製の書類 函で 中央 館 に送る。 中央 館 では事務 

用カードを作り 登録事務を行った。 事務用カードに 分類番号を記入、 閲覧 カ一 

ド 作製の指示、 標目のローマナイズをした。 この作業は私が 皆目を通し、 訂正 

力 ロ 筆した。 閲覧用カードを 作製して、 分館へ図書にそのカードを 付けて送り返 

し、 分館ではカードを 目録 ヵ一ドに繰 込み、 図書には装備して 閲覧事務を行っ 

た   

構成校の旧蔵 書の再整理は 中央館の司書が、 勿論私も先頭になって 行った。 

学芸学部の蔵 書は 25 年 這は 終ったので中央館は 工学部に移った。 工学部は 6 科 

に大部分の蔵 書は分けていたので 各科ごとに行った。 建築科は鉄入りの 図版を 

項目別に分けていたので 各峡 に戻すのに大変苦労した。 各科に分けていなかっ 

た 図書の中に大正新修大蔵 経のような善本もあ った。 工学部の旧蔵 書の再整理 

も終ったので 31 年 3 月経済学部に 移った。 経済学部分館の 再整理は 41 年に終了、 

それからは新着図書の 整理に力をそそげるようになった。 然し 41 年頃 から学生 

運動が起り、 横浜国立大学でも 経済学部では 学校封鎖され、 経済学部分館の 蔵 

書、 閲覧 ヵ一ドの 一部が損害を 受けた。 然し本館が持っていた 全学基本 ヵ一ド 

目録があ ったので直ちに 復旧することができた。 

蔵 書の充実に努力することは 当然であ る。 新制大学になった 時 学芸学部に寄 

付された基金で 大日本古文書等の 基本図書の購入をしたり、 学芸学部分館の 学 

部内移転の時、 火災予防の見地から 校舎群の中央から 左側の武道場に 移すこと 

を提言し、 学芸学部火災の 際焼失を免かれた。 更に進駐車、 アメリカ文化セン 

タ等から先方の 好意で多数の 洋書をいただいた。 大船海軍燃料 廠が 今度の大戦 

中ドイッより 潜水艦で持って 来た学術雑誌 ( 現在工学部分館にあ る ) 、 神奈 )ll 

県教育委員会よりは 毎年展示された 教科書類、 又、 八方手を蓋して 集めた新憲 

法制定の時の 討議資料等があ る。 

新制大学図書館を 旧制大学図書館並みに 近づけよ うと 、 平常業務のほかに 日 

本 図書館協会大学部会理事となり、 大学図書館と 国立国会図書館との 相互協力 
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の会合に出たり、 大学図書館基準。 国立大学図書館改善要項。 国立大学図書館 

研究集会に協力、 関東地区国立大学図書館長会議を 結成 C26 年 7 月 ) 、 文部省 

に 支援を求める 為 全国国立大学図書館長会議を 結成、 29 年 10 月その 策 1 同大会 

を横浜国立大学で 開催 ( 第 2 章第 1 節参照 ) 、 続いて文部省主催国立大学図書 

館研究集会を 開催、 爾来横浜国立大学はその 幹事館となって 活躍した。 

更に学校図書館法の 施行に際しては 横浜国立大学は 文部省の委嘱を 受け学校 

図書館司書養成教育講習会を 28 。 29 年開催、 私はその講師 ( 文部省大学設置 審 

議会より 28 年に図書館学講師の 判定を受けた ) 、 以後学芸学部の 司書教諭取得 

の鳥の司書課目の 講師を務めた。 父神奈川県内の 私立大学図書館との 協力、 或 

は神奈川県図書館協会の 一員となり協力に 努めた。 

最後に種土 ケ谷 キャンパスに 横浜国立大学附属図書館をど う 建築するか、 ど 

う ゆう機能を持たせるか、 どう運営するかについては、 45 年の欧州 6 ケ国 、 49 

年のアメリカ。 カナダ、 53 年の北欧 4 ケ国 、 同年の新中国大学図書館を 見学し 

た 智識と国立大学図書館長会議で 見聞した戦後の 大学図書館についての 智識か 

ら勘案して構想をねったが、 退官することになったのは 残俳であ った。 

司 書 係 の 居 、 い 出 

臭 水 鹿 子 

OPAC が登場するまで、 図書館で資料を 捜す手段はカード 目録であ った。 

私は、 昭和 34 年度から 53 年度までの 20 年間カード目録の 作成に携わった。 

附属図書館には 全学の目録が、 各分館には白飴所蔵 分の目録が備えつけられ 

ていて、 閲覧用としては、 辞書体目録と 分類目録の二種類があ った。 辞書体 目 

録は著者名、 書名、 件名の各カードを 和書、 洋書ともアルファベット 順に混 配 

したものであ り、 分類目録は図書の 分類 順 に配列したものであ った。 

カード複製に 当たっては、 ろうびき原紙を 使い下口書は 手書き、 洋書は英文 タ 

イプライタ一で 原稿を作り、 謄写版で必要枚数を 複製した。 刷り上がった カ 一 
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ドに 著者名、 書名、 件名を加筆しローマナイズした。 

司書 係 には数台のタイプライターがあ り、 岡野事務長と 競ってタイプした 昔 

が今も耳に残っている 0 終業時には使用したタイプライターをロッカ 一に収納 

した。 さらに、 門馬係長時代には 本、 筆記用具等もすべて 片づけ、 事務机の上 

には何も放置することはゆるされなかった。 

昭和 46 年より整理業務に 関する問題を「図書館整理担当者会議」で 討議し、 

その結果を係長会議で 決定していた。 決定事項は「整理通報」として 発行し職 

員に知らせていた。 その中からいくつかをあ げてみよう。 

⑥目録規則を 変更した。 和書は日本目録規則 1965 年版に、 洋書は英米目録規 

則に。 (Nal  昭和 46 年 5 月 10 日 ) 

⑥国立国会図書館印刷 ヵ一ドを 採用した (N0.2  昭和 46 年 9 月 ) 

⑥文部省通達「 MARCI[ 磁気テープ利用による 洋書整理業務の 合理化、 省 

力化実施要項」を 受入れた。 CNo.6  昭和 47 年 9 月 18 日 ) 

⑥図書の図版に 対する浮世印を 廃止した。 (N0.7  昭和 48 年 5 月 7 日 ) 

⑥閲覧用目録は、 著者名目録、 書名目録、 分類目録とした。 (N0 ． 9  昭和 49 

年 4 月 15 日 ) 

その結果、 約 24 年間続いた辞書体目録が 凍結されたのであ る。 

学芸学部分館 一 想 い 出すままに 一 

飯 塚 實 

私が鎌倉にあ った学芸学部分館へ 赴任したのは、 附属図書館に 就職してから 

6 年後の昭和 35 年 4 月で、 当時の係長は 筒井さん ( 後に閲覧課長 ) で、 係員に 

は 山崎さん ( 後に経済学部助手 ) 、 大野さん、 金子さんがおられた。 

その頃 は大学創立から 10 年経過したばかりで、 学部全体の蔵 書冊数は漸く 4 

万冊を越え、 年間増加冊数も 3 千冊程度であ った。 分館は昭和 29 年頃 には学部 

本館の ゴヒ 側の 2 階建の独立建物であ ったが、 私が赴任した 当時は本館の 西側 手 
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前 ( 八幡宮 側 ) 平屋建の l 日武道場に移転しており、 総面積 545 ㎡のうち南側を 

閲覧室及び開架書庫、 北側を事務室及び 閉架書庫に使用していた。 

整理係を担当していた 頃 だから確か昭和 37 年頃 のことであ ったと 居 、 うが、 当 

時社会科教育の 助教授であ った吉田太郎氏のご 尽力により、 分館で殆ど所蔵 し 

ていなかった 明治初年学制発布当時の 師範学校編纂教科書、 明治期の検定。 国 

宗教科書等の 貴重なコレクシ。 ンを 分館の蔵 書に加えることができた。 

山崎さんの転出により 愛人事務を担当することになった。 今のように電卓が 

なかったため ，慣れない算盤を 片手に数字を 扱う毎日を過ごすことになったが、 

山崎さんと交替した 計算に堪能な 鳥屋部さん ( 現 筑波大学図書館情報サービス 

課長 ) に大変お世話になったものであ る。 

その後昭和 39 年 4 月に門馬さんが 係長として着任されたが、 その後 1 年も経 

たない昭和 40 年 1 同 14 日未明の出火で 本館及び研究室 棟 が焼失した。 辛うじて 

罹災を免れた 分館に同年 8 月末まで残留して 焼失図書の調査や 会計検査院への 

調書作成を行った。 調書作成といってもまだ 複写機がなかったので 大変手数が 

掛かったものであ る。 同年 9 月 1 日清水 ケ 丘の経済学部本館に 移転し、 閲覧 サ一 

ビスを開始した。 中庭にプレハブの 閲覧室を仮設したのもそれから 暫く経って   

のことであ る。 その後大学紛争で 昭和 AA 年 1 同 31 日経済学部が 封鎖されたため、 

中区立野町の 横浜分校に移転し 封鎖解除で再び 清水 ケ 丘に戻ってきたのは 同年 

10 月末のことであ った。 

工学部雑誌目録作成の ろ 

久保田 満 子 

昭和 39 年 5 月、 神奈川県の援助による 工学部中央図書館が 弘明寿キャンパス 

中庭に竣工した。 中央図書館と 化学系図書室が 統合し、 2 階が雑誌フロアとな 

り 積層書庫 3 、 4 階にも雑誌バックナンバーが 配 架された。 新図書館に移転し 

てから、 私は工学部所蔵 欧文雑誌目録の 原稿作成を黒瀬係長から 託された。 所 
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蔵 雑誌の デ一 タは 、 すでにタイトル 毎にカードに 記入されていて、 それをもと 

に所蔵 拳骨、 詩名変遷の確認がその 仕事だった。 疑問が出る度に 各学科図書室 

に 出向いて現物にあ たった。 

当時、 工学部の主たる 建物は、 名教自然碑を 前に西を正面として コ の字をな 

し 、 右翼 2 階に機械工学科及び 造船工学科図書室、 主翼の中庭に 面した 1 階に 

は 、 化学系図書室があ った。 ( 化学系図書室は 後に中央図書館と 統合した。 ) 電 

完工学科及び 化学工学科は、 主棟 とは別にキャンパスの 東側に別棟があ り、 そ 

の 南側には金属工学科の 建物が東西に 長く位置し、 各図書室はそれぞれの 建物 

の中にあ った。 建築学科図書室は、 もと工学部図書館南側に 新しく建てられた 

建物の 2 階にあ った。 

機械工学科及び 造船工学科図書室は 、 私の記憶では 金属製の書架が 鈍く窯元 

りしていて、 製本雑誌の表紙も 濃紺系が多かったせいか、 いつも重々しい 雰囲 

気で心が引き 締まるのを覚えた。 機械工学科図書室には、 賑やかな寺岡綾子 さ 

んのあ と渡辺晃子さんが 勤めていて、 いつもシーンとしていた。 造船工学科は 

吉岡 勲 先生が図書室の 実権 を握っていたようで、 痩身の体をピンとはって 、 鍵 

束 をべルトに下げて 大股で歩いてくる 姿が今でも思い 浮かぶ。 

建築学科の図書室は 、 明るい閲覧 室 が確保されておりいつも 閲覧者がいて 活 気があ った。 書庫には特製の 木製書架に大型 木 が大事に収納されていて、 Ⅰ 
で 働く高木さんを 羨ましく 居 、 った 。 

電気工学科図書室へは IEEE Transactions について何度も 調べに行ったの 

に 、 図書室の様子などはぼんやりとしていて 思い出せない。 

閲 覧 室 の 思、 い 出 

藤 原 令 鶴子 

清水 ケ 丘の校舎の 2 階、 階段を昇って 左に行くと図書館事務室があ り、 真っ 

直ぐ行くとつき 当たりが図書館 ( 本館 ) 閲覧 室 になっていた。 入口を入ると 左 
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側にずらりと ヵ一 ボ ク スが並んでおり、 その奥にカウンターがあ った。 

当時 ( 昭和 40 年前後 ) 、 新人がまず配属されたのは 経済図書 係 で、 閲覧 室に 

関する業務全般 く カウンター業務、 目録カード百曲 U 、 貸出力 一ド 作成等Ⅰを行っ 

ていたと記憶している。 当然、 教官や学生と 毎日接触があ った筈だが、 今となっ 

ては、 殆ど何も思い 浮かばない。 

寧ろ印象深かったことといえば、 新入職員になって 間もない頃 にあ った蔵 書 

点検であ る。 丁度閲覧室の 奥が書庫になっており、 更にその先が、 一般教育閲 

覧 室 へ通り抜けになっていた。 

その書庫の蔵 書を、 事務用カードと 照合しながら 点検して行く 作業を、 2 人 

1 組になって行 う のだが、 大声で請求番号や 書名を読み交わしながら、 その 合 

間 にちょっとした 雑談などをしている 内に、 だんだん先輩職員とも 打ち解け合っ 

て 、 慣れない作業も 楽しかったように 記 ， 漬 している。 点検の最中に 閲覧室の窓 

から雀が迷い 込んで来たりすると、 作業を中断して 追い回したりしていた。 

もうひとつ鮮明に 記，漬しているのは、 閲覧 室 入口寄り中央付近に 鎮座してい 

ただるまスト 一 ブ のことだ。 冬の朝出勤すると、 先ずこのスト 一 ブに 薪などで 

火を付け、 石炭を投げ入れて、 首尾よく燃焼させなければならない。 苦労と喜 

びの交叉する 作業であ った。 閉館後がまたまた 大変で、 灰をバケッに 入れて、 

校庭隅の所定の 場所に捨てに 行くのだが、 バケッごと投げ 捨てて、 もうも うた 

る吹 か ぐ らの薄れるのを 遠巻にして待ち、 頃 合いを見計らってバケッを 回収し 

て戻る。 その 為 いつもスカーフを 所持していたものだ。 

今 思うに、 夏はどうしていたのだろうか ? 扇風機でもあ ったのかどうか、 夏 

の方は全く記，憶にないのが 不思議であ る。 

参考 係 : 誕生、 蕾 、 そして開花 へ 

松 下 敬 子 

昭和 43 年 9 月 16 日参考 係 ( 係長 1 、 係員 2) が誕生した。 

文部省のレファレンス ( 参考業務 ) 充実計画により、 定員が t 名 ついた為で 
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あ る。 その時代レファレンスは、 これからの花形業務とみられ、 才智、 専門的 

知識、 健康、 快活、 勤勉、 協調 等々がレファレンサ 一の資格であ ると教科書 

に 記されていた。 それだけ揃えばもっと 良い職業がいくらでもあ ると、 よく 学 

生時代笑ったものであ る。 

新設 係 といっても参考図書室があ るわけでもなく、 既存の図書室のカウンター 

の 一部を借用、 レファレンスツールもあ るものを使っての 出発であ ったが、 

机をはじめ事務用品は 新しく買い整えられ、 欲しいものは 何でも言うように、 

そして庶務 係 には、 言われたものは、 何でも買う様にとの 事務長の言葉は 妙に 

嬉しかった。 

まず、 レファレンスツールの 整備に力が入れられ、 AA 年 1 月 8 日の全学図 

書協議会で、 参考図書 賈 が設けられるなど、 予算獲得が行われた。 AA 年度参考 

図書費の決算額は 70 ． 7 万円、 46 年度 134 万円、 48 年度 249 万円であ った。 (cf.45 

年男子大卒者の 初任給 3.67 万円、 又平成 8 年度の決算額 262 万円 ) 購入冊数は 

43 一 4f 年度で 880 冊、 ちなみに 47 年 3  月の本学参考図書の 現有冊数は 2,020 冊で 

あ り同規模の長崎大は 2,924 冊、 岡山大 4,264 冊、 千葉大 7,500 冊となっている。 

その頃 の名大の調査によると、 基本参考図書を 揃えるのに 1,500 万円、 J LA 

の 調査によると 43 年度に出版された 日本の参考図書を 全部揃えるためには、 

170 万円が必要であ った。 これらを出来るだけ 揃えてゆく為に 手始めとして 

JLA 「日本の参考図書」による 本学所蔵 チェックを行なった。 参考図書充実 

を 目標とした蕾の 時代であ った。 ス 参考 係 に定員が 1 名 増 となったのは、 48 年 

であ る。 

参考業務としては、 カウンタ一に 交代で出向き 参考質問への 解答、 情報検索、 

複写 く 学生アルバイト t 名 専任フマイクロ 撮 散地大学との 相互協力等を 行なっ 
た 。 参考 係 設立以前の 42 年度の参考業務取扱件数は 全学図書館で 343 件、 詳し 

い統計は残っていないが、 45 年度は参考採取扱だけで、 約 300 件 となっている。 

参考図書の整理に 関しては一般図書との 区別の為に図書ラベルの 色をグリー 

ンとし、 目録カードを 1 枚 別 配列する等して、 将来に備えていた。 

49 年常盤台移転により、 やっと独立した 参考図書室を 持ちあ る程度のツール 

を備え、 本格的なレファレンスサービスの 実施、 開花へと向かったのであ る。 
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現在ではデーター べ一 ス 、 インターネット、 CD--ROM 幸 - 培 日ソールも 変っ 
たが、 合計 13 年余り参考 係 に身を置き、 採用時に生意気にもレファレンスがや 

りたいと言った 私にとっては、 他の業務と比較して、 調査は大変でも 依頼者に 

とって満足できる 解答ができ喜ばれた 時、 そしてそれに 伴 い 自分の知識が 豊か 

になる事が大変嬉しく、 本当に良い仕事であ ると何度も思 、 っ たものであ る。 

( これを書くにあ たり、 筒井元係長、 渋谷元係員の 方に情報をいただ けたカ 

図書館研究会のことなど 

大 金 総 実 

構図大の図書館に 勤めて 30 年程になるが、 インターネット 通信や電子図書館 

が持て離される 世相にあ って、 採用された当時を 今では信じられない 手作業 は 

かりの仕事に 何か人間の温もりを 思い出させる 今日この頃 であ る。 昭和 40 年代 

を振り返ってみると 事務室は狭く、 設備。 用具も貧弱で、 日常の消耗品にも 事 

欠く状況にあ って、 「図書館はどう 在るべきか」、 「図書館員の 在り方とは ? 」 

等々大学の統合と 図書館組織の 一本化に向けて 活発な議論が 交わされ、 館員の 

熱気が感じられる 時代であ ったと思われる。 

そんな中にあ って『 横国 大図書館研究会』は 昭和 39 年に発足し、 館員の意志 

疎通の場として 大きな役割を 担っていた。 構成メンバー はほぼ常勤職員全員 

( 事務長。 庶務係を除く : 約 25 名内外 ) で組織され、 研究集会。 報告会 ( 見学、 

研修など ) 、 会報の発行、 図書館専門雑誌の 購読及びそのコンテンツ。 サービ 

ス等が主な事業であ った。 当時の記録を 紐解いてみるとやはり 横国 大図書館の 

一大変革であ った「大学統合後の 図書館構想」、 「 部制 に向けての事務組織の 在 

り方」の記事が 目立っている。 特に渋谷嘉彦 氏 ( 当時参考係員、 現相模女子大 

教授 ) の図書館機能と 組織についての 繊密な分析の 記事が光っており、 現在で 

も参考になる。 また本研究会では 門馬正見 氏 ( 当時整理係長 ) が委員長の時代 

に 『附属図書館概況昭和 44 ～ 50 年度』を冊子で 発行した。 これは新統合図書館 
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創立の模様から 部 制 施行の双年までの 記録がコンパクトにまとめられており、 

この沿革誌の 資料として大いに 有益であ ったのでないかと 思われる。 

学内紛争後、 大学内の風潮と 職員意識の変化もあ ってか自由参加の 組織が次々 

と 縮小・解散していったが、 本研究会もいつとはなしに 自然消滅の憂き 目を見 

た。 夢 よもう一度という 訳ではないが「各々が 会費を出し合い、 資料を揃え、 

お互いに見聞を 高め、 言 い た い ことを発表する 場 」が今の図書館に 在ってもい 

いと 思、 ぅ のは私だけの 単なる郷愁なのだろうか ? 

図書館統合 一思い出すままに 一 

矢 野 光 雄 

大学統合の一環として、 図書館統合問題が 全学図書協議会 ( 以下、 協議会 ) 

議題に上がったのは 友成忠雄館長のころからであ った。 以来、 この問題は建物 

が完成し、 組織の統合、 管理運営の一本化が 完成するまで 協議会の議題となっ 

た 。 私はこの時期、 経済図書係長～教育図書係長のポストにあ った。 協議会に 

は係長は陪席することになっていた。 

昭和 45 年 10 月、 協議会は「図書館建設に 関する 5 項目」を 石鶴認 し長きにわたっ 

た " 図書館建設のあ り方 " 論争は一段落となった。 中央図書館と 研究・情報国 

書館をつくること、 教育学部の研究・ 情報図書館は 中央図書館と 合体すること 

などが合意された。 45 年 4 月から私は教育学部分館に 配置換えとなり、 これま 

でとは異なった 立場から統合問題を 考えることになった。 

5 項目は確認されたが 統合はそれからが 本番であ る。 図書館統合には 二つの 

課題があ った。 一つは施設、 もう一つは組織であ る。 

建物は三か所に 建設されることになった。 一つの中央図書館と 三つの研究・ 

情報図書館であ る。 経済・経営学部、 工学部の研究・ 情報図書館はそれぞれ 当 

該 団地の建物群のなかに 作られるが、 教育学部のそれは 中央図書館に 合体する 

ことになっていた。 学部内では合体の 仕方について 議論が沸騰した。 議論の中 
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心は学部研究棟からのアクセスのし 方と統合後の 運営費問題についてであ った。 

アクセス問題は 教育学部側に 入り口を設けることで 解決した。 中央図書館に ゴヒ 

側 ( 正面 ) と東側と二つの 入 り口が設けられているのはこのためであ る。 運営 

費 ( 主に光熱費 ) は、 問題化した場合の 対策として学部が 公平に負担すべき 額 

が 計算できるよ う 建物内部にしかるべき 設備を設けることで 解決した。 

中央図書館の 建物プランは 佐藤仁先生の 設計であ る。 原案が協議会に 提案さ 

れ、 何回も改訂案が 示されたが容易には 決まらなかった。 私は、 設計小委員会 

というところに 呼ばれたことがあ る。 保土ケ谷クラブハウス 会議室の一隅に、 

佐藤仁先生と 圃 艶事務長、 田中庶務部長がおられた。 庶務部長から、 佐藤先生 

0 案作りに協力せよとのことであ った。 いろいろな問題があ った。 いろいろ 出 

ている意見を 図書館機能面から 建物空間のなかにどのように 取り入れるかが ポ 

イントだった。 この委員会には 数回にわたって 出たように 居 、 う 。 最終案が協議 

会 に提出され各学部の 了承を得るまで い く っ もの案が作られた。 もちろん図書 

系係長会議などにも 図られ図書館業務面からの 検討もされた。 この時期の館長 

は 藤田忠先生であ った。 

組織作りは田口武一館長の 時代であ る。 中央図書館は 竣工したが、 組織の一 

元 ィヒ がなされていなかったため、 教育学部分館は 中央図書館の 3 階にあ って 教 

有学部図書 係 として機能していた。 学部のスケジュールと 本館のそれとにはさ 

まれ分館運営上不都合が 生じたことも 少なくなかった。 

最初は規程づくりであ る。 それまでの図書館規則は、 組織、 館長選考、 利用 

に関することが 一つの規則にまとめられていた。 これを各々独立させ 新規程と 

して新たに制定した。 事務局の法規担当者との 打ち合わせは 精力的に繰り 返さ 

れた。 原案作成には 地大学の規程を 参考にした。 組織機構を一本 ィヒ した案が協 

議会で承認され、 さらに評議会の 議を経て制定されたものであ る。 

館長の任期は、 当時の全国の 国立大学の図書館長の 任期を調べ、 協議会の議 

を経て 3 年となったものであ る。 また、 利用規程は、 九州 @ 学などその他複数 

大学の規程が 参考とされた。 図書館建設問題が 激しく議論されている 頃 、 他大 

学を見学することが 協議会の会議で 決められ、 協議会メンバーと 出張したこと 

があ る。 その結果は協議会の 席で協議員から 報告された。 東京地区、 関西地区 
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のいくつかの 図書館を見た。 統合を終え、 新宮された図書館の 先輩たちの経験 

と意見も聞いた。 その中で今も 覚えている言葉があ る。 それは「図書館職員の 

気持ちが一 つ にまとまらなければ、 図書館の統合は 難しいですよ」と、 っぶや 

く よ う に発せられた 一言であ る。 い くつかの大学図書館で 増築や組織の 改組、 

仕事のリストラなどに 携わり現役を 離れたいま、 かっての横浜国立大学の 図書 

館 統合をふり返るとき、 この一言が私の 中にいっまでも 残る。 「むべなるかな」 

であ る。 

統合少し前の 清水 ケ 左図書館 

片 山 取 子 

京浜急行 商 太田駅から、 長い坂を歩いて 15 分程で清水 ケ 丘に着く。 

昭和 49 年 8 月に、 現在の常盤台キャンパスに 移転するまでの 附属図書館は、 

この清水 ケ 丘にあ った。 関東大震災直後に 建てられた日高商時代の 頑丈なコン 

クリートの建物とプレハブが 混在する雑然としたところに、 経済学部、 経営学 

部、 教育学部、 附属図書館が 同居していたので 方向音痴の私は 最初場所がわか 

らずに苦労したのを 覚えている。 

附属図書館は 旧高商時代の 古い建物の 2 階にあ り、 当然ながら現在のような 

冷暖房の設備などなく 夏は扇風機、 冬はスト一 ブ というあ りさまだったが、 暑 

さ 寒さをあ まり感じなかったのは 若かったことと、 あ こがれの図書館に 勤める 

ことができたという 緊張感のためだったように 思、 う 。 

閲覧室も今のようにりっぱなものではなく、 場所が狭いため 資料も開架には 

あ まり 配 架されておらず、 閉架書庫も何 ケ研 かに分かれていたので 利用者も図 

書館員であ る私達も資料探しには 苦労したが、 現在に比べると 教官も学生も 少 

なくのんびりしていたため、 利用者からの 苦情はあ まりなっか た よ う に 居 、 ぅ 。 

私が図書館に 勤め始めたのは 昭和 47 年からだが、 この時すでに 2 年後に常盤 

台 に統合移転することが 決まっていたのでその 引っ越しの準備が 始まっており、 
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結構忙しかった。 夏休みは学生アルバイトを 採用し、 閉架書庫の図書から 箱 詰 

にしていったが、 暑い中の重労働にもかかわらず 学生達と冗談を 言いながら 過 

ごしたのも楽しい 思い出となっている。 

また、 統合反対の学生運動も 盛んで構内では 連日のように 学生デモがあ り、 

元気の良いのと 熱心なのには 感心したのを 覚えてる。 

常盤台に移転してすでに 23 年。 ここ 15 年程はコンピュータが 導入され仕事も 

かなり簡素化され 便利になったが、 時々清水 ケ 丘を懐かしく 思い出すことがあ 

る 0 

常盤台新図書館への 移転 

岡 部 美 紀 

初めて常盤台を 訪ずれた時は、 まだ大学の建物は 何もなく、 現南 門近くの 旧 

クラブハウスだけだった。 ゴルフ場跡地なので 芝生が青々と 茂り、 地面もアッ 

プダウンになっていて 所々に木があ り、 ここが完成後どのようになるのか 待ち 

遠しい思いをした。 

1974 年 6 月新図書館が 完成すると、 移転前に交代で 勤務し 、 広くて明るい 図 

書館の中で受人体制の 準備を整えた。 しかし、 1973 年のオイルシ ， ック で経費 

削減を強いられ、 設備面等苦しいスタートとなった。 当初より予算が 少なかっ 

たので、 木製の特注書架は 1 階 参考図書室と 3 階教育科学。 人文科学系研究フ 

ロアだけに設置された。 それ以外は、 清水 ケ 丘の書架を解体運搬組立 ( 日本ファ 

イリング KK) そして再利用した。 

7 月 15 日からいよいよ 移転開始。 2 週間かけて図書梱包作業をした。 8 月に 

なると、 図書残務整理。 カード 箱 梱包。 備品類標示と 次第に緊迫感が 漂い、 台 

所用品等 ワン モノ類の梱包をする 頃 には、 引越しをする 実感が頂点に 達してき 

た。 8 月も終わる頃 になると、 そろそろ、 疲れも出始めてきた。 しかし、 9 月 24 

日の開館を目指して 最後に大仕事が 待っていた。 
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日本ファイリンバ KK による書架組立は 完了し、 各階の広い閲覧 室 には、 ダ 

ンボール箱 が山の様にうず 高く積まれていた。 私達は、 これを既に書架に 標示 

されている見出しにそってひたすらダンボール 箱 から本を出して 書架になら べ 

たのだ。 毎日毎日朝から 晩まで 開梱 ・ 配 架の繰り返し。 タメ息の回数が 徐々に 

多くなっていく 中、 開館に間に合うだろうかと 思いつつ、 やらなければという 

使命感で職員一同 ( 含 アルバイト ) 一丸となってやった。 無事予定通り 開館、 

万歳。 

移転作業について 記憶が薄れていく 申 、 この図書 開梱 。 配架 だけは、 今でも 

鮮明に覚えているのは、 余程大変な事だったのだと 改めて 思、 った 。 

一 280  一 



  

五十嵐裕子、 関口 欣也 

ここでは横浜国立大学附属図書館が 管轄する中央図書館 1 号 館、 同 2 号館、 

社会科学系研究図書館、 理工学系研究図書館について、 構造概要と延床面積、 

建築面積、 竣工年月日、 基本設計、 実施設計、 建築施工会社を 大学事務局施設 

部等の資料により 記述する。 また平面図は 平成 9 年 3 月の現状にもとづくもの 

で、 家具配置等は 省略した。 

1. 中央図書館 1 号館 

構造概要 : RC4 階、 延床面積 :3,958.17 ㎡。 建築面積 : 1,416.63 ㎡。 竣工 

年月日 : 昭和 49 年 6 月 10 日。 基本設計 : 設計委員会佐藤仁，。 実施設計 : 鬼 

頭 。 梓 建築設計事務所。 施工 : 前田建設工業㈱。 

求 佐藤仁氏は建築学科教授で、 図書館建築計画の 開拓者。 国会図書館の 計画 

( 昭和 36 年 ) と八戸市立図書館の 設計 ( 昭和 38 年 ) を担当した。 本学附属 

図書館建設には 昭和 42 年より全学図書協議会の ア ドバイザーとなり、 やが 

て 木学設計委員会の 委員として中央図書館の 基本設計を作成した (48 年 3 

月 ) 。 その後、 中央図書館 1 岩舘竣工の翌年、 10 月 23 日、 分節骨 洞 肉腫の 

ため逝去した。 享年 An 歳 。 

2. 中央図書館 2 号館 

構造概要 : RC5 階。 床面積 :3,492.07 ㎡。 建築面積     748.45 ㎡。 竣工年月 

日 : 昭和 60 年 8 月 9 日。 設計 : 本学施設部。 竣工 : 前田建設工業㈱。 

3. 社会科学系研究図書館 

構造概要 : SRC8 階のうち最下層 2 階。 図書館部分起床面積 1,073 ㎡。 竣 

二年月日 : 昭和 49 年 6 月 10 日。 基本設計 : 設計委員会溝口長男㌔ 実施設計     

㈱近藤建築設計研究所。 施工 : 佐藤工業㈱。 
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ホ 溝口長男氏は 横浜国立大学専任講師。 

4. 理工学系研究図書館 

構造概要 : RCZ 階。 起床面積 1,930.34 ㎡。 建築面積 :1,084.06 ㎡。 竣工年 

月日 : 昭和 54 年 3 月 15 日。 基本設計 : 設計委員会山田腔 康 ，。 実施設計 : ㈱ 

国 建築事務所。 施工 : ㈱三木組。 

* 山田腔 康 氏は当時建築学科助教授。 

      200｀   
図 16 常盤台キャンパス 全体配置 図 ( 横浜国立大学施設部 ) 
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図 17  中央図書館 1 階平面図 
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2 階平面図 
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図 20  中央図書館 4 階平面図 
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図 21 社会科学系研究図書館 1 階 平面図 
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図 22 社会科学系研究図書館 2 階平面図 
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図 23 理工学系研究図書館 1 階 平面図 
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図 24 理工学系研究図書館 2 階平面図 

一 290 一 



( 備考 ) このほか本学附属図書館の 管轄に属さない 学部。 学科の主な資料室。 

図書室等はっ ぎ のとおりであ る。 

教育学部 : 英語資料室。 ドイッ譜図書室。 哲 倫理学資料室。 心理学資料室。 

数学図書室。 理科教育資料室。 物理資料室。 音楽資料室。 

特殊教育資料室。 

経済学部 : 貿易文献資料センター ( 国立学校設置法施行規則第 20 条による 学 

部 附属の研究施設 ) 。 

経営学部 : 研究資料室。 

国際経済法学科 : 国 経法資料室。 

国際開発研究所 : 国際開発資料室。 

工学部 : 機械図書室。 金属図書室。 建築図書室。 船舶海洋図書室。 

電子情報図書室。 心教。 数学図書室。 
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第 10 類 附属図書館沿革 略 年表・大学概要・ 附属図書館概要 

飯塚 實 、 久保田満子 

1  横浜国立大学附属図書館沿革 略 年表 
昭和 24 年 5 月 31 日 国立学校設置法 ( 昭和 24 年法律第 150 号 ) により、 横浜国立大学が 

設置されるとともに、 附属図書館が 設置され、 準備事務室を 学芸学 

部構内 ( 鎌倉市雪の下 ) においた。 

10 月 1 日 学芸学部分館、 経済学部分館及び 工学部分館が 設置された。 

館長、 分館長及び事務長が 発令された。 

昭和 2W 年 3 月 22 日 附属図書館規則を 制定した。 

3 月 附属図書館事務室 ( 庶務、 司書 係 ) を工学部構内 ( 南区大岡町 ) に 

置いた。 

10 月 1 日 本館で一括集中整理を 開始した。 ( 辞書体目録の 作成 ) 
昭和 26 年 4 月 1 日 学芸学部分館立野分室が 設置された。 

昭和 28 年 8  月 文部省委嘱により、 本学で司書・ 司書補講習会を 開催した。 

1O 月 t 国 学芸学部分館立野分室が 昇格し、 学芸学部構涯分館が 設置された。 

昭和 29 年 10 月 11 ～ 14 日 第 1 回全国国立大学附属図書館長会議・ 文部省主催研究集会 

( 現在の国立大学図書館協議会 ) を開催した。 

昭和 31 年 3  月 図書館事務室が 経済学部構内 ( 南区清水 ケ丘 ) に移転した。 

昭和 34 年 4 月 1 日 経済学部図書係を 廃止し、 附属図書館に 経済図書 係 が振替配置された。 

9 月 1 日 学芸学部横浜分館が 経済学部構内 ( 南区清水 ケ丘 ) に移転した。 

昭和 35 年 3 月 25 日 人事院依嘱により、 国立大学図書館専門職員採用試験を 実施した。 

9 月 16.17 日 第 16 回関東地区国立大学図書館協議会を 開催した。 

昭和 3f 年 2 月 21.22 日 人事院依嘱により、 国立大学図書館専門職員採用試験を 実施し 

た   

昭和 39 年 5 月 16 日 工学部分館が 工学部拡充後援会の 寄付により竣工 (RCZF 1,608 ㎡ ) 

した。 

昭和 40 年 1 月 13 日 学芸学部の火災により、 蔵 書の一部を消失した。 

9 月 1 日 学芸学部分館が 経済学部構内 ( 南区清水 ケ丘 ) に移転した。 

昭和 41 年 4 月 1 日 学芸学部の名称変更に 伴い、 学芸学部分館を 教育学部分館、 学芸学 

部横浜分館を 教育学部横浜分館と 改めた。 

Ⅱ同 21 日 文部省大学図書館視察委員に よ る実地視察を ぅ げた。 

昭和 42 年 7  月 附属図書館文献複写規定及び 学内文献複写等取扱規定を 制定した。 

9 月 16 日 庶務係を管理係に 改め、 新たに参考 係 が配置された。 

昭和 44 年 1 月 30 ・ 31 日 第 5 回関東地区国立大学附属図書館職員研修会を 開催した。 

一 -292- 一 



3 月Ⅰ 4 日 大学紛争による 学生の構内占拠のため、 横浜附属学校構内 ( 中区立 
  野町 ) に 、 続いて常盤台地区に 移転、 10 月封鎖解除により 清水 ケ丘 

10 月 31 日 に復帰した。 なお、 この紛争により 蔵 書の一部を亡失した。 
昭和 4f 年 3 月 31 日 横浜分校の廃止に 伴い、 教育学部横浜分館を 廃止した。 

4 月 1 日 司書係を整理係に 改め、 新たに運用 係 が配置された。 

"  昭和 46 一 47 年度指定図書実施校となった。 

"  本館運営委員会が 設置された。 (51 年 3 月まで ) 

昭和 48 年 2 月 9 日 図書館将来委員会が 発足した。 (51 年 3 月まで ) 

昭和 48 年 9 月 12 日 中央図書館新宮工事着工。 
昭和 49 年 6 月 15 日 中央図書館が 常盤台地区に 竣工 (RC4F 3,957 ㎡ ) した。 

6 月 経済学部分館が 経済学部研究棟内に 竣工 (RC2F 1,290 ㎡ ) した。 
8 月 19 日 本館が清水 ケ 丘から常盤台地区に 移転した。 

9 月 24 日 本館、 教育学部分館及び 経済学部分館が 常盤台地区に 移転した。 
昭和 50 年 6 月 27 日 選書委員会が 設置された。 (52 年 3 月まで ) 

9 月 23 日 選書委員会内規が 制定された。 

昭示 口 51 年 3 月 31 日 教育学部分館、 経済学部分館及び 工学部分館が 廃止された。 
4 月 1 日 附属図書館規則を 全面改正するとともに、 附属図書館運営委員会規 

程及び附属図書館利用規程及び 附属図書館長選考規程が 施行された。 

教育分室、 経済。 経営分室及び 工学分室を設置した。 

事務組織の統合並びに 事務部課制の 実施に伴い、 教育学部図書係及 

び工学部図書係を 廃止し、 管理係を総務 係に 、 経済図書儀を 受人傑 
に改め、 閲覧 課に 雑誌 係 が配置された。 

整理課 ( 総務 係 、 受人傑、 整理係 ) 

， "e,a,, Ⅰ 
閲覧 課 ( 運用 係 、 参考 係 、 雑誌 係 ) 

10 月 22 日 『 館報 』を創刊した。 

昭和 52 年 1  月 辞書体目録の 作成を中止し 以後堂大分は 著者、 書名目録とした。 

4 月 1 日 附属図書館図書館資料選定小委員会細則及び 資料取扱区分の 基準を 

制定した。 

10 月 20 。 21 日 第 10 回関東地区国立大学附属図書館事務 ( 部。 課 ) 長 会議を本 
学附属図書館で 開催した。 

昭和 53 年 4 月 経済学部附属貿易文献資料センタ 一の発足に伴い、 経済。 経営分室 
の 一部 (187.19 ㎡ ) を経済学部に 移管した。 

8 月 国立大学図書館協議会相互協力調査研究班の 主査 館 となった。 

9 月 25 日 川村直子氏より Japan Arts Festival 受賞作品「作品， 67 一 Q 」 
を寄贈されたことに 対する褒賞の 伝達式を行った。 

昭和 54 年 2  月 電算機 (ACOS 200) を導入した。 
3 月 1R 日 工学分室が竣工 (1,930 ㎡ ) した。 
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9 月 2 日 工学分室が大岡地区ょり 常磐台地区に 移転した。 

9 月れ 日 電算機に よ る貸出サービスを 中央図書館で 開始した。 

9 月 18 日 工学分室が開館した。 

昭和 55 年 1 同 29 日 附属図書館充実第 4 次実施計画が 策定された。 

4 月 1 日 日本図書館協会大学図書館部会長 館 となった。 ( 昭和 57 年 3 月末ま 

で ) 

6 月 電算機による 図書受大業務 ( バッチ処理 ) を開始した。 

6 月 13 日 神奈川県内 (5 大学 ) 図書館相互利用制度が 発足した。 
9 月 18.19 日 第 1 回大学図書館研究集会を 横浜開港記俳会館で 開催した。 

9 月 電算機による 雑誌愛人業務 ( バッチ処理 ) を開始した。 

昭和 56 年 4 月 1 日 附属図書館規程を 一部改正した。 

従来の中央図書館及び 各分室を、 中央図書館 ( 含む教育科学・ 人 

文科学研究フロア ) 、 社会科学系研究図書館及び 理工学系研究図書 

蝕に改めたこと、 及び国立大学図書館間相互利用制度への 対応 ) 

整理課に収書儀が 配置され、 整理係を目録 係 に改め、 また、 閲覧 課 

雑誌係を学術情報 係 に改めた。 

4 月 雑誌愛人業務のオンライン 処理を開始した。 

9 月 1f6,17 日 第 2 回大学図書館研究集会を 国立婦人教育会館 ( 武蔵 嵐山 ) で 

開催した。 

昭和 57 年 1 月 15 日 国立大学図書館間相互利用制度が 開始された。 

4 月 1 日 附属図書館運営委員会規程及び 図書館資料選定小委員会細則を 一部 

改正した。 ( 環境科学研究センター 設置による委員数の 変更 ) 

昭和 58 年 4 月 1 日 神奈川県内大学図書館相互利用制度が 開始された。 

5 月 19 日 自然科学系覚国雑誌特別委員会第 1 回委員会開催 (7 月 21 日 まで ) 

昭和 59 年 1 月 1 日 整理課に図書館専門員が 配置された。 

4 月 1 日 日本図書館協会大学図書館部会長 館 となった。 ( 昭和 61 年 3 月末ま 

で ) 

4 月 19.20 日 第 40 回関東地区大学図書館協議会を 横浜郵便貯金会館で 開催し 

ナ - 4O 

Ⅱ同 29.30 日 第 5 回大学図書館研究集会を 県立婦人総合センター ( 江の島 ) 

で開催した。 

11 月 中央図書館増築工事着工。 

昭和 60 年 7 月 27 日 2 号館増築工事が 竣工 (3,492 ㎡ ) した。 

9 月 13 日 1 号館の改修工事が 完成した。 

l)J 同 7 ～ 9 日 第 19 回関東地区国立大学附属図書館職員研修会を 筑波大学で開 

催した。 

12 月 12 ～ 14 日 第 6 回大学図書館研究集会を 国立教育会館筑波分館で 開催した。 

昭和 62 年 1  月 新電算機システム (NECl50/78VS) を導入した。 
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  カード目録作成をやめて、 新システムによる 目録作成を開始した。 

3 月 26 日 学術情報センタ 一に接続し、 オンライン目録システム (NACSIS- 
CAT) の利用を開始した。 全国総合目録データベースへの 登録を開 

殆 した。 

4 月 1 日 利用規程を改正 ( 貸出冊数の変更 ) した。 

昭和 63 年 2 月 24 日 一般市民利用への 対応要項を策定した。 
4 月 1 日 附属図書館運営委員会規程、 附属図書館長選考規程、 図書館資料 選 

定 小委員会細則を 一部改正した。 

整理課を情報管理課、 閲覧課を情報サービス 課に 、 また、 収書 係 る 

雑誌愛人傑、 受 入 係を図書受人傑に 改めた。 

4 月 1 日 神奈川県内大学図書館相互協力協議会会長 館 となった。 ( 平成 2 年 3 

月末まで ) 

8@ 社会科学系研究図書館から 図書約 27,000 冊を中央図書館に 移動した。 
11 月 16 ～ 18 日 第 22 回関東地区国立大学附属図書館職員研修会を 神奈川婦人会 

館 で開催した。 

平成元年 10 月 1 日 附属図書館文献複写規程を 一部改正するとともに、 文献複写料金 徴 
収猶予取扱細則を 制定した。 

平成 2 年 2 月 20 日 社会科学系研究図書館将来計画検討小委員会を 設置した。 (9 月ま 
で ) 

4 月 1 日 附属図書館文献複写規程および 学内文献複写規程を 一部改正した。 

( 複写料金の値下げ ) 

4 月 電算機 (NEC3100/70A)  を更新した。 

7 月 2 ～ 13 日 平成 2 年度目録システム 講習会 ( 地域講習会 ) を学術情報セン 

タ一 と共催した。 

10 月Ⅰ 1 日 附属図書館運営委員会規程及び 図書館資料選定小委員会細則を 一部 

改正した。 ( 国際経済法学研究科設置による 委員数の変更 ) 

10 月 12 日 自然系覚国雑誌ワーキンババループを 設置した。 ( 平成 3 年 2 月 ま 

で ) 

11 月 15.1f 日 第 4 回国立大学図書館協議会シンポジウム ( 東地区 ) を横浜で 

開催した。 

平成 3 年 1 月 22 日 社会科学系研究図書館将来計画が 策定された。 

9 月 2 日 文献複写 ヵ一ド 使用実施要項を 定めた。 

12 月 3 日 図書館資料の 不用決定及び 廃棄に関する 基準を裁定した。 
  一括寄贈資料選定取扱要項を 制定した。 

  社会科学系研究図書館ワーキンバ。 グループを設置した。 

平成 4 年 4 月 1 日 学術情報センター I LL システム (NACSIS-ILL) 稼働にともない、 
オンラインによる 図書館間相互利用サービスを 開始した。 

5 月 2 日～ 国家公務員週休二日制完全実施にともない、 土曜休館となる。 
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5 月～ 7 月 中央図書館開架図書の 蔵 書点検を実施した。 

6 月 AV 室を新装し、 大型テレビ 1 台、 ブース 2 台を備えっげた。 

6 月 8 日 『横画大図二ニース』を 創刊した。 

7 月～ 附属図書館の 現状と課題検討会 ( 事務部 ) を実施した。 ( 平成 5 年 

3 月まで 7 回 ) 

11 月 中央図書館開架書架を 増設した。 

平成 5 年 2 月 社会科学系研究図書館開架図書約 20,000 冊を中央図書館に 移動した。 

3 月 社会科学系研究図書館 2 階フロアに書架を 増改修した。 (2,390 段 ) 

3 月 社会科学系研究図書館に「社会科学系学術雑誌フロア」及び 保存 書 

庫を設置した。 

3 月～ 6 月 中央図書館及び 理工学系研究図書館の 外壁等改修工事を 行った。 

6 月 2 日 第 1 回図書館モニタ 一会議を開催した。 

6 月 28 ～ 7 月 9 日 平成 5 年度目録システム 講習会 ( 地域講習会 ) を学術情報 

センターと共催した。 

9 月 蔵 書類 が 100 万冊を突破した。 

10 月 2 日～ 土曜日開館を 実施した。 ( 中央図書館 1 館のみ 休業期間中は 除 

0 
11 月 18 日 カール・ ウ ・コレクシ， ンを 受入れた。 

12 月 社会科学系研究図書館新分類図書約 33,500 冊を中央図書館に 移動し 

ナ - Ⅰ O 

平成 6 年 1 月 19 。 20 日 平成 5 年度国立大学附属図書館事務部長会議をメルパルク 

YOKOHAMA で開催した。 

2 月 図書館紹介ビデオが 完成した。 

3 月 保存書庫に集 蜜 書架を設置した。 

7 月 22 日 OPAC 館外 サービスを開始した。 

平成 7 年 4 月 1 日 事務組織を大幅改組した。 

4 月 18.19 日 第 51 回関東地区国立大学図書館協議会総会をメルパルク YOKO 

HAMA で開催した。 

6 月 5 日 CD 一 ROM サーバシステムによるサービスを 開始した。 

12 月 1 日 業務用電子計算機システムを 更新した。 

平成 8 年 3 月 25 日 火退 館 管理システムの 運用を開始した。 

7 月 3 . 4 日 第 43 回国立大学図書館協議会総会を 県民ホールで 開催した。 

11 月 21 日 アンケート調査 ( 学生対象 ) を実施した。 

12 月 6 日 「 1996 年度 ( 平成 8 年度 ) 附属図書館運営委員会への 検討依頼事項」 
について、 学長に答申した。 

平成 9 年 2 月 18 日 名誉教授の図書帯出取扱要項を 制定した。 

3 月 31 日 1 号館 1 階にパーティションを 設置した。 

3 月 31 日 1 号館 2 階メインカウンター 奥に閲覧準備室を 設置した。 
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2
 横浜国立大学概要 ( 平成 8 年度 ) 

1. 所在地 〒 240-8501 横浜市保土ケ 谷区常盤台 79 

℡ 045 一 335 一 1451 ( 代表 ) 

2. 前身校 神奈川県師範学校 神奈川県女子師範学校 

神奈川青年師範学校 横浜高等商業学校 横浜高等工業学校 

3. 学部等 教育学部 ( 附属小。 中学校、 附属養護学校 ) 

経済学部 ( 貿易文献資料センタ 一 ) 

経営学部 ( 昼間主コース、 夜間主コース ) 

工学部 ( 第一部、 第二部 ) 

特殊教育特別専攻科 

4. 大学院 教育学研究科 ( 修士課程 ) 経済学研究科 ( 修士課程 ) 経営学 

研究科 ( 修士課程 ) 工学研究科 ( 博士課程双期。 後期 )  国際 

経済法学研究科 ( 修士課程 )  国際開発研究科 ( 博士課程後期 ) 

東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科 ( 博士課程後期 ) 

5. 学内共同教育研究施設等 ( 抜粋 )  環境科学研究センター 留学生セン 

ター 総合情報処理センター 保健管理センター 教育夫 

化ホール 大学会館 留学生会館 

6. 教職員 総計 1,013 名 

教官 692 名 ( 附属学校教諭等 118 名を含む ) 

職員 321 名 

7. 学生数 総計 10,716 名 

学 部 8,999 (12 の 老 

大学院 1,316 (2%) 名 

専攻科 33 名 

( ) 書は外国人留学生で 外教 

8. 外国人研究者受入数 114 名 
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3  横浜国立大学附属図書館概要 ( 平成 8 年度 ) 

1. 所在地 〒 240-8501 横浜市保土ケ 谷区常盤台 79-6 

℡ 045 一 339 一 3204 

2. 建築施設 中央図書館 1 岩舘 (RC3k 、 2 号館 (RC5k 、 

社会科学系研究図書館 (SRC2) 

理工学系研究図書館 (RC2) 
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職員 35 名 ( う ち非常勤 14 名 ) 

4. 蔵 書 数 和書 :66 万冊 洋書 :44 万冊 合計 : Ⅱ 0 万冊 

(5 年平均 t 年増加冊数 2.8 万冊 ) 

5. 閲覧日時 年間開館日数 254 日 ( 土曜開館 ) 

午前 9 時～午後 8 時 45 分 ( 但し土曜日は 午前 m0 時から午後 4 

時 30 分まで ) 

6, 閲覧席数 中央図書館 f654  社会科学系 20  理工学系 164  計 83R 席 

7. 閲覧方法 開架 式 ( 但し社会科学系研究図書館 集 密書庫は閉架 式 ) 

8.  年間入館者数 451,784 人 ( う ち中央図書館 325,767 人 ) 
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9. 帯出区分 名誉教授 10 冊 t ケ月 、 教職員 15 冊 2 ケ月、 

大学院生 f5 冊 2 ケ月 、 学部 4 年生 10 冊 1 ケ月、 

学部 1 ～ 3 年生 5 冊 2 週間 

10 ．相互協力 図書貸出 551 冊Ⅰ 年 図書惜愛 277 冊Ⅰ 年 ( ともに国外 0) 

Ⅱ．市民利用 閲覧可能 氏名申告による 

12. 電子化等 業務システム 

DB サーバ I4 

アプリケーションサーバ   口 

X 端末 19 台 

CD 一 ROM 検索システム 1 式 

火退 館 管理システム 2 式 

OPAO パソコン 9 ム 口 

インターネ、 ッ トパソコン 7 台 
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